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松村　清一 氏　永代ハウス 株式会社　代表取締役

To p  I n t e r v i e w 親和銀行 県庁支店
新店舗移転OPEN！

F F G か ら の お 知 ら せ

　平成30年1月4日（木）、親和銀行は「県庁支店」（長崎市）を長崎県庁移転に伴い、リニューアルオープンいたします。
　新店舗には、応接室、車椅子対応の窓口・記帳台などのバリアフリー設備を新設し、快適性と利便性を両立
させた店舗へと生まれ変わります。
　FFGは、今後もブランドスローガンである「あなたのいちばんに。」に基づき、より一層のサービス向上に努めて
まいります。行員一同、皆様のご来店を心よりお待ちしています。

〒850-0058 長崎市尾上町3-1住 所

電 話 番 号 095-821-3095（現在と変更ございません）

自動サービスコーナー営業時間

8：45 ～ 17：00 8：00 ～ 21：00
9：00 ～ 21：00
9：00 ～ 21：00

平 日

土 曜 日

日 ・ 祝 日

県庁支店内ATM 県庁1F ATMコーナー

新店舗位置図 店内イメージ

ブランドキャラクター
「ユーモ」



季節の便り

今回は、福岡銀行 大分支店から冬の便りです。

福岡銀行
大分支店

S e a s o n’s  G r e e t i n g

　自然豊かな湯布院にあり、魚の鱗が夕日に照らされて
金色に輝く様から名付けられたと伝えられる金鱗湖
では、秋から冬にかけての晴れた早朝に、湖面から霧
が立ち上る幻想的な光景が見られます。
　湖底から温泉と清水が湧き出ているとともに、約
30℃の温泉水が流れる河川を含めた5つの河川が
流入しており、温かな湖面と早朝の冷えた空気との
温度差のために霧が発生するものです。
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し
た
こ
と
を
好
機
に
博
多
を
抑
え
、交
易
に
よ
る
経
済
基
盤
を
手
中

に
で
き
た
の
は

さ
い
さ
き

幸
先
の
運
で
あ
っ
た
。先
代
か
ら
の
優
れ
た
武
将
を

擁
し
、足
利
幕
府
と
の
巧
み
な
外
交
で  

こ  

し  

た
ん
た
ん

虎
視
眈
々
の
九
州
の
諸
勢
力

を
従
え
て
つ
か
の
間
の
全
盛
を
築
く
の
は
一
五
六
〇
年
代
。「
宗
麟
」

は
得
意
絶
頂
の
三
十
三
歳
に
出
家
し
て
そ
の
法
名
で
あ
る
。

　十
六
年
後
の
洗
礼
の
年
に
島
津
氏
に
挑
ま
れ
た
日
向・耳
川
の
合

戦
。十
字
架
の
軍
旗
を
掲
げ
た〝
十
字
軍
〞は
道
々
の
寺
社
を
破
壊
し

た
。異
教
が
領
民
家
臣
の
結
束

 

わ
ざ
わ
い 

の
禍
と
な
り
王
国
の
滅
び
が
始
ま

る
。信
仰
に
没
入
す
る
宗
麟
に
悲
歌
を
聴
く
耳
は
な
く
、嫡
子
よ
し
む
ね

義
統

の
器
量
で
は
豊
臣
か
ら
徳
川
へ
向
か
う
争
乱
を
生
き
抜
く
す
べ
が
な

か
っ
た
。滅
亡
の
大
友
氏
。こ
う 

け 

高
家
に
任
じ
ら
れ
て
家
名
は
残
っ
た
。吉

良
氏
と
同
じ
よ
う
に
幕
府
の
儀
式
を
司
る
職
。徳
川
幕
府
は
頼
朝
以

来
の
旧
家
を
断
絶
さ
せ
る
に
忍
び
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
文
・
山
﨑  

潔
）

　「九
州
」は
古
来
の
九
つ
の
国
で
成
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
称
が
あ

る
。筑
前・筑
後・肥
前・肥
後・豊
前・豊
後・日
向・大
隅・薩
摩
で
あ

る
。大
友
宗
麟
は
豊
後
の
府
内（
大
分
市
）を
拠
点
に
島
津
氏
の
影
響

下
に
あ
る
南
部
を
除
く
六
か
国
の
守
護
職
と
九
州
探
題
を
手
に
し

て
九
州
の
覇
者
と
な
っ
た
。信
長
を
は
じ
め
と
し
て
名
だ
た
る
戦
国

武
将
が
血
気
し
て
京
を
目
指
し
た
風
雲
に
武
門
の
野
望
よ
り
も
、い

ち
は
や
く
ザ
ビ
エ
ル
ら
宣
教
師
を
招
き
、キ
リ
シ
タ
ン
文
化
の「
神
の

国
」を
夢
想
す
る
。異
彩
が
際
立
つ
戦
国
大
名
で
あ
っ
た
。

　四
百
五
十
年
前
の
府
内
、臼
杵
に

こ
つ
ぜ
ん

忽
然
出
現
し
た
異
世
界
は
港
に

南
蛮
船
、通
り
に
は
教
会
、学
校
、病
院
、育
児
院
な
ど
洋
風
が
立
ち

並
ん
で
賛
美
歌
が
流
れ
た
。相
模
国（
神
奈
川
県
）の
豪
族
だ
っ
た
始

祖
が
頼
朝
に
任
じ
ら
れ
て
豊
後・筑
後・肥
後
の
守
護
と
な
っ
た
縁
に

始
ま
っ
て
二
十
一
代
目
に
し
て
成
し
た
宗
麟
の
国
で
あ
っ
た
。若
く
し

て
共
感
し
傾
倒
し
た
異
教
と
異
文
化
。新
奇
や
芸
術
文
化
を
好
む
性

向
で
あ
り
、何
よ
り
も
先
進
兵
器
の
調
達
、南
蛮
貿
易
へ
の
野
心
か
ら

だ
っ
た
が
、入
信
す
る
と
信
仰
心
は
誰
よ
り
も
厚
か
っ
た
。

　十
二
代
将
軍
足
利
義
晴
の「
義
」を
戴
い
て
よ
し
し
げ

義
鎮
を
号
し
た
。二
十

歳
で
家
督
を
継
ぐ
の
は
凄
惨
な
骨
肉
の
争
い
の
末
で
あ
る
。翌
年
に
、

重
臣
の
謀
反
で
主
を
失
っ
た
周
防
の
大
内
氏
が
北
部
九
州
を
撤
退

1530年～1587年
（満57歳没）
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玉田 亮太「FFG調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにて
ご覧いただけます。 http://www.fukuoka-fg.com/

　今
月
の
一
枚
は
、平
成
29
年
10
月
15
日

（
日
）、福
岡
県
糸
島
市
の
二
丈
中
学
校

体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
た
F
F
G
設
立

10
周
年
記
念「
第
34
回
一
貴
山
少
年
剣

道
親
善
大
会
」の
様
子
で
す
。

　本
大
会
は
、一
貴
山
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
主
催
に
よ
り
糸
島
市
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。糸
島
市
と
福
岡
銀
行

及
び
F
F
G
は
、糸
島
市
の
経
済
振
興
を

目
的
と
し
た
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
今
年
は
F
F
G
と
の

共
催
で
開
催
し
、行
員
26
名
が
大
会
の
運

営
に
携
わ
り
ま
し
た
。当
日
は
、18
団
体

か
ら
小・中
学
生
2
0
3
名
が
参
加
し
、

男
女
別
の
団
体
戦
の
他
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
に
よ
る
男
女
年
齢
別
の
個
人
戦
が

行
わ
れ
、試
合
で
は
次
々
と
鋭
い
技
が
繰

り
出
さ
れ
、大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　F
F
G
で
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域
貢
献

に
資
す
る
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

阿蘇市

6824 34 4645 © Roger-Viollet /amanaimages

　ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、

ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
あ
な
た
の

い
ち
ば
ん
に
。」の
実
践
に
引
き
続
き
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　本
年
も
変
わ
ら
ぬ
お
引
き
立
て
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年  

一
月
一
日  

戌
年
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バックナンバーのお知らせ

2

62 18121

今
月
の
一
枚  

「
第
34
回 

い  

き 

さ
ん

一
貴
山
少
年
剣
道
親
善
大
会
」

技を競い合う選手たち

九州を知る！ マンスリーコラム
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ご覧いただけます。 http://www.fukuoka-fg.com/

　今
月
の
一
枚
は
、平
成
29
年
10
月
15
日

（
日
）、福
岡
県
糸
島
市
の
二
丈
中
学
校

体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
た
F
F
G
設
立

10
周
年
記
念「
第
34
回
一
貴
山
少
年
剣

道
親
善
大
会
」の
様
子
で
す
。

　本
大
会
は
、一
貴
山
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
主
催
に
よ
り
糸
島
市
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。糸
島
市
と
福
岡
銀
行

及
び
F
F
G
は
、糸
島
市
の
経
済
振
興
を

目
的
と
し
た
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
今
年
は
F
F
G
と
の

共
催
で
開
催
し
、行
員
26
名
が
大
会
の
運

営
に
携
わ
り
ま
し
た
。当
日
は
、18
団
体

か
ら
小・中
学
生
2
0
3
名
が
参
加
し
、

男
女
別
の
団
体
戦
の
他
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
に
よ
る
男
女
年
齢
別
の
個
人
戦
が

行
わ
れ
、試
合
で
は
次
々
と
鋭
い
技
が
繰

り
出
さ
れ
、大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　F
F
G
で
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域
貢
献

に
資
す
る
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

阿蘇市

6824 34 4645 © Roger-Viollet /amanaimages

　ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、

ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
あ
な
た
の

い
ち
ば
ん
に
。」の
実
践
に
引
き
続
き
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　本
年
も
変
わ
ら
ぬ
お
引
き
立
て
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年  

一
月
一
日  

戌
年
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■会社概要

日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン 

株
式
会
社

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

後
藤 

信
志 

氏

代
表
取
締
役 

取
締
役
社
長

創業：1931年／設立：1931年／所在地：福岡市博多区／資本金：25
億950万円／従業員：495名（平成29年9月末・連結）／事業内容：
タングステン・モリブデン・その他の金属の精製・加工ならびに販売、
ファインセラミックその他窯業製品の製造ならびに販売、産業用機械
装置および機械部品の設計・製作ならびに販売／事業拠点：（本社）
福岡市博多区、（支店・サテライト）東京支店・名古屋支店・大阪支店・
九州支店・東海サテライト・岡山サテライト、（工場）基山工場・飯塚工
場・宇美工場、（海外）アメリカ・イタリア・中国・タイ

基山工場前（左から後藤社長、柴戸頭取）基山工場前（左から後藤社長、柴戸頭取）

Top  I nt e r v iew

未
来
へつ
な
ぐ
夢
、

次
代
を
支
え
る
マ
テ
リ
ア
ル
。
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マテリアルから
はじまる
価値創造に
挑戦し続けます!

い
ま
す
。ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
精
密
さ
を
保
つ
た
め
に
、

刃
の
研
ぎ
直
し
や
消
耗
部
品
の
取
り
替
え
は
欠
か
せ

ず
、日
本
に
送
れ
ば
2
〜
3
か
月
か
か
る
作
業
を
現

地
近
く
で
で
き
る
よ
う
に
海
外
拠
点
に
こ
の
機
能
を

持
た
せ
ま
し
た
。

　
我
が
社
は
、創
業
1
0
0
周
年
と
な
る
2
0
3
1

年
、さ
ら
に
そ
の
先
1
0
0
年
を
安
心
し
て
見
通
せ

る
よ
う
大
き
な
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
、現
在
、４
か

年
計
画「
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
グ
ル
ー
プ
2
0
2
0

中
期
経
営
計
画
」を
ま
と
め
て
い
ま
す
。策
定
に
当

た
っ
て
は
、30
〜
40
歳
台
の
若
手
中
心
の
メ
ン
バ
ー
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、途
中
段
階
で
役

員
ら
は〝
口
出
し
〞を
せ
ず
、自
由
な
発
想
を
求
め
て

い
ま
す
。

　
長
年
培
っ
て
き
た
世
界
に
誇
る
粉
末
冶
金
技
術
を

活
か
し
つ
つ
、「
誰
も
が
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
出
し
合

い
、新
商
品
が
次
々
と
生
ま
れ
る
革
新
的
企
業
」、さ

ら
に
は「
世
界
の
人
々
と
従
業
員
の
未
来
を
明
る
く

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
海
外
展
開
は
、1
9
7
9
年（
昭
和
54
年
）の
タ
イ

を
手
始
め
に
、中
国
や
北
米
で
拠
点
の
立
ち
上
げ
を

進
め
、2
0
1
6
年（
平
成
28
年
）に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

進
出
の
足
掛
か
り
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
拠
点
を
設
け

ま
し
た
。N
T
ダ
イ
カ
ッ
タ
ー
の
世
界
シ
ェ
ア
N
o
．１

を
狙
う
機
は
熟
し
た
こ
と
か
ら
、海
外
各
拠
点
の
販

売
体
制
を
強
化
し
て
、ア
ジ
ア
、北
米
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

将
来
は
ア
フ
リ
カ
、南
米
と
販
路
を
拡
大
す
る
戦
略

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、販
売
の
他
に
海
外
拠
点
で
は
、『
N
T
ダ
イ

カ
ッ
タ
ー
』の
再
研
磨・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
を
行
っ
て

耐
食
性
・
耐
摩
耗
性
に
優
れ
た
超
硬
合
金
と
加
工

技
術
を
駆
使
し
て
、世
界
に
先
駆
け
て
超
硬
合
金

製
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
を
開
発
し
、『
N
T
ダ
イ

カ
ッ
タ
ー
』と
し
て
商
品
化（
特
許
取
得
済
み
）し
ま

し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
の
寿
命
は
、鉄
系
材
料
の
約

10
倍
ま
で
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、高
速
加
工
や
良
好

な
切
断
特
性
に
よ
り
、高
い
信
頼
を
得
ま
し
た
。不

織
布
・
紙
・
合
成
樹
脂
や
そ
の
複
合
フ
ィ
ル
ム
、金
属

箔
な
ど
の
加
工
に
適
用
さ
れ
、紙
お
む
つ
や
ナ
プ
キ
ン

製
造
用
カ
ッ
タ
ー
と
し
て
国
内
外
で
高
い
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
ま
す
。超
硬
合
金
製
品
は
、発
電
所
や
化
学

プ
ラ
ン
ト
、レ
ン
ズ
成
形
な
ど
様
々
な
分
野
で
も
活
用

さ
れ
て
お
り
、中
で
も『
N
T
ダ
イ
カ
ッ
タ
ー
』は
主

力
製
品
と
し
て
屋
台
骨
を
支
え
て
い
ま
す
。

（
※
4
）2
0
1
0
年
10
月
〜
2
0
1
3
年
10
月
、フ
ジ
テ
レ
ビ
系

「
ほ
こ
×
た
て
」で
、「
絶
対
に
穴
の
開
か
な
い
金
属
」と

「
ど
ん
な
金
属
に
も
穴
を
あ
け
ら
れ
る
ド
リ
ル
」の
対
決

（
計
7
戦
）が
放
送
さ
れ
た

1.基山工場では、主に電気・電子材料製品、超硬
合金製品、セラミックス製品を製造する／2.タング
ステン線。熱に強い性質を利用し、電球のフィラメン
トやカテーテル用ワイヤー、空気清浄機などに使わ
れている／3.磁気ヘッド基板／4.5.6.基山工場の
見学風景／7.若手社員たち

後藤社長

た
が
、接
点
用
製
品
が
業
績
を
上
げ
て
い
た
こ
と
か

ら
、独
立
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

創
業
者
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
は
、現
経
営
理
念
の
中

で
も
、「
世
界
の
人
々
と
従
業
員
の
明
る
い
未
来
を
実

現
」「
マ
テ
リ
ア
ル
か
ら
は
じ
ま
る
価
値
創
造
に
挑

戦
」「
常
に
N
o
．１
を
目
指
し
か
け
が
え
の
な
い
存

在
に
」と
い
う
企
業
理
念
や
、「
情
熱
を
持
っ
て
失
敗

を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
行

動
し
や
り
遂
げ
る
」「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
期
待
以

上
で
応
え
る
」と
い
う
行
動
規
範
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

（
※
1
）金
属
や
そ
の
化
合
物
の
粉
末
を
高
温
加
熱
し
て
焼
き
固

め
、独
特
な
性
質
を
も
つ
材
料（
マ
テ
リ
ア
ル
）や
一
定
の

形
の
製
品
を
つ
く
る
加
工
技
術

　
我
が
社
は
、時
代
の
流
れ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
経

営
資
源
を
投
入
し
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
ワ
イ
ヤ
ー
や
タ
ン

グ
ス
テ
ン
接
点
製
品
、超
硬
合
金
製
品
等
、事
業
範

囲
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、粉
末
冶
金
の
技
術
を
活
用
し
て
、フ
ァ
イ

ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン

　
こ
の
間
、本
社
を
現
在
地
に
移
転
す
る
と
と
も
に
、

佐
賀
県
基
山
町
に
基
幹
工
場
を
移
し
、海
外
に
も
拠

点
を
設
け
る
な
ど
生
産
基
盤
と
販
売
力
を
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。福
岡
の
飯
塚
工
場
、宇
美
工
場
と
佐

賀
の
基
山
工
場
は
、2
0
0
3
年（
平
成
15
年
）に

Q
M
S（Q

uality M
anagem

ent System

）

製
造
部
門
と
し
て
I
S
O（
国
際
標
準
化
機
構
）認

証
を
取
得
し
、経
営
の
質
、業
務
の
質
、社
員
の
質
な

ど
経
営
に
関
す
る
様
々
な「Q

uality

＝
質
」が
国

際
基
準
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
2
）1
0
0
0
0
分
の
1
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

（
※
3
）黒
鉛
型
に
粉
末
を
詰
め
、上
下
か
ら
加
圧
し
な
が
ら
加
熱

し
焼
き
固
め
、緻
密
で
高
強
度
な
材
料
を
製
造
す
る
工
法

　
テ
レ
ビ
番
組（
※
4
）で
注
目
を
集
め
た
超
硬
合
金

も
、我
が
社
が
誇
る
主
力
製
品
で
す
。抜
き
金
型
な

ど
で
の
加
工
が
困
難
な
紙
・
不
織
布
な
ど
を
切
断
す

る
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
に
は
、従
来
、鉄
系
材
料
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、摩
耗
に
よ
っ
て
製
品
寿
命
が

短
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
1
9
8
6
年（
昭
和
61
年
）、わ
が
社
は
、

　
我
が
社
は
、1
9
3
1
年（
昭
和
６
年
）に
佐
賀
市

で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
製
品
の
製
造・販
売
会
社
と
し
て
創

業
し
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
や
モ
リ
ブ
デ
ン
な
ど
レ
ア
メ
タ

ル
、フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
等
を
用
い
た
高
度
な
粉

末 

や 

き
ん

冶
金
技
術（
※
1
）を
ベ
ー
ス
に
、独
自
の
製
品
開
発

力
と
加
工
技
術
を
駆
使
し
て
、次
世
代
マ
テ
リ
ア
ル

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
事
業
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
創
業
者
の
秋
山
英
二
は
、熊
本
高
等
工
業
学
校

（
現
・
熊
本
大
学
工
学
部
）で
学
び
、粉
末
冶
金
で
新

材
料・製
品
を
開
発
し
、新
し
い
市
場
を
開
拓
し
よ
う

と
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
旺
盛
で
し
た
。最
初
に
手
が

け
た
白
熱
電
球
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
用
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
ワ

イ
ヤ
ー
の
他
に
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
摩
耗
し
に
く
い
性

質
と
銅
の
優
れ
た
熱
伝
導
性
を
併
せ
持
つ
銅
タ
ン
グ

ス
テ
ン
接
点
を
創
業
間
も
な
く
開
発
し
て
商
品
化

し
、電
流
を
確
実
に
O
N
／
O
F
F
で
き
る
理
想
的

な
電
気
接
点
材
料
と
し
て
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
創
業
の
翌
年
か
ら
一
時
期
、東
京
電
氣
株
式
會

社（
現・株
式
会
社
東
芝
）の
系
列
企
業
と
な
り
ま
し

等
の
H
D
D（
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
）用
の
磁
気
ヘ
ッ
ド

基
板
で
は
、技
術
陣
の
真
摯
な
技
術
開
発
の
取
り

組
み
が
実
り
、約
70
％
と
い
う
世
界
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア

を
勝
ち
取
り
、我
が
社
の
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
磁
気
ヘ
ッ
ド
基
板
に
は
、サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン（
※
2
）単

位
の
微
細
な
加
工
が
効
率
よ
く
施
さ
れ
る
こ
と
と
、

高
い
均
質
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
厳
し
い

材
料
特
性
を
ク
リ
ア
す
る
一
方
で
、ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
法

（
※
3
）な
ど
の
独
自
の
焼
結
技
術
で
高
品
位
製
品
の

大
量
生
産
に
成
功
し
、フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
先

駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

磁
気
ヘ
ッ
ド
基
板
の
製
造
で

世
界
N
o
．１
に

主
力
製
品
と
な
っ
た

超
硬
合
金
製
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー

今
も
受
け
継
が
れ
る
、

創
業
者
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神

日本タングステン 株式会社Top  I nt e r v ie w

12

3

457

6



マテリアルから
はじまる
価値創造に
挑戦し続けます!

い
ま
す
。ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
精
密
さ
を
保
つ
た
め
に
、

刃
の
研
ぎ
直
し
や
消
耗
部
品
の
取
り
替
え
は
欠
か
せ

ず
、日
本
に
送
れ
ば
2
〜
3
か
月
か
か
る
作
業
を
現

地
近
く
で
で
き
る
よ
う
に
海
外
拠
点
に
こ
の
機
能
を

持
た
せ
ま
し
た
。

　
我
が
社
は
、創
業
1
0
0
周
年
と
な
る
2
0
3
1

年
、さ
ら
に
そ
の
先
1
0
0
年
を
安
心
し
て
見
通
せ

る
よ
う
大
き
な
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
、現
在
、４
か

年
計
画「
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
グ
ル
ー
プ
2
0
2
0

中
期
経
営
計
画
」を
ま
と
め
て
い
ま
す
。策
定
に
当

た
っ
て
は
、30
〜
40
歳
台
の
若
手
中
心
の
メ
ン
バ
ー
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、途
中
段
階
で
役

員
ら
は〝
口
出
し
〞を
せ
ず
、自
由
な
発
想
を
求
め
て

い
ま
す
。

　
長
年
培
っ
て
き
た
世
界
に
誇
る
粉
末
冶
金
技
術
を

活
か
し
つ
つ
、「
誰
も
が
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
出
し
合

い
、新
商
品
が
次
々
と
生
ま
れ
る
革
新
的
企
業
」、さ

ら
に
は「
世
界
の
人
々
と
従
業
員
の
未
来
を
明
る
く

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
海
外
展
開
は
、1
9
7
9
年（
昭
和
54
年
）の
タ
イ

を
手
始
め
に
、中
国
や
北
米
で
拠
点
の
立
ち
上
げ
を

進
め
、2
0
1
6
年（
平
成
28
年
）に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

進
出
の
足
掛
か
り
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
拠
点
を
設
け

ま
し
た
。N
T
ダ
イ
カ
ッ
タ
ー
の
世
界
シ
ェ
ア
N
o
．１

を
狙
う
機
は
熟
し
た
こ
と
か
ら
、海
外
各
拠
点
の
販

売
体
制
を
強
化
し
て
、ア
ジ
ア
、北
米
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

将
来
は
ア
フ
リ
カ
、南
米
と
販
路
を
拡
大
す
る
戦
略

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、販
売
の
他
に
海
外
拠
点
で
は
、『
N
T
ダ
イ

カ
ッ
タ
ー
』の
再
研
磨・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
を
行
っ
て

耐
食
性
・
耐
摩
耗
性
に
優
れ
た
超
硬
合
金
と
加
工

技
術
を
駆
使
し
て
、世
界
に
先
駆
け
て
超
硬
合
金

製
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
を
開
発
し
、『
N
T
ダ
イ

カ
ッ
タ
ー
』と
し
て
商
品
化（
特
許
取
得
済
み
）し
ま

し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
の
寿
命
は
、鉄
系
材
料
の
約

10
倍
ま
で
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、高
速
加
工
や
良
好

な
切
断
特
性
に
よ
り
、高
い
信
頼
を
得
ま
し
た
。不

織
布
・
紙
・
合
成
樹
脂
や
そ
の
複
合
フ
ィ
ル
ム
、金
属

箔
な
ど
の
加
工
に
適
用
さ
れ
、紙
お
む
つ
や
ナ
プ
キ
ン

製
造
用
カ
ッ
タ
ー
と
し
て
国
内
外
で
高
い
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
ま
す
。超
硬
合
金
製
品
は
、発
電
所
や
化
学

プ
ラ
ン
ト
、レ
ン
ズ
成
形
な
ど
様
々
な
分
野
で
も
活
用

さ
れ
て
お
り
、中
で
も『
N
T
ダ
イ
カ
ッ
タ
ー
』は
主

力
製
品
と
し
て
屋
台
骨
を
支
え
て
い
ま
す
。

（
※
4
）2
0
1
0
年
10
月
〜
2
0
1
3
年
10
月
、フ
ジ
テ
レ
ビ
系

「
ほ
こ
×
た
て
」で
、「
絶
対
に
穴
の
開
か
な
い
金
属
」と

「
ど
ん
な
金
属
に
も
穴
を
あ
け
ら
れ
る
ド
リ
ル
」の
対
決

（
計
7
戦
）が
放
送
さ
れ
た

1.基山工場では、主に電気・電子材料製品、超硬
合金製品、セラミックス製品を製造する／2.タング
ステン線。熱に強い性質を利用し、電球のフィラメン
トやカテーテル用ワイヤー、空気清浄機などに使わ
れている／3.磁気ヘッド基板／4.5.6.基山工場の
見学風景／7.若手社員たち

後藤社長

た
が
、接
点
用
製
品
が
業
績
を
上
げ
て
い
た
こ
と
か

ら
、独
立
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

創
業
者
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
は
、現
経
営
理
念
の
中

で
も
、「
世
界
の
人
々
と
従
業
員
の
明
る
い
未
来
を
実

現
」「
マ
テ
リ
ア
ル
か
ら
は
じ
ま
る
価
値
創
造
に
挑

戦
」「
常
に
N
o
．１
を
目
指
し
か
け
が
え
の
な
い
存

在
に
」と
い
う
企
業
理
念
や
、「
情
熱
を
持
っ
て
失
敗

を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
行

動
し
や
り
遂
げ
る
」「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
期
待
以

上
で
応
え
る
」と
い
う
行
動
規
範
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

（
※
1
）金
属
や
そ
の
化
合
物
の
粉
末
を
高
温
加
熱
し
て
焼
き
固

め
、独
特
な
性
質
を
も
つ
材
料（
マ
テ
リ
ア
ル
）や
一
定
の

形
の
製
品
を
つ
く
る
加
工
技
術

　
我
が
社
は
、時
代
の
流
れ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
経

営
資
源
を
投
入
し
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
ワ
イ
ヤ
ー
や
タ
ン

グ
ス
テ
ン
接
点
製
品
、超
硬
合
金
製
品
等
、事
業
範

囲
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、粉
末
冶
金
の
技
術
を
活
用
し
て
、フ
ァ
イ

ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン

　
こ
の
間
、本
社
を
現
在
地
に
移
転
す
る
と
と
も
に
、

佐
賀
県
基
山
町
に
基
幹
工
場
を
移
し
、海
外
に
も
拠

点
を
設
け
る
な
ど
生
産
基
盤
と
販
売
力
を
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。福
岡
の
飯
塚
工
場
、宇
美
工
場
と
佐

賀
の
基
山
工
場
は
、2
0
0
3
年（
平
成
15
年
）に

Q
M
S（Q

uality M
anagem

ent System

）

製
造
部
門
と
し
て
I
S
O（
国
際
標
準
化
機
構
）認

証
を
取
得
し
、経
営
の
質
、業
務
の
質
、社
員
の
質
な

ど
経
営
に
関
す
る
様
々
な「Q

uality

＝
質
」が
国

際
基
準
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
2
）1
0
0
0
0
分
の
1
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

（
※
3
）黒
鉛
型
に
粉
末
を
詰
め
、上
下
か
ら
加
圧
し
な
が
ら
加
熱

し
焼
き
固
め
、緻
密
で
高
強
度
な
材
料
を
製
造
す
る
工
法

　
テ
レ
ビ
番
組（
※
4
）で
注
目
を
集
め
た
超
硬
合
金

も
、我
が
社
が
誇
る
主
力
製
品
で
す
。抜
き
金
型
な

ど
で
の
加
工
が
困
難
な
紙
・
不
織
布
な
ど
を
切
断
す

る
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
に
は
、従
来
、鉄
系
材
料
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、摩
耗
に
よ
っ
て
製
品
寿
命
が

短
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
1
9
8
6
年（
昭
和
61
年
）、わ
が
社
は
、

　
我
が
社
は
、1
9
3
1
年（
昭
和
６
年
）に
佐
賀
市

で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
製
品
の
製
造・販
売
会
社
と
し
て
創

業
し
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
や
モ
リ
ブ
デ
ン
な
ど
レ
ア
メ
タ

ル
、フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
等
を
用
い
た
高
度
な
粉

末 

や 

き
ん

冶
金
技
術（
※
1
）を
ベ
ー
ス
に
、独
自
の
製
品
開
発

力
と
加
工
技
術
を
駆
使
し
て
、次
世
代
マ
テ
リ
ア
ル

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
事
業
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
創
業
者
の
秋
山
英
二
は
、熊
本
高
等
工
業
学
校

（
現
・
熊
本
大
学
工
学
部
）で
学
び
、粉
末
冶
金
で
新

材
料・製
品
を
開
発
し
、新
し
い
市
場
を
開
拓
し
よ
う

と
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
旺
盛
で
し
た
。最
初
に
手
が

け
た
白
熱
電
球
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
用
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
ワ

イ
ヤ
ー
の
他
に
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
摩
耗
し
に
く
い
性

質
と
銅
の
優
れ
た
熱
伝
導
性
を
併
せ
持
つ
銅
タ
ン
グ

ス
テ
ン
接
点
を
創
業
間
も
な
く
開
発
し
て
商
品
化

し
、電
流
を
確
実
に
O
N
／
O
F
F
で
き
る
理
想
的

な
電
気
接
点
材
料
と
し
て
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
創
業
の
翌
年
か
ら
一
時
期
、東
京
電
氣
株
式
會

社（
現・株
式
会
社
東
芝
）の
系
列
企
業
と
な
り
ま
し

等
の
H
D
D（
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
）用
の
磁
気
ヘ
ッ
ド

基
板
で
は
、技
術
陣
の
真
摯
な
技
術
開
発
の
取
り

組
み
が
実
り
、約
70
％
と
い
う
世
界
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア

を
勝
ち
取
り
、我
が
社
の
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
磁
気
ヘ
ッ
ド
基
板
に
は
、サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン（
※
2
）単

位
の
微
細
な
加
工
が
効
率
よ
く
施
さ
れ
る
こ
と
と
、

高
い
均
質
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
厳
し
い

材
料
特
性
を
ク
リ
ア
す
る
一
方
で
、ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
法

（
※
3
）な
ど
の
独
自
の
焼
結
技
術
で
高
品
位
製
品
の

大
量
生
産
に
成
功
し
、フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
先

駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

磁
気
ヘ
ッ
ド
基
板
の
製
造
で

世
界
N
o
．１
に

主
力
製
品
と
な
っ
た

超
硬
合
金
製
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー

今
も
受
け
継
が
れ
る
、

創
業
者
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
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い
ま
す
。ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
精
密
さ
を
保
つ
た
め
に
、

刃
の
研
ぎ
直
し
や
消
耗
部
品
の
取
り
替
え
は
欠
か
せ

ず
、日
本
に
送
れ
ば
2
〜
3
か
月
か
か
る
作
業
を
現

地
近
く
で
で
き
る
よ
う
に
海
外
拠
点
に
こ
の
機
能
を

持
た
せ
ま
し
た
。

　
我
が
社
は
、創
業
1
0
0
周
年
と
な
る
2
0
3
1

年
、さ
ら
に
そ
の
先
1
0
0
年
を
安
心
し
て
見
通
せ

る
よ
う
大
き
な
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
、現
在
、４
か

年
計
画「
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
グ
ル
ー
プ
2
0
2
0

中
期
経
営
計
画
」を
ま
と
め
て
い
ま
す
。策
定
に
当

た
っ
て
は
、30
〜
40
歳
台
の
若
手
中
心
の
メ
ン
バ
ー
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、途
中
段
階
で
役

員
ら
は〝
口
出
し
〞を
せ
ず
、自
由
な
発
想
を
求
め
て

い
ま
す
。

　
長
年
培
っ
て
き
た
世
界
に
誇
る
粉
末
冶
金
技
術
を

活
か
し
つ
つ
、「
誰
も
が
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
出
し
合

い
、新
商
品
が
次
々
と
生
ま
れ
る
革
新
的
企
業
」、さ

ら
に
は「
世
界
の
人
々
と
従
業
員
の
未
来
を
明
る
く

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
海
外
展
開
は
、1
9
7
9
年（
昭
和
54
年
）の
タ
イ

を
手
始
め
に
、中
国
や
北
米
で
拠
点
の
立
ち
上
げ
を

進
め
、2
0
1
6
年（
平
成
28
年
）に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

進
出
の
足
掛
か
り
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
拠
点
を
設
け

ま
し
た
。N
T
ダ
イ
カ
ッ
タ
ー
の
世
界
シ
ェ
ア
N
o
．１

を
狙
う
機
は
熟
し
た
こ
と
か
ら
、海
外
各
拠
点
の
販

売
体
制
を
強
化
し
て
、ア
ジ
ア
、北
米
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

将
来
は
ア
フ
リ
カ
、南
米
と
販
路
を
拡
大
す
る
戦
略

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、販
売
の
他
に
海
外
拠
点
で
は
、『
N
T
ダ
イ

カ
ッ
タ
ー
』の
再
研
磨・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
を
行
っ
て

耐
食
性
・
耐
摩
耗
性
に
優
れ
た
超
硬
合
金
と
加
工

技
術
を
駆
使
し
て
、世
界
に
先
駆
け
て
超
硬
合
金

製
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
を
開
発
し
、『
N
T
ダ
イ

カ
ッ
タ
ー
』と
し
て
商
品
化（
特
許
取
得
済
み
）し
ま

し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
の
寿
命
は
、鉄
系
材
料
の
約

10
倍
ま
で
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、高
速
加
工
や
良
好

な
切
断
特
性
に
よ
り
、高
い
信
頼
を
得
ま
し
た
。不

織
布
・
紙
・
合
成
樹
脂
や
そ
の
複
合
フ
ィ
ル
ム
、金
属

箔
な
ど
の
加
工
に
適
用
さ
れ
、紙
お
む
つ
や
ナ
プ
キ
ン

製
造
用
カ
ッ
タ
ー
と
し
て
国
内
外
で
高
い
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
ま
す
。超
硬
合
金
製
品
は
、発
電
所
や
化
学

プ
ラ
ン
ト
、レ
ン
ズ
成
形
な
ど
様
々
な
分
野
で
も
活
用

さ
れ
て
お
り
、中
で
も『
N
T
ダ
イ
カ
ッ
タ
ー
』は
主

力
製
品
と
し
て
屋
台
骨
を
支
え
て
い
ま
す
。

（
※
4
）2
0
1
0
年
10
月
〜
2
0
1
3
年
10
月
、フ
ジ
テ
レ
ビ
系

「
ほ
こ
×
た
て
」で
、「
絶
対
に
穴
の
開
か
な
い
金
属
」と

「
ど
ん
な
金
属
に
も
穴
を
あ
け
ら
れ
る
ド
リ
ル
」の
対
決

（
計
7
戦
）が
放
送
さ
れ
た

創
業
1
0
0
周
年
と

さ
ら
に
そ
の
先
の
1
0
0
年
を
見
据
え
る

　世界トップレベルの粉末冶金技術を駆使して、自動車・半導体・衛生・医療
など幅広い分野に先端素材を提供されています。製品が直接消費者の目に
触れる機会は少ないですが、人々の生活や企業活動の様々なところで当社の
技術が利用されています。
　HDD用磁気ヘッド基板では世界トップシェアを誇り、さらに「NTダイカッ
ター」は高機能・長寿命を実現した優れた性能を備え、国内外で高いシェアを
獲得されています。長年培ってこられた高い技術力を活かし、グローバル企業
としてさらに飛躍され、世界で確固たる地位を築かれることを祈念しています。

日本タングステン 株式会社Top  I nt e r v ie w

インタビューを終えて

N
T
ダ
イ
カ
ッ
タ
ー
の
世
界
シ
ェ
ア

N
o
．１
を
狙
っ
た
海
外
拠
点
づ
く
り
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林本店営業部長（福岡銀行）、大島取締役経営管理本部長

た
が
、接
点
用
製
品
が
業
績
を
上
げ
て
い
た
こ
と
か

ら
、独
立
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

創
業
者
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
は
、現
経
営
理
念
の
中

で
も
、「
世
界
の
人
々
と
従
業
員
の
明
る
い
未
来
を
実

現
」「
マ
テ
リ
ア
ル
か
ら
は
じ
ま
る
価
値
創
造
に
挑

戦
」「
常
に
N
o
．１
を
目
指
し
か
け
が
え
の
な
い
存

在
に
」と
い
う
企
業
理
念
や
、「
情
熱
を
持
っ
て
失
敗

を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
行

動
し
や
り
遂
げ
る
」「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
期
待
以

上
で
応
え
る
」と
い
う
行
動
規
範
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

（
※
1
）金
属
や
そ
の
化
合
物
の
粉
末
を
高
温
加
熱
し
て
焼
き
固

め
、独
特
な
性
質
を
も
つ
材
料（
マ
テ
リ
ア
ル
）や
一
定
の

形
の
製
品
を
つ
く
る
加
工
技
術

　
我
が
社
は
、時
代
の
流
れ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
経

営
資
源
を
投
入
し
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
ワ
イ
ヤ
ー
や
タ
ン

グ
ス
テ
ン
接
点
製
品
、超
硬
合
金
製
品
等
、事
業
範

囲
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、粉
末
冶
金
の
技
術
を
活
用
し
て
、フ
ァ
イ

ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン

　
こ
の
間
、本
社
を
現
在
地
に
移
転
す
る
と
と
も
に
、

佐
賀
県
基
山
町
に
基
幹
工
場
を
移
し
、海
外
に
も
拠

点
を
設
け
る
な
ど
生
産
基
盤
と
販
売
力
を
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。福
岡
の
飯
塚
工
場
、宇
美
工
場
と
佐

賀
の
基
山
工
場
は
、2
0
0
3
年（
平
成
15
年
）に

Q
M
S（Q

uality M
anagem

ent System

）

製
造
部
門
と
し
て
I
S
O（
国
際
標
準
化
機
構
）認

証
を
取
得
し
、経
営
の
質
、業
務
の
質
、社
員
の
質
な

ど
経
営
に
関
す
る
様
々
な「Q

uality

＝
質
」が
国

際
基
準
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
2
）1
0
0
0
0
分
の
1
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

（
※
3
）黒
鉛
型
に
粉
末
を
詰
め
、上
下
か
ら
加
圧
し
な
が
ら
加
熱

し
焼
き
固
め
、緻
密
で
高
強
度
な
材
料
を
製
造
す
る
工
法

　
テ
レ
ビ
番
組（
※
4
）で
注
目
を
集
め
た
超
硬
合
金

も
、我
が
社
が
誇
る
主
力
製
品
で
す
。抜
き
金
型
な

ど
で
の
加
工
が
困
難
な
紙
・
不
織
布
な
ど
を
切
断
す

る
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
に
は
、従
来
、鉄
系
材
料
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、摩
耗
に
よ
っ
て
製
品
寿
命
が

短
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
1
9
8
6
年（
昭
和
61
年
）、わ
が
社
は
、

　
我
が
社
は
、1
9
3
1
年（
昭
和
６
年
）に
佐
賀
市

で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
製
品
の
製
造・販
売
会
社
と
し
て
創

業
し
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
や
モ
リ
ブ
デ
ン
な
ど
レ
ア
メ
タ

ル
、フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
等
を
用
い
た
高
度
な
粉

末 

や 

き
ん

冶
金
技
術（
※
1
）を
ベ
ー
ス
に
、独
自
の
製
品
開
発

力
と
加
工
技
術
を
駆
使
し
て
、次
世
代
マ
テ
リ
ア
ル

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
事
業
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
創
業
者
の
秋
山
英
二
は
、熊
本
高
等
工
業
学
校

（
現
・
熊
本
大
学
工
学
部
）で
学
び
、粉
末
冶
金
で
新

材
料・製
品
を
開
発
し
、新
し
い
市
場
を
開
拓
し
よ
う

と
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
旺
盛
で
し
た
。最
初
に
手
が

け
た
白
熱
電
球
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
用
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
ワ

イ
ヤ
ー
の
他
に
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
摩
耗
し
に
く
い
性

質
と
銅
の
優
れ
た
熱
伝
導
性
を
併
せ
持
つ
銅
タ
ン
グ

ス
テ
ン
接
点
を
創
業
間
も
な
く
開
発
し
て
商
品
化

し
、電
流
を
確
実
に
O
N
／
O
F
F
で
き
る
理
想
的

な
電
気
接
点
材
料
と
し
て
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
創
業
の
翌
年
か
ら
一
時
期
、東
京
電
氣
株
式
會

社（
現・株
式
会
社
東
芝
）の
系
列
企
業
と
な
り
ま
し

等
の
H
D
D（
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
）用
の
磁
気
ヘ
ッ
ド

基
板
で
は
、技
術
陣
の
真
摯
な
技
術
開
発
の
取
り

組
み
が
実
り
、約
70
％
と
い
う
世
界
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア

を
勝
ち
取
り
、我
が
社
の
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
磁
気
ヘ
ッ
ド
基
板
に
は
、サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン（
※
2
）単

位
の
微
細
な
加
工
が
効
率
よ
く
施
さ
れ
る
こ
と
と
、

高
い
均
質
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
厳
し
い

材
料
特
性
を
ク
リ
ア
す
る
一
方
で
、ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
法

（
※
3
）な
ど
の
独
自
の
焼
結
技
術
で
高
品
位
製
品
の

大
量
生
産
に
成
功
し
、フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
先

駆
け
と
な
り
ま
し
た
。
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い
ま
す
。ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
精
密
さ
を
保
つ
た
め
に
、

刃
の
研
ぎ
直
し
や
消
耗
部
品
の
取
り
替
え
は
欠
か
せ

ず
、日
本
に
送
れ
ば
2
〜
3
か
月
か
か
る
作
業
を
現

地
近
く
で
で
き
る
よ
う
に
海
外
拠
点
に
こ
の
機
能
を

持
た
せ
ま
し
た
。

　
我
が
社
は
、創
業
1
0
0
周
年
と
な
る
2
0
3
1

年
、さ
ら
に
そ
の
先
1
0
0
年
を
安
心
し
て
見
通
せ

る
よ
う
大
き
な
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
、現
在
、４
か

年
計
画「
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
グ
ル
ー
プ
2
0
2
0

中
期
経
営
計
画
」を
ま
と
め
て
い
ま
す
。策
定
に
当

た
っ
て
は
、30
〜
40
歳
台
の
若
手
中
心
の
メ
ン
バ
ー
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、途
中
段
階
で
役

員
ら
は〝
口
出
し
〞を
せ
ず
、自
由
な
発
想
を
求
め
て

い
ま
す
。

　
長
年
培
っ
て
き
た
世
界
に
誇
る
粉
末
冶
金
技
術
を

活
か
し
つ
つ
、「
誰
も
が
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
出
し
合

い
、新
商
品
が
次
々
と
生
ま
れ
る
革
新
的
企
業
」、さ

ら
に
は「
世
界
の
人
々
と
従
業
員
の
未
来
を
明
る
く

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
海
外
展
開
は
、1
9
7
9
年（
昭
和
54
年
）の
タ
イ

を
手
始
め
に
、中
国
や
北
米
で
拠
点
の
立
ち
上
げ
を

進
め
、2
0
1
6
年（
平
成
28
年
）に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

進
出
の
足
掛
か
り
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
拠
点
を
設
け

ま
し
た
。N
T
ダ
イ
カ
ッ
タ
ー
の
世
界
シ
ェ
ア
N
o
．１

を
狙
う
機
は
熟
し
た
こ
と
か
ら
、海
外
各
拠
点
の
販

売
体
制
を
強
化
し
て
、ア
ジ
ア
、北
米
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

将
来
は
ア
フ
リ
カ
、南
米
と
販
路
を
拡
大
す
る
戦
略

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、販
売
の
他
に
海
外
拠
点
で
は
、『
N
T
ダ
イ

カ
ッ
タ
ー
』の
再
研
磨・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
を
行
っ
て

耐
食
性
・
耐
摩
耗
性
に
優
れ
た
超
硬
合
金
と
加
工

技
術
を
駆
使
し
て
、世
界
に
先
駆
け
て
超
硬
合
金

製
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
を
開
発
し
、『
N
T
ダ
イ

カ
ッ
タ
ー
』と
し
て
商
品
化（
特
許
取
得
済
み
）し
ま

し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
の
寿
命
は
、鉄
系
材
料
の
約

10
倍
ま
で
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、高
速
加
工
や
良
好

な
切
断
特
性
に
よ
り
、高
い
信
頼
を
得
ま
し
た
。不

織
布
・
紙
・
合
成
樹
脂
や
そ
の
複
合
フ
ィ
ル
ム
、金
属

箔
な
ど
の
加
工
に
適
用
さ
れ
、紙
お
む
つ
や
ナ
プ
キ
ン

製
造
用
カ
ッ
タ
ー
と
し
て
国
内
外
で
高
い
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
ま
す
。超
硬
合
金
製
品
は
、発
電
所
や
化
学

プ
ラ
ン
ト
、レ
ン
ズ
成
形
な
ど
様
々
な
分
野
で
も
活
用

さ
れ
て
お
り
、中
で
も『
N
T
ダ
イ
カ
ッ
タ
ー
』は
主

力
製
品
と
し
て
屋
台
骨
を
支
え
て
い
ま
す
。

（
※
4
）2
0
1
0
年
10
月
〜
2
0
1
3
年
10
月
、フ
ジ
テ
レ
ビ
系

「
ほ
こ
×
た
て
」で
、「
絶
対
に
穴
の
開
か
な
い
金
属
」と

「
ど
ん
な
金
属
に
も
穴
を
あ
け
ら
れ
る
ド
リ
ル
」の
対
決

（
計
7
戦
）が
放
送
さ
れ
た

創
業
1
0
0
周
年
と

さ
ら
に
そ
の
先
の
1
0
0
年
を
見
据
え
る

　世界トップレベルの粉末冶金技術を駆使して、自動車・半導体・衛生・医療
など幅広い分野に先端素材を提供されています。製品が直接消費者の目に
触れる機会は少ないですが、人々の生活や企業活動の様々なところで当社の
技術が利用されています。
　HDD用磁気ヘッド基板では世界トップシェアを誇り、さらに「NTダイカッ
ター」は高機能・長寿命を実現した優れた性能を備え、国内外で高いシェアを
獲得されています。長年培ってこられた高い技術力を活かし、グローバル企業
としてさらに飛躍され、世界で確固たる地位を築かれることを祈念しています。
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た
が
、接
点
用
製
品
が
業
績
を
上
げ
て
い
た
こ
と
か

ら
、独
立
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

創
業
者
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
は
、現
経
営
理
念
の
中

で
も
、「
世
界
の
人
々
と
従
業
員
の
明
る
い
未
来
を
実

現
」「
マ
テ
リ
ア
ル
か
ら
は
じ
ま
る
価
値
創
造
に
挑

戦
」「
常
に
N
o
．１
を
目
指
し
か
け
が
え
の
な
い
存

在
に
」と
い
う
企
業
理
念
や
、「
情
熱
を
持
っ
て
失
敗

を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
行

動
し
や
り
遂
げ
る
」「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
期
待
以

上
で
応
え
る
」と
い
う
行
動
規
範
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

（
※
1
）金
属
や
そ
の
化
合
物
の
粉
末
を
高
温
加
熱
し
て
焼
き
固

め
、独
特
な
性
質
を
も
つ
材
料（
マ
テ
リ
ア
ル
）や
一
定
の

形
の
製
品
を
つ
く
る
加
工
技
術

　
我
が
社
は
、時
代
の
流
れ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
経

営
資
源
を
投
入
し
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
ワ
イ
ヤ
ー
や
タ
ン

グ
ス
テ
ン
接
点
製
品
、超
硬
合
金
製
品
等
、事
業
範

囲
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
し
た
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ら
に
、粉
末
冶
金
の
技
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を
活
用
し
て
、フ
ァ
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ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン

　
こ
の
間
、本
社
を
現
在
地
に
移
転
す
る
と
と
も
に
、

佐
賀
県
基
山
町
に
基
幹
工
場
を
移
し
、海
外
に
も
拠

点
を
設
け
る
な
ど
生
産
基
盤
と
販
売
力
を
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。福
岡
の
飯
塚
工
場
、宇
美
工
場
と
佐

賀
の
基
山
工
場
は
、2
0
0
3
年（
平
成
15
年
）に

Q
M
S（Q

uality M
anagem

ent System

）

製
造
部
門
と
し
て
I
S
O（
国
際
標
準
化
機
構
）認

証
を
取
得
し
、経
営
の
質
、業
務
の
質
、社
員
の
質
な

ど
経
営
に
関
す
る
様
々
な「Q
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＝
質
」が
国
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基
準
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
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）1
0
0
0
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分
の
1
ミ
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ト
ル

（
※
3
）黒
鉛
型
に
粉
末
を
詰
め
、上
下
か
ら
加
圧
し
な
が
ら
加
熱

し
焼
き
固
め
、緻
密
で
高
強
度
な
材
料
を
製
造
す
る
工
法

　
テ
レ
ビ
番
組（
※
4
）で
注
目
を
集
め
た
超
硬
合
金

も
、我
が
社
が
誇
る
主
力
製
品
で
す
。抜
き
金
型
な

ど
で
の
加
工
が
困
難
な
紙
・
不
織
布
な
ど
を
切
断
す

る
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
タ
ー
に
は
、従
来
、鉄
系
材
料
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、摩
耗
に
よ
っ
て
製
品
寿
命
が

短
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
1
9
8
6
年（
昭
和
61
年
）、わ
が
社
は
、

　
我
が
社
は
、1
9
3
1
年（
昭
和
６
年
）に
佐
賀
市

で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
製
品
の
製
造・販
売
会
社
と
し
て
創

業
し
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
や
モ
リ
ブ
デ
ン
な
ど
レ
ア
メ
タ

ル
、フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
等
を
用
い
た
高
度
な
粉

末 

や 

き
ん

冶
金
技
術（
※
1
）を
ベ
ー
ス
に
、独
自
の
製
品
開
発

力
と
加
工
技
術
を
駆
使
し
て
、次
世
代
マ
テ
リ
ア
ル

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
事
業
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
創
業
者
の
秋
山
英
二
は
、熊
本
高
等
工
業
学
校

（
現
・
熊
本
大
学
工
学
部
）で
学
び
、粉
末
冶
金
で
新

材
料・製
品
を
開
発
し
、新
し
い
市
場
を
開
拓
し
よ
う

と
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
旺
盛
で
し
た
。最
初
に
手
が

け
た
白
熱
電
球
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
用
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
ワ

イ
ヤ
ー
の
他
に
、タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
摩
耗
し
に
く
い
性

質
と
銅
の
優
れ
た
熱
伝
導
性
を
併
せ
持
つ
銅
タ
ン
グ

ス
テ
ン
接
点
を
創
業
間
も
な
く
開
発
し
て
商
品
化

し
、電
流
を
確
実
に
O
N
／
O
F
F
で
き
る
理
想
的

な
電
気
接
点
材
料
と
し
て
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
創
業
の
翌
年
か
ら
一
時
期
、東
京
電
氣
株
式
會

社（
現・株
式
会
社
東
芝
）の
系
列
企
業
と
な
り
ま
し

等
の
H
D
D（
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
）用
の
磁
気
ヘ
ッ
ド

基
板
で
は
、技
術
陣
の
真
摯
な
技
術
開
発
の
取
り

組
み
が
実
り
、約
70
％
と
い
う
世
界
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア

を
勝
ち
取
り
、我
が
社
の
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
磁
気
ヘ
ッ
ド
基
板
に
は
、サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン（
※
2
）単

位
の
微
細
な
加
工
が
効
率
よ
く
施
さ
れ
る
こ
と
と
、

高
い
均
質
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
厳
し
い

材
料
特
性
を
ク
リ
ア
す
る
一
方
で
、ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
法

（
※
3
）な
ど
の
独
自
の
焼
結
技
術
で
高
品
位
製
品
の

大
量
生
産
に
成
功
し
、フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
先

駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

福岡銀行　取締役頭取　 柴戸 　成

1

2
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Top  I nt e r v iew

■会社概要

国
産
木
材
復
活
を
目
指
し
、

自
社
で
開
発
し
た
B
P
材
の

利
用
拡
大
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

株
式
会
社 

工
芸
社・ハ
ヤ
タ

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

山
鹿
支
店

早
田 

允
英 

氏

代
表
取
締
役

創業：1952年／設立：1968年／所在地：熊本県山鹿市／資本金：
1,000万円／従業員：21名／事業内容：木材加工販売（二次・三次
加工）、建築工事・大工工事業／事業拠点：（本社・工場）熊本県山鹿市

本社・工場前（左から早田社長、竹下頭取）本社・工場前（左から早田社長、竹下頭取）
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独自開発の
ＢＰ材を使った
木造建築の良さを
体感してください。

　
我
が
社
で
は
、B
P
材
の
生
産
拠
点
を
全
国
各
地

に
広
げ
、地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
に
2
0
1
7
年

（
平
成
29
年
）3
月「
一
般
社
団
法
人
日
本
B
P
材

協
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。各
地
域
の
製
材
メ
ー

カ
ー
や
大
学
関
係
者
ら
が
参
加
し
、製
造
拠
点
と
な

る
メ
ー
カ
ー
は
J
A
S
認
定
工
場
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
、高
品
質
の
B
P
材
を
提
供
し
て
民
需
で
の

利
用
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。将
来
的
に
は
輸
出
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、外
部
に「
燃
え
代
層
」を
つ
け
て
木

材
内
部
へ
の
熱
の
侵
入
を
防
ぐ
考
え
方
を
用
い
て
、

2
時
間
耐
火
の
B
P
材
の
開
発
を
進
め
、耐
火
認
定

の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
木
材
は
、断
熱
性
、調
湿
性
、耐
震
・
耐
久
性
な

ど
に
優
れ
、環
境
に
も
優
し
い
再
生
可
能
な
循
環
型

の
資
源
で
す
。B
P
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
日
本
で

も
国
産
の
木
造
ビ
ル
建
設
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

小
学
校
屋
内
運
動
場
は
、R
C
造
で
す
が
屋
根
部
分

を
木
造
に
し
、接
合
部
を
三
次
元
的
に
加
工
し
た
ス

ギ
B
P
材
を
組
み
合
わ
せ
て
、緩
や
か
な
ア
ー
チ
に

よ
る
シ
ェ
ル
構
造
の
大
空
間
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
施
主
や
利
用
者
か
ら
は
、木
造
の
効
果
と
使
用

感
に
つ
い
て
▽
木
の
香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
▽
衝
撃

が
吸
収
さ
れ
け
が
を
し
に
く
い
▽
床
を
歩
く
音
な
ど

で
人
の
気
配
を
感
じ
る
▽
木
材
の
架
構
が
懐
か
し
い

―
―
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。室
内
環
境

に
つ
い
て
は
▽
温
熱
環
境
が
良
い
▽
冬
は
温
か
く
夏
は

涼
し
く
感
じ
る
―
―
な
ど
の
評
価
で
す
。ユ
ニ
ー
ク
な

施
工
例
で
は
、博
多
　
園
山
笠（
福
岡
市
）の
飾
り
山

小
屋
に
も
B
P
材
と
T
K
S
構
法
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

空
間
の
確
保
が
可
能
に
な
り
、施
工
の
際
の
新
た
な

設
備
投
資
は
樹
脂
注
入
用
の
道
具
程
度
と
い
う
簡

単・手
軽
さ
が
大
き
な
特
長
で
す
。

　
我
が
社
で
は
、ス
ギ
B
P
材
を
住
宅
な
ど
に
広
く

活
用
す
る
た
め
、九
州
大
学
の
竹
下
輝
和
名
誉
教
授

と
の
共
同
研
究
で
、製
材
を
縦
に
並
べ
て
圧
着
し
て
壁

材
な
ど
に
使
う
木
柱
材
シ
ス
テ
ム
パ
ネ
ル
工
法

「
P
a
ne
l

－

Woo
d
」も
開
発
し
ま
し
た
。強
度
、

経
済
性
、加
工
性
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
満
た
す
B
P
材

と
T
K
S
構
法
、そ
れ
に「
P
a
n
e
l

－

Wo
o
d
」

が
加
わ
っ
て
、施
工
例
は
戸
建
て
住
宅
の
ほ
か
学
校
・

保
育
園
、医
療
・
福
祉
施
設
、文
化
・
集
会
施
設
、生

産・物
流
施
設
な
ど
多
岐
に
亘
り
ま
す
。

　
熊
本
県
和
水
町
の
三
加
和
小
学
校
は
、ス
ギ
B
P

材
で
大
空
間（
梁
間
21
ｍ
の
大
ス
パ
ン
構
造
）を
有
す

る
ア
リ
ー
ナ
を
中
心
と
し
た
屋
内
運
動
場
と
、耐
震

壁
の
強
度
を
示
す
壁
倍
率
5
倍
に
相
当
す
る
高
い
耐

震
性
を
誇
る「
P
a
n
e
l

－

W
o
o
d
」（
壁
柱
）を

使
っ
た
校
舎
が
そ
れ
ぞ
れ
注
目
を
集
め
、全
国
か
ら

視
察
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。福
岡
県
宗
像
市
の
玄
海

1.エポキシ樹脂系接着剤で接着させたスギ材同士
をなじませる作業／2.スギBP材の製造現場。エポ
キシ樹脂系接着剤を用いたスギの接着積層工程を
見学／3.木材の加工技術は若手社員にも引き継
がれている／4.5.工場の見学風景／6.施工実績：
玄海小学校屋内運動場（福岡県宗像市）／7.施工
実績：三加和小学校校舎（熊本県和水町）／8.活
躍する若手社員たち

早田社長

　
戦
後
の
拡
大
造
林
政
策
で
植
え
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
国
産
材
は
、伐
採
期
を
迎
え
て
い
る
の
に
、割
安
で

大
き
な
断
面
が
取
れ
る
外
国
産
材
に
押
さ
れ
て
、多

く
の
山
林
が
放
置
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。林
野
庁

は
、自
給
率
50
%
を
目
標
に
国
産
材
の
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
ま
す
が
、達
成
年
次
を
当
初
計
画
か
ら
5

年
先
送
り
し
て
2
0
2
5
年
に
延
ば
す
な
ど
順
調
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。我
が
社
で
は
こ
う
し
た
背
景
を
踏

ま
え
、国
策
で
も
あ
る
国
産
材
の
復
活
・
利
用
拡
大

を
経
営
の
大
き
な
柱
に
掲
げ
て
、様
々
な
挑
戦
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
国
産
材
復
活
の
起
爆
剤
と
し
て
独
自
開
発
し
た

の
は
、ス
ギ
B
P
材
と
ヒ
ノ
キ
B
P
材
で
す
。木
造
建

築
で
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
占
め
る
は
り梁
や
け
た桁
な
ど
の

横
架
材
と
し
て
、日
本
で
は
松
が
多
く
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
に
や
ら
れ
、ま
た
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
で
は
大
断
面
が
と
れ
ず
強
度
的
に
も
不
安
で
し

た
。そ
の
た
め
横
架
材
は
、外
材
が
9
割
を
占
め
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、空
襲
な
ど
で
大
被
害
を
出
し
た
反
省

か
ら
1
9
5
0
年（
昭
和
25
年
）、建
築
基
準
法
で

大
型
建
築
物
の
木
造
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
規

制
は
2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）の
法
改
正
で
見
直

さ
れ
、耐
火
性
能
が
向
上
し
た
と
し
て
2
0
1
0
年

（
平
成
22
年
）に
は
公
共
建
築
物
の
木
造
化
推
進
を

目
的
と
し
た
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
我
が
社
で
は
、B
P
材
を
使
っ
て
R
C（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
）や
S（
鉄
骨
）造
に
匹
敵
す
る
大
空
間
・

大
架
橋
の
木
造
構
造
を
可
能
に
す
る
た
め
、長
さ
3

〜
10
ｍ
を
中
心
に
製
品
化
し
て
い
る
B
P
材
を
よ
り

簡
単
に
つ
な
ぐ
方
法
と
し
て
T
K
S
構
法
も
生
み
出

し
ま
し
た
。部
材
の
孔
や
溝
に
鋼
棒（
全
ね
じ
）を
挿

入
し
、エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
充
填
し
て
硬
化
さ
せ
、木
材

同
士
を
接
合
す
る
方
法
で
、構
法
そ
の
も
の
は
建
築・

土
木
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
G
I
R（
グ
ル
ー
ド
イ
ン

ロ
ッ
ド
）と
い
う
形
式
で
す
が
、ハ
ヤ
タ
で
は「
T
K
S

構
法（
鉄
筋
拘
束
接
合
）」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
T
K
S
構
法
は
、金
物
が
露
出
し
な
い
た
め
意
匠

性
に
優
れ
、補
強
部
材
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
大

　
我
が
社
は
、先
代
で
私
の
父
・
成
実（
故
人
）が

1
9
5
2
年（
昭
和
27
年
）、個
人
企
業
と
し
て
製

材
業
を
始
め
た
の
が
起
源
で
す
。戦
後
の
混
乱
期
を

脱
し
、日
本
経
済
が
復
興
の
軌
道
に
乗
り
、住
宅
建

築
等
で
の
木
材
需
要
も
増
大
に
転
じ
た
頃
で
し
た
。

　
そ
の
後
、1
9
6
8
年（
昭
和
43
年
）に
有
限
会
社

早
田
製
材
所
を
設
立
し
て
私
が
代
表
に
な
り
、マ
ン

シ
ョ
ン
や
公
営
住
宅
な
ど
の
内
装
材
の
取
引
開
始
に

伴
い
二
次
加
工
部
を
新
設
。意
匠
性
の
高
い
製
品
の

供
給
を
目
指
し
て
、1
9
9
0
年（
平
成
2
年
）に
社

名
を
工
芸
社・ハ
ヤ
タ
に
変
更
、2
0
1
0
年（
平
成

22
年
）に
株
式
会
社
へ
と
商
号
変
更
し
ま
し
た
。

　
戦
後
65
年
間
、建
築
一
式・木
材
加
工
業
を
営
み
、

公
共
施
設
や
学
校
な
ど
か
ら
一
般
の
住
宅
ま
で
幅
広

く
数
多
く
の
建
築
物
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の

間
、木
材
の
自
給
率
の
低
迷
が
大
き
な
課
題
で
し

た
。1
9
5
5
年（
昭
和
30
年
）に
96
%
だ
っ
た
自
給

率
は
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）の
木
材
輸
入
の
完

全
自
由
化
以
降
、一
時
20
%
を
割
る
な
ど
急
激
に
落

ち
込
み
、近
年
持
ち
直
し
て
き
た
も
の
の
ま
だ
33
%

で
す
。

　
木
材
は
、品
質・用
途
に
よ
っ
て
4
種
類
に
分
け
ら

れ
、こ
の
う
ち
A
材
で
あ
る
芯
持
ち
の
構
造
用
製
材

は
、合
板・集
成
材
、木
質
ボ
ー
ド
、バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

な
ど
に
使
わ
れ
る
B
〜
D
材
に
比
べ
て
需
要
が
少
な
く

供
給
過
多
な
の
が
現
状
で
す
。我
が
社
で
は
、主
に
住

宅
の
柱
に
使
わ
れ
る
こ
の
構
造
用
製
材（
角
材
）を
重

ね
、専
用
の
エ
ポ
キ
シ
樹
脂（
接
着
剤
）で
圧
着
し
て
大

断
面
化
し
、住
宅
の
梁
や
中
大
規
模
木
造
の
構
造
材

に
利
用
で
き
る
新
製
品
を
約
20
年
か
け
て
開
発
・
進

化
さ
せ
、製
作
手
順
の「
束
ね
る
＝B

inding

」と

「
重
ね
る
＝Piling

」の
頭
文
字
か
ら「
Ｂ
Ｐ
材
」と

名
付
け
ま
し
た
。国
産
材
で
、ベ
イ
マ
ツ
や
オ
ウ
シ
ュ

ウ
ア
カ
マ
ツ
な
ど
外
材
に
匹
敵
す
る
強
度
の
大
断
面

材
を
実
現
し
た
の
で
す
。

自
社
で
ス
ギ
B
P
材
と

ヒ
ノ
キ
B
P
材
を
開
発

B
P
材
を
簡
単
・
手
軽
に
つ
な
ぐ

方
法
と
し
て
T
K
S
構
法
を
採
用

日
本
の
木
材
自
給
率
は
低
迷
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独自開発の
ＢＰ材を使った
木造建築の良さを
体感してください。

　
我
が
社
で
は
、B
P
材
の
生
産
拠
点
を
全
国
各
地

に
広
げ
、地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
に
2
0
1
7
年

（
平
成
29
年
）3
月「
一
般
社
団
法
人
日
本
B
P
材

協
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。各
地
域
の
製
材
メ
ー

カ
ー
や
大
学
関
係
者
ら
が
参
加
し
、製
造
拠
点
と
な

る
メ
ー
カ
ー
は
J
A
S
認
定
工
場
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
、高
品
質
の
B
P
材
を
提
供
し
て
民
需
で
の

利
用
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。将
来
的
に
は
輸
出
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、外
部
に「
燃
え
代
層
」を
つ
け
て
木

材
内
部
へ
の
熱
の
侵
入
を
防
ぐ
考
え
方
を
用
い
て
、

2
時
間
耐
火
の
B
P
材
の
開
発
を
進
め
、耐
火
認
定

の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
木
材
は
、断
熱
性
、調
湿
性
、耐
震
・
耐
久
性
な

ど
に
優
れ
、環
境
に
も
優
し
い
再
生
可
能
な
循
環
型

の
資
源
で
す
。B
P
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
日
本
で

も
国
産
の
木
造
ビ
ル
建
設
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

小
学
校
屋
内
運
動
場
は
、R
C
造
で
す
が
屋
根
部
分

を
木
造
に
し
、接
合
部
を
三
次
元
的
に
加
工
し
た
ス

ギ
B
P
材
を
組
み
合
わ
せ
て
、緩
や
か
な
ア
ー
チ
に

よ
る
シ
ェ
ル
構
造
の
大
空
間
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
施
主
や
利
用
者
か
ら
は
、木
造
の
効
果
と
使
用

感
に
つ
い
て
▽
木
の
香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
▽
衝
撃

が
吸
収
さ
れ
け
が
を
し
に
く
い
▽
床
を
歩
く
音
な
ど

で
人
の
気
配
を
感
じ
る
▽
木
材
の
架
構
が
懐
か
し
い

―
―
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。室
内
環
境

に
つ
い
て
は
▽
温
熱
環
境
が
良
い
▽
冬
は
温
か
く
夏
は

涼
し
く
感
じ
る
―
―
な
ど
の
評
価
で
す
。ユ
ニ
ー
ク
な

施
工
例
で
は
、博
多
　
園
山
笠（
福
岡
市
）の
飾
り
山

小
屋
に
も
B
P
材
と
T
K
S
構
法
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

空
間
の
確
保
が
可
能
に
な
り
、施
工
の
際
の
新
た
な

設
備
投
資
は
樹
脂
注
入
用
の
道
具
程
度
と
い
う
簡

単・手
軽
さ
が
大
き
な
特
長
で
す
。

　
我
が
社
で
は
、ス
ギ
B
P
材
を
住
宅
な
ど
に
広
く

活
用
す
る
た
め
、九
州
大
学
の
竹
下
輝
和
名
誉
教
授

と
の
共
同
研
究
で
、製
材
を
縦
に
並
べ
て
圧
着
し
て
壁

材
な
ど
に
使
う
木
柱
材
シ
ス
テ
ム
パ
ネ
ル
工
法

「
P
a
ne
l

－

Woo
d
」も
開
発
し
ま
し
た
。強
度
、

経
済
性
、加
工
性
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
満
た
す
B
P
材

と
T
K
S
構
法
、そ
れ
に「
P
a
n
e
l

－

Wo
o
d
」

が
加
わ
っ
て
、施
工
例
は
戸
建
て
住
宅
の
ほ
か
学
校
・

保
育
園
、医
療
・
福
祉
施
設
、文
化
・
集
会
施
設
、生

産・物
流
施
設
な
ど
多
岐
に
亘
り
ま
す
。

　
熊
本
県
和
水
町
の
三
加
和
小
学
校
は
、ス
ギ
B
P

材
で
大
空
間（
梁
間
21
ｍ
の
大
ス
パ
ン
構
造
）を
有
す

る
ア
リ
ー
ナ
を
中
心
と
し
た
屋
内
運
動
場
と
、耐
震

壁
の
強
度
を
示
す
壁
倍
率
5
倍
に
相
当
す
る
高
い
耐

震
性
を
誇
る「
P
a
n
e
l

－

W
o
o
d
」（
壁
柱
）を

使
っ
た
校
舎
が
そ
れ
ぞ
れ
注
目
を
集
め
、全
国
か
ら

視
察
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。福
岡
県
宗
像
市
の
玄
海

1.エポキシ樹脂系接着剤で接着させたスギ材同士
をなじませる作業／2.スギBP材の製造現場。エポ
キシ樹脂系接着剤を用いたスギの接着積層工程を
見学／3.木材の加工技術は若手社員にも引き継
がれている／4.5.工場の見学風景／6.施工実績：
玄海小学校屋内運動場（福岡県宗像市）／7.施工
実績：三加和小学校校舎（熊本県和水町）／8.活
躍する若手社員たち

早田社長

　
戦
後
の
拡
大
造
林
政
策
で
植
え
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
国
産
材
は
、伐
採
期
を
迎
え
て
い
る
の
に
、割
安
で

大
き
な
断
面
が
取
れ
る
外
国
産
材
に
押
さ
れ
て
、多

く
の
山
林
が
放
置
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。林
野
庁

は
、自
給
率
50
%
を
目
標
に
国
産
材
の
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
ま
す
が
、達
成
年
次
を
当
初
計
画
か
ら
5

年
先
送
り
し
て
2
0
2
5
年
に
延
ば
す
な
ど
順
調
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。我
が
社
で
は
こ
う
し
た
背
景
を
踏

ま
え
、国
策
で
も
あ
る
国
産
材
の
復
活
・
利
用
拡
大

を
経
営
の
大
き
な
柱
に
掲
げ
て
、様
々
な
挑
戦
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
国
産
材
復
活
の
起
爆
剤
と
し
て
独
自
開
発
し
た

の
は
、ス
ギ
B
P
材
と
ヒ
ノ
キ
B
P
材
で
す
。木
造
建

築
で
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
占
め
る
は
り梁
や
け
た桁
な
ど
の

横
架
材
と
し
て
、日
本
で
は
松
が
多
く
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
に
や
ら
れ
、ま
た
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
で
は
大
断
面
が
と
れ
ず
強
度
的
に
も
不
安
で
し

た
。そ
の
た
め
横
架
材
は
、外
材
が
9
割
を
占
め
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、空
襲
な
ど
で
大
被
害
を
出
し
た
反
省

か
ら
1
9
5
0
年（
昭
和
25
年
）、建
築
基
準
法
で

大
型
建
築
物
の
木
造
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
規

制
は
2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）の
法
改
正
で
見
直

さ
れ
、耐
火
性
能
が
向
上
し
た
と
し
て
2
0
1
0
年

（
平
成
22
年
）に
は
公
共
建
築
物
の
木
造
化
推
進
を

目
的
と
し
た
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
我
が
社
で
は
、B
P
材
を
使
っ
て
R
C（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
）や
S（
鉄
骨
）造
に
匹
敵
す
る
大
空
間
・

大
架
橋
の
木
造
構
造
を
可
能
に
す
る
た
め
、長
さ
3

〜
10
ｍ
を
中
心
に
製
品
化
し
て
い
る
B
P
材
を
よ
り

簡
単
に
つ
な
ぐ
方
法
と
し
て
T
K
S
構
法
も
生
み
出

し
ま
し
た
。部
材
の
孔
や
溝
に
鋼
棒（
全
ね
じ
）を
挿

入
し
、エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
充
填
し
て
硬
化
さ
せ
、木
材

同
士
を
接
合
す
る
方
法
で
、構
法
そ
の
も
の
は
建
築・

土
木
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
G
I
R（
グ
ル
ー
ド
イ
ン

ロ
ッ
ド
）と
い
う
形
式
で
す
が
、ハ
ヤ
タ
で
は「
T
K
S

構
法（
鉄
筋
拘
束
接
合
）」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
T
K
S
構
法
は
、金
物
が
露
出
し
な
い
た
め
意
匠

性
に
優
れ
、補
強
部
材
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
大

　
我
が
社
は
、先
代
で
私
の
父
・
成
実（
故
人
）が

1
9
5
2
年（
昭
和
27
年
）、個
人
企
業
と
し
て
製

材
業
を
始
め
た
の
が
起
源
で
す
。戦
後
の
混
乱
期
を

脱
し
、日
本
経
済
が
復
興
の
軌
道
に
乗
り
、住
宅
建

築
等
で
の
木
材
需
要
も
増
大
に
転
じ
た
頃
で
し
た
。

　
そ
の
後
、1
9
6
8
年（
昭
和
43
年
）に
有
限
会
社

早
田
製
材
所
を
設
立
し
て
私
が
代
表
に
な
り
、マ
ン

シ
ョ
ン
や
公
営
住
宅
な
ど
の
内
装
材
の
取
引
開
始
に

伴
い
二
次
加
工
部
を
新
設
。意
匠
性
の
高
い
製
品
の

供
給
を
目
指
し
て
、1
9
9
0
年（
平
成
2
年
）に
社

名
を
工
芸
社・ハ
ヤ
タ
に
変
更
、2
0
1
0
年（
平
成

22
年
）に
株
式
会
社
へ
と
商
号
変
更
し
ま
し
た
。

　
戦
後
65
年
間
、建
築
一
式・木
材
加
工
業
を
営
み
、

公
共
施
設
や
学
校
な
ど
か
ら
一
般
の
住
宅
ま
で
幅
広

く
数
多
く
の
建
築
物
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の

間
、木
材
の
自
給
率
の
低
迷
が
大
き
な
課
題
で
し

た
。1
9
5
5
年（
昭
和
30
年
）に
96
%
だ
っ
た
自
給

率
は
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）の
木
材
輸
入
の
完

全
自
由
化
以
降
、一
時
20
%
を
割
る
な
ど
急
激
に
落

ち
込
み
、近
年
持
ち
直
し
て
き
た
も
の
の
ま
だ
33
%

で
す
。

　
木
材
は
、品
質・用
途
に
よ
っ
て
4
種
類
に
分
け
ら

れ
、こ
の
う
ち
A
材
で
あ
る
芯
持
ち
の
構
造
用
製
材

は
、合
板・集
成
材
、木
質
ボ
ー
ド
、バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

な
ど
に
使
わ
れ
る
B
〜
D
材
に
比
べ
て
需
要
が
少
な
く

供
給
過
多
な
の
が
現
状
で
す
。我
が
社
で
は
、主
に
住

宅
の
柱
に
使
わ
れ
る
こ
の
構
造
用
製
材（
角
材
）を
重

ね
、専
用
の
エ
ポ
キ
シ
樹
脂（
接
着
剤
）で
圧
着
し
て
大

断
面
化
し
、住
宅
の
梁
や
中
大
規
模
木
造
の
構
造
材

に
利
用
で
き
る
新
製
品
を
約
20
年
か
け
て
開
発
・
進

化
さ
せ
、製
作
手
順
の「
束
ね
る
＝B

inding

」と

「
重
ね
る
＝Piling

」の
頭
文
字
か
ら「
Ｂ
Ｐ
材
」と

名
付
け
ま
し
た
。国
産
材
で
、ベ
イ
マ
ツ
や
オ
ウ
シ
ュ

ウ
ア
カ
マ
ツ
な
ど
外
材
に
匹
敵
す
る
強
度
の
大
断
面

材
を
実
現
し
た
の
で
す
。

自
社
で
ス
ギ
B
P
材
と

ヒ
ノ
キ
B
P
材
を
開
発

B
P
材
を
簡
単
・
手
軽
に
つ
な
ぐ

方
法
と
し
て
T
K
S
構
法
を
採
用

日
本
の
木
材
自
給
率
は
低
迷
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我
が
社
で
は
、B
P
材
の
生
産
拠
点
を
全
国
各
地

に
広
げ
、地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
に
2
0
1
7
年

（
平
成
29
年
）3
月「
一
般
社
団
法
人
日
本
B
P
材

協
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。各
地
域
の
製
材
メ
ー

カ
ー
や
大
学
関
係
者
ら
が
参
加
し
、製
造
拠
点
と
な

る
メ
ー
カ
ー
は
J
A
S
認
定
工
場
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
、高
品
質
の
B
P
材
を
提
供
し
て
民
需
で
の

利
用
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。将
来
的
に
は
輸
出
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、外
部
に「
燃
え
代
層
」を
つ
け
て
木

材
内
部
へ
の
熱
の
侵
入
を
防
ぐ
考
え
方
を
用
い
て
、

2
時
間
耐
火
の
B
P
材
の
開
発
を
進
め
、耐
火
認
定

の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
木
材
は
、断
熱
性
、調
湿
性
、耐
震
・
耐
久
性
な

ど
に
優
れ
、環
境
に
も
優
し
い
再
生
可
能
な
循
環
型

の
資
源
で
す
。B
P
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
日
本
で

も
国
産
の
木
造
ビ
ル
建
設
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

小
学
校
屋
内
運
動
場
は
、R
C
造
で
す
が
屋
根
部
分

を
木
造
に
し
、接
合
部
を
三
次
元
的
に
加
工
し
た
ス

ギ
B
P
材
を
組
み
合
わ
せ
て
、緩
や
か
な
ア
ー
チ
に

よ
る
シ
ェ
ル
構
造
の
大
空
間
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
施
主
や
利
用
者
か
ら
は
、木
造
の
効
果
と
使
用

感
に
つ
い
て
▽
木
の
香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
▽
衝
撃

が
吸
収
さ
れ
け
が
を
し
に
く
い
▽
床
を
歩
く
音
な
ど

で
人
の
気
配
を
感
じ
る
▽
木
材
の
架
構
が
懐
か
し
い

―
―
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。室
内
環
境

に
つ
い
て
は
▽
温
熱
環
境
が
良
い
▽
冬
は
温
か
く
夏
は

涼
し
く
感
じ
る
―
―
な
ど
の
評
価
で
す
。ユ
ニ
ー
ク
な

施
工
例
で
は
、博
多
　
園
山
笠（
福
岡
市
）の
飾
り
山

小
屋
に
も
B
P
材
と
T
K
S
構
法
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

空
間
の
確
保
が
可
能
に
な
り
、施
工
の
際
の
新
た
な

設
備
投
資
は
樹
脂
注
入
用
の
道
具
程
度
と
い
う
簡

単・手
軽
さ
が
大
き
な
特
長
で
す
。

　
我
が
社
で
は
、ス
ギ
B
P
材
を
住
宅
な
ど
に
広
く

活
用
す
る
た
め
、九
州
大
学
の
竹
下
輝
和
名
誉
教
授

と
の
共
同
研
究
で
、製
材
を
縦
に
並
べ
て
圧
着
し
て
壁

材
な
ど
に
使
う
木
柱
材
シ
ス
テ
ム
パ
ネ
ル
工
法

「
P
a
ne
l

－

Woo
d
」も
開
発
し
ま
し
た
。強
度
、

経
済
性
、加
工
性
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
満
た
す
B
P
材

と
T
K
S
構
法
、そ
れ
に「
P
a
n
e
l

－

Wo
o
d
」

が
加
わ
っ
て
、施
工
例
は
戸
建
て
住
宅
の
ほ
か
学
校
・

保
育
園
、医
療
・
福
祉
施
設
、文
化
・
集
会
施
設
、生

産・物
流
施
設
な
ど
多
岐
に
亘
り
ま
す
。

　
熊
本
県
和
水
町
の
三
加
和
小
学
校
は
、ス
ギ
B
P

材
で
大
空
間（
梁
間
21
ｍ
の
大
ス
パ
ン
構
造
）を
有
す

る
ア
リ
ー
ナ
を
中
心
と
し
た
屋
内
運
動
場
と
、耐
震

壁
の
強
度
を
示
す
壁
倍
率
5
倍
に
相
当
す
る
高
い
耐

震
性
を
誇
る「
P
a
n
e
l

－

W
o
o
d
」（
壁
柱
）を

使
っ
た
校
舎
が
そ
れ
ぞ
れ
注
目
を
集
め
、全
国
か
ら

視
察
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。福
岡
県
宗
像
市
の
玄
海

Ｂ
Ｐ
材
の
利
用
拡
大
を
図
り

地
産
地
消
を
推
進

　国産木材の利用低迷が続き、伐採・植林されることなく放置された森林は、
土砂災害防止や水源

かんよう
涵養、二酸化炭素の吸収など本来の機能を失いかけて

います。国土の約7割を山林が占める森林国でありながら悲しい現状です。
　御社は、国産木材復活の起爆剤となる大断面の新建材「BP材」を独自
開発され、建築関係者の注目を集め、利用拡大を推進する林野庁も大きな
期待を寄せています。日本の木造建築と林業を変える取り組みがますます
発展することを祈念します。
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インタビューを終えて
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実
績
は
多
岐
に
亘
る

施工実績：博多　園山笠の飾り山小屋（福岡市）

前列左3番目から早田社長、竹下頭取、小材支店長（熊本銀行）

　
戦
後
の
拡
大
造
林
政
策
で
植
え
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
国
産
材
は
、伐
採
期
を
迎
え
て
い
る
の
に
、割
安
で

大
き
な
断
面
が
取
れ
る
外
国
産
材
に
押
さ
れ
て
、多

く
の
山
林
が
放
置
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。林
野
庁

は
、自
給
率
50
%
を
目
標
に
国
産
材
の
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
ま
す
が
、達
成
年
次
を
当
初
計
画
か
ら
5

年
先
送
り
し
て
2
0
2
5
年
に
延
ば
す
な
ど
順
調
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。我
が
社
で
は
こ
う
し
た
背
景
を
踏

ま
え
、国
策
で
も
あ
る
国
産
材
の
復
活
・
利
用
拡
大

を
経
営
の
大
き
な
柱
に
掲
げ
て
、様
々
な
挑
戦
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
国
産
材
復
活
の
起
爆
剤
と
し
て
独
自
開
発
し
た

の
は
、ス
ギ
B
P
材
と
ヒ
ノ
キ
B
P
材
で
す
。木
造
建

築
で
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
占
め
る
は
り梁
や
け
た桁
な
ど
の

横
架
材
と
し
て
、日
本
で
は
松
が
多
く
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
に
や
ら
れ
、ま
た
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
で
は
大
断
面
が
と
れ
ず
強
度
的
に
も
不
安
で
し

た
。そ
の
た
め
横
架
材
は
、外
材
が
9
割
を
占
め
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、空
襲
な
ど
で
大
被
害
を
出
し
た
反
省

か
ら
1
9
5
0
年（
昭
和
25
年
）、建
築
基
準
法
で

大
型
建
築
物
の
木
造
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
規

制
は
2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）の
法
改
正
で
見
直

さ
れ
、耐
火
性
能
が
向
上
し
た
と
し
て
2
0
1
0
年

（
平
成
22
年
）に
は
公
共
建
築
物
の
木
造
化
推
進
を

目
的
と
し
た
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
我
が
社
で
は
、B
P
材
を
使
っ
て
R
C（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
）や
S（
鉄
骨
）造
に
匹
敵
す
る
大
空
間
・

大
架
橋
の
木
造
構
造
を
可
能
に
す
る
た
め
、長
さ
3

〜
10
ｍ
を
中
心
に
製
品
化
し
て
い
る
B
P
材
を
よ
り

簡
単
に
つ
な
ぐ
方
法
と
し
て
T
K
S
構
法
も
生
み
出

し
ま
し
た
。部
材
の
孔
や
溝
に
鋼
棒（
全
ね
じ
）を
挿

入
し
、エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
充
填
し
て
硬
化
さ
せ
、木
材

同
士
を
接
合
す
る
方
法
で
、構
法
そ
の
も
の
は
建
築・

土
木
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
G
I
R（
グ
ル
ー
ド
イ
ン

ロ
ッ
ド
）と
い
う
形
式
で
す
が
、ハ
ヤ
タ
で
は「
T
K
S

構
法（
鉄
筋
拘
束
接
合
）」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
T
K
S
構
法
は
、金
物
が
露
出
し
な
い
た
め
意
匠

性
に
優
れ
、補
強
部
材
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
大

　
我
が
社
は
、先
代
で
私
の
父
・
成
実（
故
人
）が

1
9
5
2
年（
昭
和
27
年
）、個
人
企
業
と
し
て
製

材
業
を
始
め
た
の
が
起
源
で
す
。戦
後
の
混
乱
期
を

脱
し
、日
本
経
済
が
復
興
の
軌
道
に
乗
り
、住
宅
建

築
等
で
の
木
材
需
要
も
増
大
に
転
じ
た
頃
で
し
た
。

　
そ
の
後
、1
9
6
8
年（
昭
和
43
年
）に
有
限
会
社

早
田
製
材
所
を
設
立
し
て
私
が
代
表
に
な
り
、マ
ン

シ
ョ
ン
や
公
営
住
宅
な
ど
の
内
装
材
の
取
引
開
始
に

伴
い
二
次
加
工
部
を
新
設
。意
匠
性
の
高
い
製
品
の

供
給
を
目
指
し
て
、1
9
9
0
年（
平
成
2
年
）に
社

名
を
工
芸
社・ハ
ヤ
タ
に
変
更
、2
0
1
0
年（
平
成

22
年
）に
株
式
会
社
へ
と
商
号
変
更
し
ま
し
た
。

　
戦
後
65
年
間
、建
築
一
式・木
材
加
工
業
を
営
み
、

公
共
施
設
や
学
校
な
ど
か
ら
一
般
の
住
宅
ま
で
幅
広

く
数
多
く
の
建
築
物
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の

間
、木
材
の
自
給
率
の
低
迷
が
大
き
な
課
題
で
し

た
。1
9
5
5
年（
昭
和
30
年
）に
96
%
だ
っ
た
自
給

率
は
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）の
木
材
輸
入
の
完

全
自
由
化
以
降
、一
時
20
%
を
割
る
な
ど
急
激
に
落

ち
込
み
、近
年
持
ち
直
し
て
き
た
も
の
の
ま
だ
33
%

で
す
。

　
木
材
は
、品
質・用
途
に
よ
っ
て
4
種
類
に
分
け
ら

れ
、こ
の
う
ち
A
材
で
あ
る
芯
持
ち
の
構
造
用
製
材

は
、合
板・集
成
材
、木
質
ボ
ー
ド
、バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

な
ど
に
使
わ
れ
る
B
〜
D
材
に
比
べ
て
需
要
が
少
な
く

供
給
過
多
な
の
が
現
状
で
す
。我
が
社
で
は
、主
に
住

宅
の
柱
に
使
わ
れ
る
こ
の
構
造
用
製
材（
角
材
）を
重

ね
、専
用
の
エ
ポ
キ
シ
樹
脂（
接
着
剤
）で
圧
着
し
て
大

断
面
化
し
、住
宅
の
梁
や
中
大
規
模
木
造
の
構
造
材

に
利
用
で
き
る
新
製
品
を
約
20
年
か
け
て
開
発
・
進

化
さ
せ
、製
作
手
順
の「
束
ね
る
＝B

inding

」と

「
重
ね
る
＝Piling

」の
頭
文
字
か
ら「
Ｂ
Ｐ
材
」と

名
付
け
ま
し
た
。国
産
材
で
、ベ
イ
マ
ツ
や
オ
ウ
シ
ュ

ウ
ア
カ
マ
ツ
な
ど
外
材
に
匹
敵
す
る
強
度
の
大
断
面

材
を
実
現
し
た
の
で
す
。
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我
が
社
で
は
、B
P
材
の
生
産
拠
点
を
全
国
各
地

に
広
げ
、地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
に
2
0
1
7
年

（
平
成
29
年
）3
月「
一
般
社
団
法
人
日
本
B
P
材

協
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。各
地
域
の
製
材
メ
ー

カ
ー
や
大
学
関
係
者
ら
が
参
加
し
、製
造
拠
点
と
な

る
メ
ー
カ
ー
は
J
A
S
認
定
工
場
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
、高
品
質
の
B
P
材
を
提
供
し
て
民
需
で
の

利
用
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。将
来
的
に
は
輸
出
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
、外
部
に「
燃
え
代
層
」を
つ
け
て
木

材
内
部
へ
の
熱
の
侵
入
を
防
ぐ
考
え
方
を
用
い
て
、

2
時
間
耐
火
の
B
P
材
の
開
発
を
進
め
、耐
火
認
定

の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
木
材
は
、断
熱
性
、調
湿
性
、耐
震
・
耐
久
性
な

ど
に
優
れ
、環
境
に
も
優
し
い
再
生
可
能
な
循
環
型

の
資
源
で
す
。B
P
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
日
本
で

も
国
産
の
木
造
ビ
ル
建
設
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

小
学
校
屋
内
運
動
場
は
、R
C
造
で
す
が
屋
根
部
分

を
木
造
に
し
、接
合
部
を
三
次
元
的
に
加
工
し
た
ス

ギ
B
P
材
を
組
み
合
わ
せ
て
、緩
や
か
な
ア
ー
チ
に

よ
る
シ
ェ
ル
構
造
の
大
空
間
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
施
主
や
利
用
者
か
ら
は
、木
造
の
効
果
と
使
用

感
に
つ
い
て
▽
木
の
香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
▽
衝
撃

が
吸
収
さ
れ
け
が
を
し
に
く
い
▽
床
を
歩
く
音
な
ど

で
人
の
気
配
を
感
じ
る
▽
木
材
の
架
構
が
懐
か
し
い

―
―
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。室
内
環
境

に
つ
い
て
は
▽
温
熱
環
境
が
良
い
▽
冬
は
温
か
く
夏
は

涼
し
く
感
じ
る
―
―
な
ど
の
評
価
で
す
。ユ
ニ
ー
ク
な

施
工
例
で
は
、博
多
　
園
山
笠（
福
岡
市
）の
飾
り
山

小
屋
に
も
B
P
材
と
T
K
S
構
法
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

空
間
の
確
保
が
可
能
に
な
り
、施
工
の
際
の
新
た
な

設
備
投
資
は
樹
脂
注
入
用
の
道
具
程
度
と
い
う
簡

単・手
軽
さ
が
大
き
な
特
長
で
す
。

　
我
が
社
で
は
、ス
ギ
B
P
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を
住
宅
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の
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材
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取
れ
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で
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5
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の
木
造
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
規

制
は
2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）の
法
改
正
で
見
直

さ
れ
、耐
火
性
能
が
向
上
し
た
と
し
て
2
0
1
0
年

（
平
成
22
年
）に
は
公
共
建
築
物
の
木
造
化
推
進
を

目
的
と
し
た
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
我
が
社
で
は
、B
P
材
を
使
っ
て
R
C（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
）や
S（
鉄
骨
）造
に
匹
敵
す
る
大
空
間
・

大
架
橋
の
木
造
構
造
を
可
能
に
す
る
た
め
、長
さ
3

〜
10
ｍ
を
中
心
に
製
品
化
し
て
い
る
B
P
材
を
よ
り

簡
単
に
つ
な
ぐ
方
法
と
し
て
T
K
S
構
法
も
生
み
出

し
ま
し
た
。部
材
の
孔
や
溝
に
鋼
棒（
全
ね
じ
）を
挿

入
し
、エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
充
填
し
て
硬
化
さ
せ
、木
材

同
士
を
接
合
す
る
方
法
で
、構
法
そ
の
も
の
は
建
築・

土
木
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
G
I
R（
グ
ル
ー
ド
イ
ン

ロ
ッ
ド
）と
い
う
形
式
で
す
が
、ハ
ヤ
タ
で
は「
T
K
S

構
法（
鉄
筋
拘
束
接
合
）」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
T
K
S
構
法
は
、金
物
が
露
出
し
な
い
た
め
意
匠

性
に
優
れ
、補
強
部
材
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
大

　
我
が
社
は
、先
代
で
私
の
父
・
成
実（
故
人
）が

1
9
5
2
年（
昭
和
27
年
）、個
人
企
業
と
し
て
製

材
業
を
始
め
た
の
が
起
源
で
す
。戦
後
の
混
乱
期
を

脱
し
、日
本
経
済
が
復
興
の
軌
道
に
乗
り
、住
宅
建

築
等
で
の
木
材
需
要
も
増
大
に
転
じ
た
頃
で
し
た
。

　
そ
の
後
、1
9
6
8
年（
昭
和
43
年
）に
有
限
会
社

早
田
製
材
所
を
設
立
し
て
私
が
代
表
に
な
り
、マ
ン

シ
ョ
ン
や
公
営
住
宅
な
ど
の
内
装
材
の
取
引
開
始
に

伴
い
二
次
加
工
部
を
新
設
。意
匠
性
の
高
い
製
品
の

供
給
を
目
指
し
て
、1
9
9
0
年（
平
成
2
年
）に
社

名
を
工
芸
社・ハ
ヤ
タ
に
変
更
、2
0
1
0
年（
平
成

22
年
）に
株
式
会
社
へ
と
商
号
変
更
し
ま
し
た
。

　
戦
後
65
年
間
、建
築
一
式・木
材
加
工
業
を
営
み
、

公
共
施
設
や
学
校
な
ど
か
ら
一
般
の
住
宅
ま
で
幅
広

く
数
多
く
の
建
築
物
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の

間
、木
材
の
自
給
率
の
低
迷
が
大
き
な
課
題
で
し

た
。1
9
5
5
年（
昭
和
30
年
）に
96
%
だ
っ
た
自
給

率
は
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）の
木
材
輸
入
の
完

全
自
由
化
以
降
、一
時
20
%
を
割
る
な
ど
急
激
に
落

ち
込
み
、近
年
持
ち
直
し
て
き
た
も
の
の
ま
だ
33
%

で
す
。

　
木
材
は
、品
質・用
途
に
よ
っ
て
4
種
類
に
分
け
ら

れ
、こ
の
う
ち
A
材
で
あ
る
芯
持
ち
の
構
造
用
製
材

は
、合
板・集
成
材
、木
質
ボ
ー
ド
、バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

な
ど
に
使
わ
れ
る
B
〜
D
材
に
比
べ
て
需
要
が
少
な
く

供
給
過
多
な
の
が
現
状
で
す
。我
が
社
で
は
、主
に
住

宅
の
柱
に
使
わ
れ
る
こ
の
構
造
用
製
材（
角
材
）を
重

ね
、専
用
の
エ
ポ
キ
シ
樹
脂（
接
着
剤
）で
圧
着
し
て
大

断
面
化
し
、住
宅
の
梁
や
中
大
規
模
木
造
の
構
造
材

に
利
用
で
き
る
新
製
品
を
約
20
年
か
け
て
開
発
・
進

化
さ
せ
、製
作
手
順
の「
束
ね
る
＝B

inding

」と

「
重
ね
る
＝Piling

」の
頭
文
字
か
ら「
Ｂ
Ｐ
材
」と

名
付
け
ま
し
た
。国
産
材
で
、ベ
イ
マ
ツ
や
オ
ウ
シ
ュ

ウ
ア
カ
マ
ツ
な
ど
外
材
に
匹
敵
す
る
強
度
の
大
断
面

材
を
実
現
し
た
の
で
す
。
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■会社概要

伝
統
の
技
と
現
代
の
知
恵
で
つ
く
る

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
仕
事
、

唯
一
無
二
の
家
づ
く
り
。

永
代
ハ
ウ
ス 

株
式
会
社

取
引
店
／
親
和
銀
行 

本
店
営
業
部

福
岡
銀
行 

佐
世
保
支
店

松
村 

清
一 

氏

代
表
取
締
役

創業：1987年／設立：1987年／所在地：長崎県佐世保市／資本金：
4,000万円／従業員：60名／事業内容：木造注文住宅の設計・建設・
販売、ビル建設の設計・販売等／事業拠点：（本社）長崎県佐世保市、
（支店）福岡市・長崎市・佐世保市・佐賀県武雄市／関連会社：永代
商事株式会社・株式会社みらい

本社前（左から松村社長、吉澤頭取）本社前（左から松村社長、吉澤頭取）
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／
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永く住み継ぐ、
自然素材の家づくりを
すすめています。

し
な
け
れ
ば
事
業
の
伸
展
は
な
く
、代
々
引
き
継
が

れ
て
存
続
す
る
会
社
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
我
が
社
で
は
、家
と
と
も
に「
人
づ
く
り
」を

大
き
な
柱
に
掲
げ
、「
社
長
塾
」を
開
い
た
り
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
成
し
て
課
題
を
解
決
し
た
り

し
て
、人
と
し
て
の
道
や
社
内
外
の
人
た
ち
と
心
が

通
い
合
う
振
る
舞
い
な
ど
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
色
ん
な
方
か
ら

「
今
ど
き
朝
礼
や
教
育
を
や
っ
て
も
、社
員
が
離
れ
る

だ
け
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

人
材
育
成
を
続
け
る
こ
と
で
社
員
は
た
だ
売
り
上
げ

に
こ
だ
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
お
客
様
の
為
に
自
分

は
何
が
出
来
る
の
か
」を
率
先
し
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
木
造
住
宅
は
、断
熱
・
調
湿
・
耐
震
・
耐
久
性
に
優

れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
住
宅
と
同
じ
地
域・環
境
で
生

産
さ
れ
た
木
材
を
使
う
こ
と
で
、さ
ら
に
そ
の
特
性

が
活
か
さ
れ
ま
す
。新
建
材
が
経
年
劣
化
す
る
の
に

対
し
、無
垢
材
は
時
間
が
た
つ
ほ
ど
に
美
し
く（
経
年

美
化
）な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
大
工
や
左
官
、建
具

職
人
な
ど
次
代
を
担
う
匠
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
つ

つ
、代
々
と
受
け
継
が
れ
る
家
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご

提
供
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

性
質
、生
産
地
の
特
性
、経
年
変
化
な
ど
を
読
み
取

る
こ
と
を
省
い
て
し
ま
う
と
、乾
燥
が
進
ん
だ
時
に

組
み
上
げ
た
木
材
が
ズ
レ
た
り
緩
ん
だ
り
し
ま
す
。

　
省
力
化
の
た
め
に
機
械
に
よ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、決
し
て
機
械
任
せ
で
は
な
く
、木
の
性

質
を
読
み
な
が
ら
カ
ッ
ト
出
来
る
職
人
の
腕
も
重
要

な
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。我
が
社
で
は
、匠
の
皆
さ

ん
と
の
協
力
会
を
組
織
化
し
、定
期
的
な
勉
強
会
や

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
家
づ
く
り
技
術
の
向
上
と
継

承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
伝
統
の
技
術
を
継
承
す
る
一
方
で
、新
し
い
技
術

も
取
り
入
れ
て
融
合
し
て
い
ま
す
。「
エ
ア
パ
ス
の

家
」は
、太
陽
熱
や
風
、地
熱
な
ど
自
然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、機
械
や
設
備
な
し
に
取
り
入
れ
る
エ
コ
時

代
の
住
宅
で
す
。ま
た
、電
磁
波
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
た
め
、床
と
配
線
の
間
に
有
機
導
電
性
繊
維
を
入

れ
て
ア
ー
ス
処
理
を
す
る「
オ
ー
ル
ア
ー
ス
住
宅
」も

開
発
し
、暮
ら
し
や
す
さ
を
追
及
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
そ
の
も
の
の
性
能
だ
け
で
な
く
、社
員
が
成
長

　
我
が
社
は
、主
力
商
品
を
R
C
住
宅
か
ら
天
然
木

や
自
然
素
材
を
用
い
た
本
格
木
造
住
宅
に
シ
フ
ト

し
、今
で
は
販
売
の
99
％
が
木
造
の
新
築
戸
建
て
住

宅
で
す
。施
主
様
か
ら
の
注
文
住
宅
以
外
に
も
、「
四

季
の
家
」「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
」「
無
添
加
の
家
」「
道

草
の
い
え癒
」な
ど
規
格
化
す
る
こ
と
で
、国
産
材
と
職
人

の
技
を
活
か
し
た
家
を
安
価
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
丸
太
か
ら
切
り
出
し
た 

む   

く  

ざ
い

無
垢
材
や
し
っ
く
い

漆
喰
、け
い
そ
う 

ど 

珪
藻
土

な
ど
の
自
然
素
材
。化
学
物
質
を
含
ま
な
い
こ
れ
ら

の
素
材
の
魅
力
を
十
分
に
生
か
し
つ
つ
、設
計
の
自

由
度
も
高
い
在
来
工
法
で
価
値
あ
る
木
造
住
宅
を
つ

く
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、大
工
や
左
官
ら

匠
た
ち
の
確
か
な
技
術
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
在
来
工
法
と
は
、日
本
の
伝
統
的
な
木
造
軸
組
工

法
の
こ
と
で
、土
台
と
柱
、梁
、筋
交
い
な
ど
で
建
物

を
し
っ
か
り
と
支
え
ま
す
。木
と
木
の
接
合
は
、「
継

手
」「
仕
口
」と
呼
ぶ
工
法
で
行
い
ま
す
。木
材
に
墨

付
け
し
、ノ
コ
で
切
り
、ノ
ミ
で
刻
む
工
程
は
、熟
練

の
大
工
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、木
の
種
類
や

1.2.福岡市博多区にある展示場「永代ハウジング 
パビリオン」。天然木材をふんだんに使用した住空
間が広がる。展示場はいつでも気軽に見て、触れる
ことができる／3.佐世保展示場「四季の家」での
対談風景。リビングルームの天井は吹き抜けに
なっている／4.「四季の家」檜風呂の見学風景／
5.「四季の家」見学風景／6.「四季の家」記念写
真／7.若手社員たち

　
創
業
に
至
る
ま
で
に
、建
築
の
実
務
と
会
社
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
き
た
一
方
、消
え
て
い
く
会
社

も
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、興
し
た
会
社
の
社
名
に
は

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。「
永
代
ハ
ウ
ス
」の
社
名
に
は
、

「
永
く
引
き
継
が
れ
る
会
社
」「
代
々
家
族
が
引
き
継

い
で
住
ん
で
い
た
だ
け
る
家
を
提
供
す
る
」と
い
う

願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　
起
業
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、な
ん
と
か
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。創
業
時
か
ら
、我
が
社
は
常
に〝
よ
り
安

く
、よ
り
良
い
家
を
〞と
い
う
想
い
を
強
く
持
ち
、コ
ス

ト
を
最
小
限
に
抑
え
た
家
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　
施
工
実
績
は
順
調
に
伸
び
、社
員
も
年
々
増
え
、

販
売
は
年
間
1
8
0
戸
に
達
し
、売
り
上
げ
は
30
億

円
を
超
え
る
ほ
ど
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、転

機
は
1
9
9
7
年（
平
成
9
年
）に
訪
れ
ま
し
た
。こ

の
年
は
、4
月
に
佐
世
保
市
内
の
住
宅
団
地
で

2
6
0
戸
の
販
売
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
消
費
税

が
増
税
さ
れ
、そ
の
う
え
、7
月
に
長
雨
の
影
響
に

住
宅
」を
開
発
し
、我
が
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
に
な

り
ま
し
た
。

　〝
家
庭
〞と
い
う
言
葉
は「
家
」と「
庭
」か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。し
っ
か
り
と
し
た
家
づ
く
り
が
な
け

れ
ば
円
満
な
家
族
関
係
は
築
け
ま
せ
ん
。し
か
し
、

戦
後
の
日
本
の
住
宅
は
、「
安
く
、早
く
、機
能
的
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、安
価
な
新
建
材
を
現
地
で
組
み
立

て
る
大
量
生
産
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結

果
、シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
や
欠
陥
商
品
、会
話
の
な
い
家
族

関
係
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
、知
人
の
紹
介
で
出
会
っ
た
の
が
日
本

の
木
の
家
づ
く
り
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
福
島
県
の
株

式
会
社
四
季
工
房
さ
ん
で
し
た
。天
然
の
無
垢
材
を

使
い
、大
工
職
人
た
ち
が
持
て
る
技
を
駆
使
し
て
建
て

た
家
を
見
て「
あ
あ
、私
が
求
め
て
い
る
の
は
こ
ん
な
家

だ
！
」と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。し
か
も
、そ
の
住
宅
の

展
示
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
全
員
が
、自
分
の
家
を
気

に
入
り
、よ
り
多
く
の
人
に
こ
の
住
宅
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
と
い
う
施
主
の
方
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

　
1
9
8
7
年（
昭
和
62
年
）12
月
、私
が
28
歳
の

時
に
地
元
・
佐
世
保
で
永
代
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
を
設

立・創
業
し
ま
し
た
。以
来
、「
本
物
の
家
づ
く
り
」を

追
求
し
続
け
、昨
年
12
月
に
創
業
30
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
、地
元
の
高
校
の
建
築
科
を
卒
業
後
、学
校

で
学
ん
だ
知
識
を
活
か
す
た
め
、建
設
会
社
に
勤
務

し
ま
し
た
。そ
こ
で
建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
、総
工

費
50
億
円
超
の
大
型
工
事
の
施
工
管
理
を
担
当
す

る
な
ど
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
関
西
の
住
宅
会
社
に

転
職
。住
宅
の
営
業
で
は
年
間
47
戸
を
販
売
し
、会

社
の
記
録
を
打
ち
出
す
な
ど
し
ま
し
た
。そ
の
努
力

も
実
っ
て
早
期
に
昇
進
し
、20
代
で
幹
部
社
員
と
な

り
ま
し
た
が
、地
元
の
建
設
会
社
社
長
か
ら
役
員
就

任
を
打
診
さ
れ
、帰
郷
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。し
か

し
、入
社
し
て
み
る
と
会
社
の
経
営
は〝
火
の
車
〞状

態
。銀
行
の
支
援
も
あ
っ
て
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
て

も
、杜
撰
な
経
営
で
す
ぐ
に
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と

の
繰
り
返
し
で
し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
」と
、

当
時
の
仲
間
ら
5
名
で
独
立
し
、安
く
て
良
い
家
づ

く
り
を
目
指
し
て
興
し
た
会
社
が
永
代
ハ
ウ
ス
で
す
。

よ
り
別
の
住
宅
団
地
内
の
水
道
の
送
水
管
が
破
裂

し
、竣
工
し
た
ば
か
り
の
住
宅
が
流
さ
れ
る
事
故
が

起
き
る
な
ど
、ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
見
舞
わ
れ
、売
り
上

げ
は
激
減
し
ま
し
た
。

　
こ
の
危
機
を
経
験
し
た
こ
と
で
、〝
建
築
の
技
術

屋
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
家
づ
く
り
〞を
目
指
す
こ
と

と
し
、最
初
に
生
ま
れ
た
の
が
、R
C（
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
）住
宅
の「
ス
ー
パ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
」で
す
。

「
低
価
格
で
R
C
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
」と
評
判
を

呼
び
、そ
の
後
の
福
岡
へ
進
出
す
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、R
C
住
宅
は
優
れ
た
断

熱
効
果
が
あ
る
一
方
、冷
た
い
印
象
で
結
露
も
発
生

し
や
す
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。そ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、躯
体
は
R
C
な
が
ら
、住
宅

内
部
は
天
然
木
材
を
使
っ
た「
木
装
コ
ン
ク
リ
ー
ト

創
業
時
か
ら
続
く

〝
よ
り
安
く
、よ
り
良
い
家
を
〞の
想
い

故
郷
に
戻
っ
て
社
員
5
人
で
創
業
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造
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永く住み継ぐ、
自然素材の家づくりを
すすめています。

し
な
け
れ
ば
事
業
の
伸
展
は
な
く
、代
々
引
き
継
が

れ
て
存
続
す
る
会
社
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
我
が
社
で
は
、家
と
と
も
に「
人
づ
く
り
」を

大
き
な
柱
に
掲
げ
、「
社
長
塾
」を
開
い
た
り
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
成
し
て
課
題
を
解
決
し
た
り

し
て
、人
と
し
て
の
道
や
社
内
外
の
人
た
ち
と
心
が

通
い
合
う
振
る
舞
い
な
ど
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
色
ん
な
方
か
ら

「
今
ど
き
朝
礼
や
教
育
を
や
っ
て
も
、社
員
が
離
れ
る

だ
け
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

人
材
育
成
を
続
け
る
こ
と
で
社
員
は
た
だ
売
り
上
げ

に
こ
だ
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
お
客
様
の
為
に
自
分

は
何
が
出
来
る
の
か
」を
率
先
し
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
木
造
住
宅
は
、断
熱
・
調
湿
・
耐
震
・
耐
久
性
に
優

れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
住
宅
と
同
じ
地
域・環
境
で
生

産
さ
れ
た
木
材
を
使
う
こ
と
で
、さ
ら
に
そ
の
特
性

が
活
か
さ
れ
ま
す
。新
建
材
が
経
年
劣
化
す
る
の
に

対
し
、無
垢
材
は
時
間
が
た
つ
ほ
ど
に
美
し
く（
経
年

美
化
）な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
大
工
や
左
官
、建
具

職
人
な
ど
次
代
を
担
う
匠
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
つ

つ
、代
々
と
受
け
継
が
れ
る
家
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご

提
供
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

性
質
、生
産
地
の
特
性
、経
年
変
化
な
ど
を
読
み
取

る
こ
と
を
省
い
て
し
ま
う
と
、乾
燥
が
進
ん
だ
時
に

組
み
上
げ
た
木
材
が
ズ
レ
た
り
緩
ん
だ
り
し
ま
す
。

　
省
力
化
の
た
め
に
機
械
に
よ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、決
し
て
機
械
任
せ
で
は
な
く
、木
の
性

質
を
読
み
な
が
ら
カ
ッ
ト
出
来
る
職
人
の
腕
も
重
要

な
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。我
が
社
で
は
、匠
の
皆
さ

ん
と
の
協
力
会
を
組
織
化
し
、定
期
的
な
勉
強
会
や

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
家
づ
く
り
技
術
の
向
上
と
継

承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
伝
統
の
技
術
を
継
承
す
る
一
方
で
、新
し
い
技
術

も
取
り
入
れ
て
融
合
し
て
い
ま
す
。「
エ
ア
パ
ス
の

家
」は
、太
陽
熱
や
風
、地
熱
な
ど
自
然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、機
械
や
設
備
な
し
に
取
り
入
れ
る
エ
コ
時

代
の
住
宅
で
す
。ま
た
、電
磁
波
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
た
め
、床
と
配
線
の
間
に
有
機
導
電
性
繊
維
を
入

れ
て
ア
ー
ス
処
理
を
す
る「
オ
ー
ル
ア
ー
ス
住
宅
」も

開
発
し
、暮
ら
し
や
す
さ
を
追
及
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
そ
の
も
の
の
性
能
だ
け
で
な
く
、社
員
が
成
長

　
我
が
社
は
、主
力
商
品
を
R
C
住
宅
か
ら
天
然
木

や
自
然
素
材
を
用
い
た
本
格
木
造
住
宅
に
シ
フ
ト

し
、今
で
は
販
売
の
99
％
が
木
造
の
新
築
戸
建
て
住

宅
で
す
。施
主
様
か
ら
の
注
文
住
宅
以
外
に
も
、「
四

季
の
家
」「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
」「
無
添
加
の
家
」「
道

草
の
い
え癒
」な
ど
規
格
化
す
る
こ
と
で
、国
産
材
と
職
人

の
技
を
活
か
し
た
家
を
安
価
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
丸
太
か
ら
切
り
出
し
た 

む   

く  

ざ
い

無
垢
材
や
し
っ
く
い

漆
喰
、け
い
そ
う 

ど 

珪
藻
土

な
ど
の
自
然
素
材
。化
学
物
質
を
含
ま
な
い
こ
れ
ら

の
素
材
の
魅
力
を
十
分
に
生
か
し
つ
つ
、設
計
の
自

由
度
も
高
い
在
来
工
法
で
価
値
あ
る
木
造
住
宅
を
つ

く
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、大
工
や
左
官
ら

匠
た
ち
の
確
か
な
技
術
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
在
来
工
法
と
は
、日
本
の
伝
統
的
な
木
造
軸
組
工

法
の
こ
と
で
、土
台
と
柱
、梁
、筋
交
い
な
ど
で
建
物

を
し
っ
か
り
と
支
え
ま
す
。木
と
木
の
接
合
は
、「
継

手
」「
仕
口
」と
呼
ぶ
工
法
で
行
い
ま
す
。木
材
に
墨

付
け
し
、ノ
コ
で
切
り
、ノ
ミ
で
刻
む
工
程
は
、熟
練

の
大
工
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、木
の
種
類
や
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創
業
に
至
る
ま
で
に
、建
築
の
実
務
と
会
社
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
き
た
一
方
、消
え
て
い
く
会
社

も
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、興
し
た
会
社
の
社
名
に
は

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。「
永
代
ハ
ウ
ス
」の
社
名
に
は
、

「
永
く
引
き
継
が
れ
る
会
社
」「
代
々
家
族
が
引
き
継

い
で
住
ん
で
い
た
だ
け
る
家
を
提
供
す
る
」と
い
う

願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　
起
業
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、な
ん
と
か
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。創
業
時
か
ら
、我
が
社
は
常
に〝
よ
り
安

く
、よ
り
良
い
家
を
〞と
い
う
想
い
を
強
く
持
ち
、コ
ス

ト
を
最
小
限
に
抑
え
た
家
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　
施
工
実
績
は
順
調
に
伸
び
、社
員
も
年
々
増
え
、

販
売
は
年
間
1
8
0
戸
に
達
し
、売
り
上
げ
は
30
億

円
を
超
え
る
ほ
ど
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、転

機
は
1
9
9
7
年（
平
成
9
年
）に
訪
れ
ま
し
た
。こ

の
年
は
、4
月
に
佐
世
保
市
内
の
住
宅
団
地
で

2
6
0
戸
の
販
売
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
消
費
税

が
増
税
さ
れ
、そ
の
う
え
、7
月
に
長
雨
の
影
響
に

住
宅
」を
開
発
し
、我
が
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
に
な

り
ま
し
た
。

　〝
家
庭
〞と
い
う
言
葉
は「
家
」と「
庭
」か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。し
っ
か
り
と
し
た
家
づ
く
り
が
な
け

れ
ば
円
満
な
家
族
関
係
は
築
け
ま
せ
ん
。し
か
し
、

戦
後
の
日
本
の
住
宅
は
、「
安
く
、早
く
、機
能
的
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、安
価
な
新
建
材
を
現
地
で
組
み
立

て
る
大
量
生
産
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結

果
、シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
や
欠
陥
商
品
、会
話
の
な
い
家
族

関
係
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
、知
人
の
紹
介
で
出
会
っ
た
の
が
日
本

の
木
の
家
づ
く
り
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
福
島
県
の
株

式
会
社
四
季
工
房
さ
ん
で
し
た
。天
然
の
無
垢
材
を

使
い
、大
工
職
人
た
ち
が
持
て
る
技
を
駆
使
し
て
建
て

た
家
を
見
て「
あ
あ
、私
が
求
め
て
い
る
の
は
こ
ん
な
家

だ
！
」と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。し
か
も
、そ
の
住
宅
の

展
示
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
全
員
が
、自
分
の
家
を
気

に
入
り
、よ
り
多
く
の
人
に
こ
の
住
宅
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
と
い
う
施
主
の
方
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

　
1
9
8
7
年（
昭
和
62
年
）12
月
、私
が
28
歳
の

時
に
地
元
・
佐
世
保
で
永
代
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
を
設

立・創
業
し
ま
し
た
。以
来
、「
本
物
の
家
づ
く
り
」を

追
求
し
続
け
、昨
年
12
月
に
創
業
30
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
、地
元
の
高
校
の
建
築
科
を
卒
業
後
、学
校

で
学
ん
だ
知
識
を
活
か
す
た
め
、建
設
会
社
に
勤
務

し
ま
し
た
。そ
こ
で
建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
、総
工

費
50
億
円
超
の
大
型
工
事
の
施
工
管
理
を
担
当
す

る
な
ど
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
関
西
の
住
宅
会
社
に

転
職
。住
宅
の
営
業
で
は
年
間
47
戸
を
販
売
し
、会

社
の
記
録
を
打
ち
出
す
な
ど
し
ま
し
た
。そ
の
努
力

も
実
っ
て
早
期
に
昇
進
し
、20
代
で
幹
部
社
員
と
な

り
ま
し
た
が
、地
元
の
建
設
会
社
社
長
か
ら
役
員
就

任
を
打
診
さ
れ
、帰
郷
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。し
か

し
、入
社
し
て
み
る
と
会
社
の
経
営
は〝
火
の
車
〞状

態
。銀
行
の
支
援
も
あ
っ
て
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
て

も
、杜
撰
な
経
営
で
す
ぐ
に
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と

の
繰
り
返
し
で
し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
」と
、

当
時
の
仲
間
ら
5
名
で
独
立
し
、安
く
て
良
い
家
づ

く
り
を
目
指
し
て
興
し
た
会
社
が
永
代
ハ
ウ
ス
で
す
。

よ
り
別
の
住
宅
団
地
内
の
水
道
の
送
水
管
が
破
裂

し
、竣
工
し
た
ば
か
り
の
住
宅
が
流
さ
れ
る
事
故
が

起
き
る
な
ど
、ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
見
舞
わ
れ
、売
り
上

げ
は
激
減
し
ま
し
た
。

　
こ
の
危
機
を
経
験
し
た
こ
と
で
、〝
建
築
の
技
術

屋
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
家
づ
く
り
〞を
目
指
す
こ
と

と
し
、最
初
に
生
ま
れ
た
の
が
、R
C（
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
）住
宅
の「
ス
ー
パ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
」で
す
。

「
低
価
格
で
R
C
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
」と
評
判
を

呼
び
、そ
の
後
の
福
岡
へ
進
出
す
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、R
C
住
宅
は
優
れ
た
断

熱
効
果
が
あ
る
一
方
、冷
た
い
印
象
で
結
露
も
発
生

し
や
す
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。そ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、躯
体
は
R
C
な
が
ら
、住
宅

内
部
は
天
然
木
材
を
使
っ
た「
木
装
コ
ン
ク
リ
ー
ト

創
業
時
か
ら
続
く

〝
よ
り
安
く
、よ
り
良
い
家
を
〞の
想
い
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松村社長

天
然
木
と
職
人
の
技
を
活
か
し
た

本
格
木
造
住
宅
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し
な
け
れ
ば
事
業
の
伸
展
は
な
く
、代
々
引
き
継
が

れ
て
存
続
す
る
会
社
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
我
が
社
で
は
、家
と
と
も
に「
人
づ
く
り
」を

大
き
な
柱
に
掲
げ
、「
社
長
塾
」を
開
い
た
り
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
成
し
て
課
題
を
解
決
し
た
り

し
て
、人
と
し
て
の
道
や
社
内
外
の
人
た
ち
と
心
が

通
い
合
う
振
る
舞
い
な
ど
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
色
ん
な
方
か
ら

「
今
ど
き
朝
礼
や
教
育
を
や
っ
て
も
、社
員
が
離
れ
る

だ
け
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

人
材
育
成
を
続
け
る
こ
と
で
社
員
は
た
だ
売
り
上
げ

に
こ
だ
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
お
客
様
の
為
に
自
分

は
何
が
出
来
る
の
か
」を
率
先
し
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
木
造
住
宅
は
、断
熱
・
調
湿
・
耐
震
・
耐
久
性
に
優

れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
住
宅
と
同
じ
地
域・環
境
で
生

産
さ
れ
た
木
材
を
使
う
こ
と
で
、さ
ら
に
そ
の
特
性

が
活
か
さ
れ
ま
す
。新
建
材
が
経
年
劣
化
す
る
の
に

対
し
、無
垢
材
は
時
間
が
た
つ
ほ
ど
に
美
し
く（
経
年

美
化
）な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
大
工
や
左
官
、建
具

職
人
な
ど
次
代
を
担
う
匠
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
つ

つ
、代
々
と
受
け
継
が
れ
る
家
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご

提
供
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

性
質
、生
産
地
の
特
性
、経
年
変
化
な
ど
を
読
み
取

る
こ
と
を
省
い
て
し
ま
う
と
、乾
燥
が
進
ん
だ
時
に

組
み
上
げ
た
木
材
が
ズ
レ
た
り
緩
ん
だ
り
し
ま
す
。

　
省
力
化
の
た
め
に
機
械
に
よ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、決
し
て
機
械
任
せ
で
は
な
く
、木
の
性

質
を
読
み
な
が
ら
カ
ッ
ト
出
来
る
職
人
の
腕
も
重
要

な
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。我
が
社
で
は
、匠
の
皆
さ

ん
と
の
協
力
会
を
組
織
化
し
、定
期
的
な
勉
強
会
や

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
家
づ
く
り
技
術
の
向
上
と
継

承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
伝
統
の
技
術
を
継
承
す
る
一
方
で
、新
し
い
技
術

も
取
り
入
れ
て
融
合
し
て
い
ま
す
。「
エ
ア
パ
ス
の

家
」は
、太
陽
熱
や
風
、地
熱
な
ど
自
然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、機
械
や
設
備
な
し
に
取
り
入
れ
る
エ
コ
時

代
の
住
宅
で
す
。ま
た
、電
磁
波
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
た
め
、床
と
配
線
の
間
に
有
機
導
電
性
繊
維
を
入

れ
て
ア
ー
ス
処
理
を
す
る「
オ
ー
ル
ア
ー
ス
住
宅
」も

開
発
し
、暮
ら
し
や
す
さ
を
追
及
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
そ
の
も
の
の
性
能
だ
け
で
な
く
、社
員
が
成
長

　
我
が
社
は
、主
力
商
品
を
R
C
住
宅
か
ら
天
然
木

や
自
然
素
材
を
用
い
た
本
格
木
造
住
宅
に
シ
フ
ト

し
、今
で
は
販
売
の
99
％
が
木
造
の
新
築
戸
建
て
住

宅
で
す
。施
主
様
か
ら
の
注
文
住
宅
以
外
に
も
、「
四

季
の
家
」「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
」「
無
添
加
の
家
」「
道

草
の
い
え癒
」な
ど
規
格
化
す
る
こ
と
で
、国
産
材
と
職
人

の
技
を
活
か
し
た
家
を
安
価
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
丸
太
か
ら
切
り
出
し
た 

む   

く  

ざ
い

無
垢
材
や
し
っ
く
い

漆
喰
、け
い
そ
う 

ど 

珪
藻
土

な
ど
の
自
然
素
材
。化
学
物
質
を
含
ま
な
い
こ
れ
ら

の
素
材
の
魅
力
を
十
分
に
生
か
し
つ
つ
、設
計
の
自

由
度
も
高
い
在
来
工
法
で
価
値
あ
る
木
造
住
宅
を
つ

く
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、大
工
や
左
官
ら

匠
た
ち
の
確
か
な
技
術
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
在
来
工
法
と
は
、日
本
の
伝
統
的
な
木
造
軸
組
工

法
の
こ
と
で
、土
台
と
柱
、梁
、筋
交
い
な
ど
で
建
物

を
し
っ
か
り
と
支
え
ま
す
。木
と
木
の
接
合
は
、「
継

手
」「
仕
口
」と
呼
ぶ
工
法
で
行
い
ま
す
。木
材
に
墨

付
け
し
、ノ
コ
で
切
り
、ノ
ミ
で
刻
む
工
程
は
、熟
練

の
大
工
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、木
の
種
類
や

人
間
味
の
あ
る
社
員
を
育
て
、

未
来
へ
続
く
会
社
を
目
指
す

　豊かな人生と快適な暮らしを実現するためには「いい家」が必要です。永代
ハウス様は、大量生産の家づくりを見直し、日本の気候風土や生活習慣に
あった健康的で地球環境にも優しい木の家を提案し、成長を続けておられます。
　一方で、社内外の人材育成に注力されておられ、伝統的な日本の家づくりに
欠かせない専門技術を持つ次代の職人の養成にも心血を注いでおられます。
経営陣と社員の皆さまがより一丸となって、安心して住める高品質住宅を提供
され続けることを期待しています。

永代ハウス 株式会社Top  I nt e r v ie w

親和銀行　取締役頭取　 吉澤 俊介
インタビューを終えて

伝
統
の
技
術
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
た
住
宅
へ

四季の家展示場にて（最前列左から村上取締役、勢野常務、株式会社みらい 中川社長、山頭専務、松村社長、
吉澤頭取、吉田本店営業部長（親和銀行）、松永常務）

　
創
業
に
至
る
ま
で
に
、建
築
の
実
務
と
会
社
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
き
た
一
方
、消
え
て
い
く
会
社

も
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、興
し
た
会
社
の
社
名
に
は

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。「
永
代
ハ
ウ
ス
」の
社
名
に
は
、

「
永
く
引
き
継
が
れ
る
会
社
」「
代
々
家
族
が
引
き
継

い
で
住
ん
で
い
た
だ
け
る
家
を
提
供
す
る
」と
い
う

願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　
起
業
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、な
ん
と
か
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。創
業
時
か
ら
、我
が
社
は
常
に〝
よ
り
安

く
、よ
り
良
い
家
を
〞と
い
う
想
い
を
強
く
持
ち
、コ
ス

ト
を
最
小
限
に
抑
え
た
家
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　
施
工
実
績
は
順
調
に
伸
び
、社
員
も
年
々
増
え
、

販
売
は
年
間
1
8
0
戸
に
達
し
、売
り
上
げ
は
30
億

円
を
超
え
る
ほ
ど
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、転

機
は
1
9
9
7
年（
平
成
9
年
）に
訪
れ
ま
し
た
。こ

の
年
は
、4
月
に
佐
世
保
市
内
の
住
宅
団
地
で

2
6
0
戸
の
販
売
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
消
費
税

が
増
税
さ
れ
、そ
の
う
え
、7
月
に
長
雨
の
影
響
に

住
宅
」を
開
発
し
、我
が
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
に
な

り
ま
し
た
。

　〝
家
庭
〞と
い
う
言
葉
は「
家
」と「
庭
」か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。し
っ
か
り
と
し
た
家
づ
く
り
が
な
け

れ
ば
円
満
な
家
族
関
係
は
築
け
ま
せ
ん
。し
か
し
、

戦
後
の
日
本
の
住
宅
は
、「
安
く
、早
く
、機
能
的
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、安
価
な
新
建
材
を
現
地
で
組
み
立

て
る
大
量
生
産
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結

果
、シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
や
欠
陥
商
品
、会
話
の
な
い
家
族

関
係
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
、知
人
の
紹
介
で
出
会
っ
た
の
が
日
本

の
木
の
家
づ
く
り
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
福
島
県
の
株

式
会
社
四
季
工
房
さ
ん
で
し
た
。天
然
の
無
垢
材
を

使
い
、大
工
職
人
た
ち
が
持
て
る
技
を
駆
使
し
て
建
て

た
家
を
見
て「
あ
あ
、私
が
求
め
て
い
る
の
は
こ
ん
な
家

だ
！
」と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。し
か
も
、そ
の
住
宅
の

展
示
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
全
員
が
、自
分
の
家
を
気

に
入
り
、よ
り
多
く
の
人
に
こ
の
住
宅
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
と
い
う
施
主
の
方
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

　
1
9
8
7
年（
昭
和
62
年
）12
月
、私
が
28
歳
の

時
に
地
元
・
佐
世
保
で
永
代
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
を
設

立・創
業
し
ま
し
た
。以
来
、「
本
物
の
家
づ
く
り
」を

追
求
し
続
け
、昨
年
12
月
に
創
業
30
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
、地
元
の
高
校
の
建
築
科
を
卒
業
後
、学
校

で
学
ん
だ
知
識
を
活
か
す
た
め
、建
設
会
社
に
勤
務

し
ま
し
た
。そ
こ
で
建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
、総
工

費
50
億
円
超
の
大
型
工
事
の
施
工
管
理
を
担
当
す

る
な
ど
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
関
西
の
住
宅
会
社
に

転
職
。住
宅
の
営
業
で
は
年
間
47
戸
を
販
売
し
、会

社
の
記
録
を
打
ち
出
す
な
ど
し
ま
し
た
。そ
の
努
力

も
実
っ
て
早
期
に
昇
進
し
、20
代
で
幹
部
社
員
と
な

り
ま
し
た
が
、地
元
の
建
設
会
社
社
長
か
ら
役
員
就

任
を
打
診
さ
れ
、帰
郷
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。し
か

し
、入
社
し
て
み
る
と
会
社
の
経
営
は〝
火
の
車
〞状

態
。銀
行
の
支
援
も
あ
っ
て
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
て

も
、杜
撰
な
経
営
で
す
ぐ
に
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と

の
繰
り
返
し
で
し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
」と
、

当
時
の
仲
間
ら
5
名
で
独
立
し
、安
く
て
良
い
家
づ

く
り
を
目
指
し
て
興
し
た
会
社
が
永
代
ハ
ウ
ス
で
す
。

よ
り
別
の
住
宅
団
地
内
の
水
道
の
送
水
管
が
破
裂

し
、竣
工
し
た
ば
か
り
の
住
宅
が
流
さ
れ
る
事
故
が

起
き
る
な
ど
、ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
見
舞
わ
れ
、売
り
上

げ
は
激
減
し
ま
し
た
。

　
こ
の
危
機
を
経
験
し
た
こ
と
で
、〝
建
築
の
技
術

屋
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
家
づ
く
り
〞を
目
指
す
こ
と

と
し
、最
初
に
生
ま
れ
た
の
が
、R
C（
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
）住
宅
の「
ス
ー
パ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
」で
す
。

「
低
価
格
で
R
C
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
」と
評
判
を

呼
び
、そ
の
後
の
福
岡
へ
進
出
す
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、R
C
住
宅
は
優
れ
た
断

熱
効
果
が
あ
る
一
方
、冷
た
い
印
象
で
結
露
も
発
生

し
や
す
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。そ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、躯
体
は
R
C
な
が
ら
、住
宅

内
部
は
天
然
木
材
を
使
っ
た「
木
装
コ
ン
ク
リ
ー
ト
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し
な
け
れ
ば
事
業
の
伸
展
は
な
く
、代
々
引
き
継
が

れ
て
存
続
す
る
会
社
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
我
が
社
で
は
、家
と
と
も
に「
人
づ
く
り
」を

大
き
な
柱
に
掲
げ
、「
社
長
塾
」を
開
い
た
り
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
成
し
て
課
題
を
解
決
し
た
り

し
て
、人
と
し
て
の
道
や
社
内
外
の
人
た
ち
と
心
が

通
い
合
う
振
る
舞
い
な
ど
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
色
ん
な
方
か
ら

「
今
ど
き
朝
礼
や
教
育
を
や
っ
て
も
、社
員
が
離
れ
る

だ
け
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

人
材
育
成
を
続
け
る
こ
と
で
社
員
は
た
だ
売
り
上
げ

に
こ
だ
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
お
客
様
の
為
に
自
分

は
何
が
出
来
る
の
か
」を
率
先
し
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
木
造
住
宅
は
、断
熱
・
調
湿
・
耐
震
・
耐
久
性
に
優

れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
住
宅
と
同
じ
地
域・環
境
で
生

産
さ
れ
た
木
材
を
使
う
こ
と
で
、さ
ら
に
そ
の
特
性

が
活
か
さ
れ
ま
す
。新
建
材
が
経
年
劣
化
す
る
の
に

対
し
、無
垢
材
は
時
間
が
た
つ
ほ
ど
に
美
し
く（
経
年

美
化
）な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
大
工
や
左
官
、建
具

職
人
な
ど
次
代
を
担
う
匠
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
つ

つ
、代
々
と
受
け
継
が
れ
る
家
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご

提
供
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

性
質
、生
産
地
の
特
性
、経
年
変
化
な
ど
を
読
み
取

る
こ
と
を
省
い
て
し
ま
う
と
、乾
燥
が
進
ん
だ
時
に

組
み
上
げ
た
木
材
が
ズ
レ
た
り
緩
ん
だ
り
し
ま
す
。

　
省
力
化
の
た
め
に
機
械
に
よ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、決
し
て
機
械
任
せ
で
は
な
く
、木
の
性

質
を
読
み
な
が
ら
カ
ッ
ト
出
来
る
職
人
の
腕
も
重
要

な
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。我
が
社
で
は
、匠
の
皆
さ

ん
と
の
協
力
会
を
組
織
化
し
、定
期
的
な
勉
強
会
や

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
家
づ
く
り
技
術
の
向
上
と
継

承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
伝
統
の
技
術
を
継
承
す
る
一
方
で
、新
し
い
技
術

も
取
り
入
れ
て
融
合
し
て
い
ま
す
。「
エ
ア
パ
ス
の

家
」は
、太
陽
熱
や
風
、地
熱
な
ど
自
然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、機
械
や
設
備
な
し
に
取
り
入
れ
る
エ
コ
時

代
の
住
宅
で
す
。ま
た
、電
磁
波
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
た
め
、床
と
配
線
の
間
に
有
機
導
電
性
繊
維
を
入

れ
て
ア
ー
ス
処
理
を
す
る「
オ
ー
ル
ア
ー
ス
住
宅
」も

開
発
し
、暮
ら
し
や
す
さ
を
追
及
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
そ
の
も
の
の
性
能
だ
け
で
な
く
、社
員
が
成
長

　
我
が
社
は
、主
力
商
品
を
R
C
住
宅
か
ら
天
然
木

や
自
然
素
材
を
用
い
た
本
格
木
造
住
宅
に
シ
フ
ト

し
、今
で
は
販
売
の
99
％
が
木
造
の
新
築
戸
建
て
住

宅
で
す
。施
主
様
か
ら
の
注
文
住
宅
以
外
に
も
、「
四

季
の
家
」「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
」「
無
添
加
の
家
」「
道

草
の
い
え癒
」な
ど
規
格
化
す
る
こ
と
で
、国
産
材
と
職
人

の
技
を
活
か
し
た
家
を
安
価
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
丸
太
か
ら
切
り
出
し
た 

む   

く  

ざ
い

無
垢
材
や
し
っ
く
い

漆
喰
、け
い
そ
う 

ど 

珪
藻
土

な
ど
の
自
然
素
材
。化
学
物
質
を
含
ま
な
い
こ
れ
ら

の
素
材
の
魅
力
を
十
分
に
生
か
し
つ
つ
、設
計
の
自

由
度
も
高
い
在
来
工
法
で
価
値
あ
る
木
造
住
宅
を
つ

く
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、大
工
や
左
官
ら

匠
た
ち
の
確
か
な
技
術
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
在
来
工
法
と
は
、日
本
の
伝
統
的
な
木
造
軸
組
工

法
の
こ
と
で
、土
台
と
柱
、梁
、筋
交
い
な
ど
で
建
物

を
し
っ
か
り
と
支
え
ま
す
。木
と
木
の
接
合
は
、「
継

手
」「
仕
口
」と
呼
ぶ
工
法
で
行
い
ま
す
。木
材
に
墨

付
け
し
、ノ
コ
で
切
り
、ノ
ミ
で
刻
む
工
程
は
、熟
練

の
大
工
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、木
の
種
類
や

人
間
味
の
あ
る
社
員
を
育
て
、

未
来
へ
続
く
会
社
を
目
指
す

　豊かな人生と快適な暮らしを実現するためには「いい家」が必要です。永代
ハウス様は、大量生産の家づくりを見直し、日本の気候風土や生活習慣に
あった健康的で地球環境にも優しい木の家を提案し、成長を続けておられます。
　一方で、社内外の人材育成に注力されておられ、伝統的な日本の家づくりに
欠かせない専門技術を持つ次代の職人の養成にも心血を注いでおられます。
経営陣と社員の皆さまがより一丸となって、安心して住める高品質住宅を提供
され続けることを期待しています。

永代ハウス 株式会社Top  I nt e r v ie w

親和銀行　取締役頭取　 吉澤 俊介
インタビューを終えて

伝
統
の
技
術
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
た
住
宅
へ

四季の家展示場にて（最前列左から村上取締役、勢野常務、株式会社みらい 中川社長、山頭専務、松村社長、
吉澤頭取、吉田本店営業部長（親和銀行）、松永常務）

　
創
業
に
至
る
ま
で
に
、建
築
の
実
務
と
会
社
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
き
た
一
方
、消
え
て
い
く
会
社

も
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、興
し
た
会
社
の
社
名
に
は

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。「
永
代
ハ
ウ
ス
」の
社
名
に
は
、

「
永
く
引
き
継
が
れ
る
会
社
」「
代
々
家
族
が
引
き
継

い
で
住
ん
で
い
た
だ
け
る
家
を
提
供
す
る
」と
い
う

願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　
起
業
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、な
ん
と
か
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。創
業
時
か
ら
、我
が
社
は
常
に〝
よ
り
安

く
、よ
り
良
い
家
を
〞と
い
う
想
い
を
強
く
持
ち
、コ
ス

ト
を
最
小
限
に
抑
え
た
家
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　
施
工
実
績
は
順
調
に
伸
び
、社
員
も
年
々
増
え
、

販
売
は
年
間
1
8
0
戸
に
達
し
、売
り
上
げ
は
30
億

円
を
超
え
る
ほ
ど
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、転

機
は
1
9
9
7
年（
平
成
9
年
）に
訪
れ
ま
し
た
。こ

の
年
は
、4
月
に
佐
世
保
市
内
の
住
宅
団
地
で

2
6
0
戸
の
販
売
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
消
費
税

が
増
税
さ
れ
、そ
の
う
え
、7
月
に
長
雨
の
影
響
に

住
宅
」を
開
発
し
、我
が
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
に
な

り
ま
し
た
。

　〝
家
庭
〞と
い
う
言
葉
は「
家
」と「
庭
」か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。し
っ
か
り
と
し
た
家
づ
く
り
が
な
け

れ
ば
円
満
な
家
族
関
係
は
築
け
ま
せ
ん
。し
か
し
、

戦
後
の
日
本
の
住
宅
は
、「
安
く
、早
く
、機
能
的
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、安
価
な
新
建
材
を
現
地
で
組
み
立

て
る
大
量
生
産
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結

果
、シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
や
欠
陥
商
品
、会
話
の
な
い
家
族

関
係
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
、知
人
の
紹
介
で
出
会
っ
た
の
が
日
本

の
木
の
家
づ
く
り
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
福
島
県
の
株

式
会
社
四
季
工
房
さ
ん
で
し
た
。天
然
の
無
垢
材
を

使
い
、大
工
職
人
た
ち
が
持
て
る
技
を
駆
使
し
て
建
て

た
家
を
見
て「
あ
あ
、私
が
求
め
て
い
る
の
は
こ
ん
な
家

だ
！
」と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。し
か
も
、そ
の
住
宅
の

展
示
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
全
員
が
、自
分
の
家
を
気

に
入
り
、よ
り
多
く
の
人
に
こ
の
住
宅
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
と
い
う
施
主
の
方
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

　
1
9
8
7
年（
昭
和
62
年
）12
月
、私
が
28
歳
の

時
に
地
元
・
佐
世
保
で
永
代
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
を
設

立・創
業
し
ま
し
た
。以
来
、「
本
物
の
家
づ
く
り
」を

追
求
し
続
け
、昨
年
12
月
に
創
業
30
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
、地
元
の
高
校
の
建
築
科
を
卒
業
後
、学
校

で
学
ん
だ
知
識
を
活
か
す
た
め
、建
設
会
社
に
勤
務

し
ま
し
た
。そ
こ
で
建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
、総
工

費
50
億
円
超
の
大
型
工
事
の
施
工
管
理
を
担
当
す

る
な
ど
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
関
西
の
住
宅
会
社
に

転
職
。住
宅
の
営
業
で
は
年
間
47
戸
を
販
売
し
、会

社
の
記
録
を
打
ち
出
す
な
ど
し
ま
し
た
。そ
の
努
力

も
実
っ
て
早
期
に
昇
進
し
、20
代
で
幹
部
社
員
と
な

り
ま
し
た
が
、地
元
の
建
設
会
社
社
長
か
ら
役
員
就

任
を
打
診
さ
れ
、帰
郷
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。し
か

し
、入
社
し
て
み
る
と
会
社
の
経
営
は〝
火
の
車
〞状

態
。銀
行
の
支
援
も
あ
っ
て
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
て

も
、杜
撰
な
経
営
で
す
ぐ
に
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と

の
繰
り
返
し
で
し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
」と
、

当
時
の
仲
間
ら
5
名
で
独
立
し
、安
く
て
良
い
家
づ

く
り
を
目
指
し
て
興
し
た
会
社
が
永
代
ハ
ウ
ス
で
す
。

よ
り
別
の
住
宅
団
地
内
の
水
道
の
送
水
管
が
破
裂

し
、竣
工
し
た
ば
か
り
の
住
宅
が
流
さ
れ
る
事
故
が

起
き
る
な
ど
、ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
見
舞
わ
れ
、売
り
上

げ
は
激
減
し
ま
し
た
。

　
こ
の
危
機
を
経
験
し
た
こ
と
で
、〝
建
築
の
技
術

屋
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
家
づ
く
り
〞を
目
指
す
こ
と

と
し
、最
初
に
生
ま
れ
た
の
が
、R
C（
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
）住
宅
の「
ス
ー
パ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
」で
す
。

「
低
価
格
で
R
C
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
」と
評
判
を

呼
び
、そ
の
後
の
福
岡
へ
進
出
す
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、R
C
住
宅
は
優
れ
た
断

熱
効
果
が
あ
る
一
方
、冷
た
い
印
象
で
結
露
も
発
生

し
や
す
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。そ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、躯
体
は
R
C
な
が
ら
、住
宅

内
部
は
天
然
木
材
を
使
っ
た「
木
装
コ
ン
ク
リ
ー
ト
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曲
物
は
永
い
間
、庶
民
の
暮
ら
し
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
用
具
だ
っ
た
。昭

和
の
初
め
ま
で
の

ま 

い
だ
し

馬
出（
福
岡
市
東

区
）は
、古
い
街
道
の
両
側
に
町
家
が

連
な
り
、柴
田
、西
田
、東
郷
な
ど
二
十

数
軒
が
曲
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と
い
う
。

な
か
で
も
柴
田
玉
樹
の
家
は
、当
代
で

18
代
を
重
ね
て
き
た
。

　
柴
田
家
は
初
代
・
吉
右
衛
門
以
来
、

代
々
長
男
が
後
を
継
ぎ
、吉
右
衛
門
、

 

い
　
　
え
　 

も
ん

伊
右
衛
門
の
名
前
を
順
に
名
乗
っ
て
き

た
。と
こ
ろ
が
17
代
を
継
ぐ
は
ず
だ
っ

た
伊
右
衛
門
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
た

め
、次
男
の
玉
樹（
17
代
）が
後
を
継
ぐ

こ
と
に
な
る
。昭
和
7
年（
1
9
3
2

年
）生
ま
れ
の
玉
樹
が
本
格
的
に
曲
物

づ
く
り
の
道
に
入
っ
た
の
は
20
代
の
半

ば
。16
代
も
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、

17
代
の
父
は
曲
物
づ
く
り
を
祖
父
の
15

代・庄
吉（
昭
和
31
年
没
）に
学
ん
で
い

る
。「
木
取
り
も
曲
げ
も
、そ
ば
で
見
て

覚
え
る
し
か
な
い
」ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
つ
く
れ
ば
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
時

代
、父
は
数
を
こ
な
す
こ
と
で
腕
を
磨

き
、昭
和
56
年（
1
9
8
1
年
）、福
岡

市
の
無
形
文
化
財「
博
多
曲
物
」の
技

術
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

蓋
置
と
菓
子
器
が
一
級
の
茶
道
具
と

し
て
認
め
ら
れ
、工
芸
品
と
し
て
全
国

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
18
代
・
柴
田
玉
樹（
本
名
・
真
理
子
）

は
、そ
ん
な
曲
物
師
の
次
女
と
し
て
生

ま
れ
、杉
や
檜
の
香
り
の
す
る
作
業
場

で
遊
び
な
が
ら
育
っ
た
。小
学
生
の
と

き
か
ら
姉
の
妙
子
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事

場
の
掃
除
や
簡
単
な
作
業
を
仕
込
ま

れ
、18
歳
で
母
を
亡
く
し
て
か
ら
は
、家

事
も
こ
な
し
な
が
ら
父
の
傍
ら
で
曲
物

を
つ
く
り
、絵
付
け
も
任
さ
れ
た
。結

婚
後
も
作
業
場
に
通
い
、会
社
を
切
り

盛
り
し
、体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
父
に
代

わ
っ
て
曲
物
づ
く
り
に
励
ん
だ
。

　
頑
固
で
わ
が
ま
ま
。絵
に
描
い
た
よ

う
な
職
人
だ
っ
た
父
は
、肺
が
ん
を
患

い
、平
成
7
年（
1
9
9
5
年
）、64
歳

で
急
逝
す
る
。知
人
の
保
証
人
に
な

り
、多
額
の
負
債
を
背
負
っ
て
会
社
が

倒
産
、家
も
仕
事
場
も
失
っ
た
心
労
が

た
た
っ
た
の
だ
ろ
う
。規
模
を
縮
小
し

て
も
曲
物
づ
く
り
だ
け
は
続
け
よ
う
と

し
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、代
々
続
く

家
業
を
守
り
継
ご
う
と
決
意
す
る
。だ

が
そ
の
と
き
、倒
産
し
た
こ
と
で
社
会

的
な
信
用
を
失
っ
た
家
は
ど
ん
底
状

態
、自
身
は
長
男
を
産
ん
だ
ば
か
り
。

女
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、材
料
の

仕
入
れ
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。

　
じ
つ
は
一
度
、生
前
の
父
に「
私
が
や

ろ
う
か
」と
言
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。返

事
は「
男（
長
男
）が
お
る
と
に
、男
ば

差
し
置
い
て
な
ん
ば
い
い
よ
う
と
か
。

父
は
ぼ
そ
り
と「
き
れ
い
に
な
ら
ん
め

え
が
」と
言
っ
た
と
い
う
。い
ま
同
じ
も

の
を
つ
く
っ
た
ら
合
格
点
を
も
ら
え
る

だ
ろ
う
か
。そ
れ
と
も
…
永
く
続
く

「
家
業
」と
は
そ
こ
に
い
て
も
い
な
く
て

も
、つ
ね
に
父
や
祖
父
の
背
中
を
見
な

が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
、な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
曲
物
の
最
盛
期
は
大
正
か
ら
昭
和

の
初
め
に
か
け
て
だ
っ
た
。戦
後
、そ
の

状
況
は
激
変
す
る
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
と
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
登
場
に
よ
っ
て
、曲

物
は
容
器
と
し
て
の
用
途
を
ほ
と
ん
ど

失
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
。曲
物
を「
ま

げ
も
ん
」と
呼
ぶ
博
多
っ
子
も
減
り
、

茶
道
具
と
や
っ
ぱ
り
こ
れ
で
な
く
て
は

と
い
う
愛
着
に
支
え
ら
れ
て
、い
の
ち

を
つ
な
い
で
き
た
。

　
そ
の
空
気
が
少
し
ず
つ
変
わ
って
き
て

い
る
。例
え
ば
、最
近
、市
内
の
幼
稚
園

か
ら
園
児
用
の
弁
当
箱
の
注
文
を
受

け
た
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら「
本
物
」に
触

れ
さ
せ
た
い
か
ら
、と
い
う
。

　
塗
り
を
施
さ
な
い
博
多
曲
物
は
軽

く
て
通
気
性
が
よ
く
、ご
飯
が
傷
み
に

く
い
。杉
そ
の
も
の
に
も
殺
菌
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
、優
れ
た
機
能
性
で
弁

当
箱
と
し
て
永
く
愛
さ
れ
て
き
た
。だ

が
そ
の
前
に
、「
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

に
、素
木
の
木
肌
の
手
触
り
や
、ほ
の
か

な
木
の
香
り
の
心
地
よ
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
」と
思
う
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら
身

近
に
あ
っ
て
こ
そ
、曲
物
へ
の
愛
情
が
育

つ
と
思
う
か
ら
だ
。

　
長
く
作
り
継
が
れ
て
き
た
博
多
曲

物
の「
ポ
ッ
ポ
ー
お
膳
」も
そ
う
だ
。博

多
の
子
ど
も
は
、こ
の
お
膳
の
前
に
座

る
こ
と
で
、七
五
三
や
正
月
な
ど
の〝
特

別
な
日
〞の
喜
び
や
、自
分
が
大
切
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
、知
ら
ず
知
ら
ず

教
え
ら
れ
て
育
っ
た
も
の
だ
。

　
博
多
曲
物
の
魅
力
を
少
し
で
も
広
く

伝
え
ら
れ
た
ら
。父
が
任
さ
れ
て
い
た

「『
博
多
町
家
』ふ
る
さ
と
館
」で
の
実

演
を
引
き
継
い
だ
の
も
、そ
ん
な
思
い

か
ら
だ
。全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
観
光

客
に
日
用
の
道
具
で
あ
る
こ
と
、丁
寧

に
使
え
ば
十
年
二
十
年
は
も
つ
こ
と
を

博
多
弁
で
語
っ
て
い
る
。

　
神
事
か
ら
庶
民
の
日
々
の
暮
ら
し
ま

で
、曲
物
は
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
使
わ
れ
て
き
た
。自
然
か
ら
も
ら
っ

た
ま
ま
の
色
は
目
に
や
さ
し
く
、な
め

ら
か
な
手
触
り
と
ほ
の
か
な
木
の
香

は
、ほ
っ
と
心
を
寛
が
せ
る
。古
式
ゆ
か

し
い
神
事
で
も
、こ
だ
わ
り
の
料
理
で

も
て
な
す
食
事
処
で
も
、す
ん
な
り
と

そ
の
場
に
溶
け
込
み
、用
の
具
と
し
て

役
割
を
果
た
す
そ
の
姿
に
は
流
行
り
の

モ
ノ
に
は
な
い
鮮
度
が
あ
る
。

　
風
土
に
根
差
し
た
モ
ノ
は
、時
代
を

超
え
る
。「
新
し
い
伝
統
」は
、多
分
、

そ
こ
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
。

　
木
を
薄
い
板
に
し
、熱
湯
で
煮
て
柔

ら
か
く
し
て
曲
げ
、乾
燥
さ
せ
て
桜
の

皮
で
綴
じ
合
わ
せ
る
。曲
物
の
工
程
は

至
っ
て
単
純
だ
。し
か
し
、押
さ
え
る
べ

き
と
こ
ろ
を
押
さ
え
な
い
と
、文
字
通

り
売
り
物
に
な
ら
な
い
。一
工
程
一
工

程
、手
も
気
も
抜
け
な
い
の
が
曲
物
づ

く
り
な
の
で
あ
る
。

　
博
多
曲
物
の
原
材
は
、目
が
詰
ま

り
、ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た「 

む  

ぶ
し
ま
さ 

め 

無
節
柾
目
」

が
約
束
事
。原
材
を
見
極
め
る
目
は
必

須
で
あ
る
。木
は
割
っ
て
見
れ
ば
育
っ
た

土
地
の
陽
当
た
り
の
よ
し
悪
し
や
、こ

ま
め
に
枝
打
ち
さ
れ
た
か
、手
を
掛
け

て
育
て
ら
れ
た
か
と
い
っ
た
こ
と
ま
で

わ
か
る
と
い
う
。

　
昔
は
ど
ん
な
木
工
品
で
も
近
隣
の
原

材
を
使
っ
た
。博
多
曲
物
の
場
合
は
若

杉
山
の
杉
と
檜
だ
っ
た
が
、大
木
が
希
少

に
な
っ
た
現
在
で
は
国
内
産
の
も
の
を

吟
味
し
て
使
う
。取
り
寄
せ
た
原
材
は

す
ぐ
に
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、最
低

で
も
1
年
は
自
然
乾
燥
さ
せ
る
。後
で

煮
る
か
ら
構
わ
な
い
だ
ろ
う
と
素
人
に

は
思
え
る
が
、一
度
き
ち
ん
と
乾
燥
さ

せ
な
い
と
出
来
上
が
り
の
寸
法
が
違
っ

て
く
る
と
い
う
。こ
こ
ま
で
の
時
間
を

経
て
、よ
う
や
く
手
の
仕
事
が
始
ま
る
。

　
お
お
ま
か
に
製
材
し
荒
削
り
し
て
か

ら
、つ
く
る
も
の
に
応
じ
た
厚
さ
に
す

る
。削
り
な
が
ら
色
や
木
目
の
流
れ
を

読
み
、そ
の
原
材
の
ど
こ
を
ど
う
使
う
か

を
決
め
て
い
く
。板
を
煮
る
と
き
湯
を
つ

ね
に
循
環
さ
せ
て
、原
材
か
ら
出
た
ア
ク

が
再
び
木
地
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

柔
ら
か
く
し
た
木
は
、い
ち
、に
の
、さ

ん
で
曲
げ
、巻
木
を
外
し
た
ら「
ふ
わ
っ

と
力
を
い
れ
て
」か
た
ち
を
整
え
る
。

流
れ
る
よ
う
に
続
く
一
連
の
作
業
は
、

ま
る
で
木
を
あ
や
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
父
が
元
気
な
と
き
、お

ひ
つ櫃
を
一
度
に

50
個
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。丸
く
つ

く
っ
た
つ
も
り
の
そ
れ
は
、で
き
て
み
れ

ば
全
部
楕
円
だ
っ
た
。そ
れ
を
見
て
、

お
前
は
嫁
に
行
く
っ
ち
ゃ
ろ
う
が
」だ
っ

た
。25
歳
の
正
月
、集
ま
っ
た
親
戚
の
前

で「
後
ば
継
ご
う
か
ね
ぇ
」と
言
っ
た
と

き
に
も
、「
女
に
な
ん
ば
で
き
る
か
、っ
て

ぼ
ろ
く
そ
言
わ
れ
た
」の
だ
と
い
う
。し

か
し
、い
ず
れ
継
い
で
か
ら
、と
手
伝
い

の
中
で
あ
ま
り
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
長
男
は
別
の
道
を
選
ん
だ
。

　「
こ
こ
で

や止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」。一
度
は
揺
ら
い
だ
決
意
を
固
め
さ

せ
た
の
は
、17
代
続
い
て
き
た
家
業
の

重
さ
と
、20
歳
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に

修
業
し
て
き
た
と
い
う
自
負
だ
っ
た
。

　
父
の
四
十
九
日
の
法
要
で
出
し
た

一
輪
差
し
が
、親
戚
の
目
を
変
え
る
。

「
こ
れ
だ
け
作
り
き
る
な
ら
よ
か
」。柴

田
家
の
18
代
と
し
て
認
め
ら
れ
た
瞬
間

だ
っ
た
。

　
福
岡
空
港
に
ほ
ど
近
い
志
免
町
に

工
房
を
移
し
、軒
に
筥
崎
宮
飾
職
を
示

す
注
連
縄
を
巡
ら
し
て
曲
物
と
向
か

い
あ
う
日
々
が
始
ま
る
。

　「
横
で
黙
っ
て
見
て
い
る
だ
け
。し
か

も
、何
も
教
え
て
く
れ
な
い
の
に
失
敗

す
れ
ば
怒
る
」父
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
の

は
、木
の
表
裏
の
見
分
け
方
だ
け
だ
っ

た
。「
私
に
継
が
せ
る
つ
も
り
が
な
か
っ

た
か
ら
、教
え
る
必
要
も
な
か
っ
た
は

ず
」だ
か
ら
で
あ
る
。

　
木
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
だ
け
で
も
10
年
は
か
か
る
。一
日

一
日
、手
が
コ
ツ
を
覚
え
、自
然
に
動
く

よ
う
に
な
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

が
必
要
だ
っ
た
だ
ろ
う
。数
を
こ
な
す

こ
と
で
腕
を
磨
い
て
い
っ
た
の
は
、父
と

同
じ
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
14
年
。日
本
民
芸
展
へ
の

入
賞
や
、京
都
の
漆
絵
作
家
と
の
共
同

制
作
、展
示
会
な
ど
意
欲
的
な
活
動
を

続
け
、平
成
19
年（
2
0
0
7
年
）に

「
玉
樹
」を
襲
名
し
た
柴
田
家
18
代
の

周
囲
に
は
、「
女
だ
か
ら
」と
い
う
声
は

も
う
な
い
。

　
近
ご
ろ
、仕
事
中
の
姿
が
父
に
似
て

き
た
と
言
わ
れ
る
。「
や
っ
ぱ
り
親
子
や

け
ん
ね
ぇ
」と
笑
う
。

上.店先に積み上げられた博多曲物と15代・柴田庄吉。手元
の火鉢も曲物である／下.仕事中の父、17代・柴田玉樹

弁当箱だえん
杉の木目をいかした弁当箱。
炊きたてのご飯を入れてもベタつかず、
おいしいご飯が保てる

家
業
４
０
０
年

父
・
玉
樹
と
曾
祖
父
・
庄
吉

父
の
死

マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
出
発

　
博
多
曲
物
と
は
、杉
や
ひ
の
き檜
の
薄
い

板
材
に
熱
を
加
え
て
曲
げ
、板
の
端

を
桜
の
皮
で
綴
じ
て
作
ら
れ
た
容
器

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
今
回
は
新
春
特
別
編
と
し
て
、博

多
曲
物
師
、   18
代
・
し
ば 

た 

た
ま 

き 

柴
田
玉
樹
氏
の

技
と
生
き
方
に
迫
り
ま
す
。

 

は
か
　 

た
　 

ま
げ
　
も
の

博
多
曲
物

九州の「地域ブランド」を
ご紹介致します。
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曲
物
は
永
い
間
、庶
民
の
暮
ら
し
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
用
具
だ
っ
た
。昭

和
の
初
め
ま
で
の

ま 

い
だ
し

馬
出（
福
岡
市
東

区
）は
、古
い
街
道
の
両
側
に
町
家
が

連
な
り
、柴
田
、西
田
、東
郷
な
ど
二
十

数
軒
が
曲
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と
い
う
。

な
か
で
も
柴
田
玉
樹
の
家
は
、当
代
で

18
代
を
重
ね
て
き
た
。

　
柴
田
家
は
初
代
・
吉
右
衛
門
以
来
、

代
々
長
男
が
後
を
継
ぎ
、吉
右
衛
門
、

 

い
　
　
え
　 

も
ん

伊
右
衛
門
の
名
前
を
順
に
名
乗
っ
て
き

た
。と
こ
ろ
が
17
代
を
継
ぐ
は
ず
だ
っ

た
伊
右
衛
門
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
た

め
、次
男
の
玉
樹（
17
代
）が
後
を
継
ぐ

こ
と
に
な
る
。昭
和
7
年（
1
9
3
2

年
）生
ま
れ
の
玉
樹
が
本
格
的
に
曲
物

づ
く
り
の
道
に
入
っ
た
の
は
20
代
の
半

ば
。16
代
も
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、

17
代
の
父
は
曲
物
づ
く
り
を
祖
父
の
15

代・庄
吉（
昭
和
31
年
没
）に
学
ん
で
い

る
。「
木
取
り
も
曲
げ
も
、そ
ば
で
見
て

覚
え
る
し
か
な
い
」ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
つ
く
れ
ば
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
時

代
、父
は
数
を
こ
な
す
こ
と
で
腕
を
磨

き
、昭
和
56
年（
1
9
8
1
年
）、福
岡

市
の
無
形
文
化
財「
博
多
曲
物
」の
技

術
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

蓋
置
と
菓
子
器
が
一
級
の
茶
道
具
と

し
て
認
め
ら
れ
、工
芸
品
と
し
て
全
国

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
18
代
・
柴
田
玉
樹（
本
名
・
真
理
子
）

は
、そ
ん
な
曲
物
師
の
次
女
と
し
て
生

ま
れ
、杉
や
檜
の
香
り
の
す
る
作
業
場

で
遊
び
な
が
ら
育
っ
た
。小
学
生
の
と

き
か
ら
姉
の
妙
子
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事

場
の
掃
除
や
簡
単
な
作
業
を
仕
込
ま

れ
、18
歳
で
母
を
亡
く
し
て
か
ら
は
、家

事
も
こ
な
し
な
が
ら
父
の
傍
ら
で
曲
物

を
つ
く
り
、絵
付
け
も
任
さ
れ
た
。結

婚
後
も
作
業
場
に
通
い
、会
社
を
切
り

盛
り
し
、体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
父
に
代

わ
っ
て
曲
物
づ
く
り
に
励
ん
だ
。

　
頑
固
で
わ
が
ま
ま
。絵
に
描
い
た
よ

う
な
職
人
だ
っ
た
父
は
、肺
が
ん
を
患

い
、平
成
7
年（
1
9
9
5
年
）、64
歳

で
急
逝
す
る
。知
人
の
保
証
人
に
な

り
、多
額
の
負
債
を
背
負
っ
て
会
社
が

倒
産
、家
も
仕
事
場
も
失
っ
た
心
労
が

た
た
っ
た
の
だ
ろ
う
。規
模
を
縮
小
し

て
も
曲
物
づ
く
り
だ
け
は
続
け
よ
う
と

し
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、代
々
続
く

家
業
を
守
り
継
ご
う
と
決
意
す
る
。だ

が
そ
の
と
き
、倒
産
し
た
こ
と
で
社
会

的
な
信
用
を
失
っ
た
家
は
ど
ん
底
状

態
、自
身
は
長
男
を
産
ん
だ
ば
か
り
。

女
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、材
料
の

仕
入
れ
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。

　
じ
つ
は
一
度
、生
前
の
父
に「
私
が
や

ろ
う
か
」と
言
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。返

事
は「
男（
長
男
）が
お
る
と
に
、男
ば

差
し
置
い
て
な
ん
ば
い
い
よ
う
と
か
。

父
は
ぼ
そ
り
と「
き
れ
い
に
な
ら
ん
め

え
が
」と
言
っ
た
と
い
う
。い
ま
同
じ
も

の
を
つ
く
っ
た
ら
合
格
点
を
も
ら
え
る

だ
ろ
う
か
。そ
れ
と
も
…
永
く
続
く

「
家
業
」と
は
そ
こ
に
い
て
も
い
な
く
て

も
、つ
ね
に
父
や
祖
父
の
背
中
を
見
な

が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
、な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
曲
物
の
最
盛
期
は
大
正
か
ら
昭
和

の
初
め
に
か
け
て
だ
っ
た
。戦
後
、そ
の

状
況
は
激
変
す
る
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
と
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
登
場
に
よ
っ
て
、曲

物
は
容
器
と
し
て
の
用
途
を
ほ
と
ん
ど

失
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
。曲
物
を「
ま

げ
も
ん
」と
呼
ぶ
博
多
っ
子
も
減
り
、

茶
道
具
と
や
っ
ぱ
り
こ
れ
で
な
く
て
は

と
い
う
愛
着
に
支
え
ら
れ
て
、い
の
ち

を
つ
な
い
で
き
た
。

　
そ
の
空
気
が
少
し
ず
つ
変
わ
って
き
て

い
る
。例
え
ば
、最
近
、市
内
の
幼
稚
園

か
ら
園
児
用
の
弁
当
箱
の
注
文
を
受

け
た
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら「
本
物
」に
触

れ
さ
せ
た
い
か
ら
、と
い
う
。

　
塗
り
を
施
さ
な
い
博
多
曲
物
は
軽

く
て
通
気
性
が
よ
く
、ご
飯
が
傷
み
に

く
い
。杉
そ
の
も
の
に
も
殺
菌
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
、優
れ
た
機
能
性
で
弁

当
箱
と
し
て
永
く
愛
さ
れ
て
き
た
。だ

が
そ
の
前
に
、「
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

に
、素
木
の
木
肌
の
手
触
り
や
、ほ
の
か

な
木
の
香
り
の
心
地
よ
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
」と
思
う
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら
身

近
に
あ
っ
て
こ
そ
、曲
物
へ
の
愛
情
が
育

つ
と
思
う
か
ら
だ
。

　
長
く
作
り
継
が
れ
て
き
た
博
多
曲

物
の「
ポ
ッ
ポ
ー
お
膳
」も
そ
う
だ
。博

多
の
子
ど
も
は
、こ
の
お
膳
の
前
に
座

る
こ
と
で
、七
五
三
や
正
月
な
ど
の〝
特

別
な
日
〞の
喜
び
や
、自
分
が
大
切
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
、知
ら
ず
知
ら
ず

教
え
ら
れ
て
育
っ
た
も
の
だ
。

　
博
多
曲
物
の
魅
力
を
少
し
で
も
広
く

伝
え
ら
れ
た
ら
。父
が
任
さ
れ
て
い
た

「『
博
多
町
家
』ふ
る
さ
と
館
」で
の
実

演
を
引
き
継
い
だ
の
も
、そ
ん
な
思
い

か
ら
だ
。全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
観
光

客
に
日
用
の
道
具
で
あ
る
こ
と
、丁
寧

に
使
え
ば
十
年
二
十
年
は
も
つ
こ
と
を

博
多
弁
で
語
っ
て
い
る
。

　
神
事
か
ら
庶
民
の
日
々
の
暮
ら
し
ま

で
、曲
物
は
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
使
わ
れ
て
き
た
。自
然
か
ら
も
ら
っ

た
ま
ま
の
色
は
目
に
や
さ
し
く
、な
め

ら
か
な
手
触
り
と
ほ
の
か
な
木
の
香

は
、ほ
っ
と
心
を
寛
が
せ
る
。古
式
ゆ
か

し
い
神
事
で
も
、こ
だ
わ
り
の
料
理
で

も
て
な
す
食
事
処
で
も
、す
ん
な
り
と

そ
の
場
に
溶
け
込
み
、用
の
具
と
し
て

役
割
を
果
た
す
そ
の
姿
に
は
流
行
り
の

モ
ノ
に
は
な
い
鮮
度
が
あ
る
。

　
風
土
に
根
差
し
た
モ
ノ
は
、時
代
を

超
え
る
。「
新
し
い
伝
統
」は
、多
分
、

そ
こ
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
。

　
木
を
薄
い
板
に
し
、熱
湯
で
煮
て
柔

ら
か
く
し
て
曲
げ
、乾
燥
さ
せ
て
桜
の

皮
で
綴
じ
合
わ
せ
る
。曲
物
の
工
程
は

至
っ
て
単
純
だ
。し
か
し
、押
さ
え
る
べ

き
と
こ
ろ
を
押
さ
え
な
い
と
、文
字
通

り
売
り
物
に
な
ら
な
い
。一
工
程
一
工

程
、手
も
気
も
抜
け
な
い
の
が
曲
物
づ

く
り
な
の
で
あ
る
。

　
博
多
曲
物
の
原
材
は
、目
が
詰
ま

り
、ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た「 

む  

ぶ
し
ま
さ 

め 

無
節
柾
目
」

が
約
束
事
。原
材
を
見
極
め
る
目
は
必

須
で
あ
る
。木
は
割
っ
て
見
れ
ば
育
っ
た

土
地
の
陽
当
た
り
の
よ
し
悪
し
や
、こ

ま
め
に
枝
打
ち
さ
れ
た
か
、手
を
掛
け

て
育
て
ら
れ
た
か
と
い
っ
た
こ
と
ま
で

わ
か
る
と
い
う
。

　
昔
は
ど
ん
な
木
工
品
で
も
近
隣
の
原

材
を
使
っ
た
。博
多
曲
物
の
場
合
は
若

杉
山
の
杉
と
檜
だ
っ
た
が
、大
木
が
希
少

に
な
っ
た
現
在
で
は
国
内
産
の
も
の
を

吟
味
し
て
使
う
。取
り
寄
せ
た
原
材
は

す
ぐ
に
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、最
低

で
も
1
年
は
自
然
乾
燥
さ
せ
る
。後
で

煮
る
か
ら
構
わ
な
い
だ
ろ
う
と
素
人
に

は
思
え
る
が
、一
度
き
ち
ん
と
乾
燥
さ

せ
な
い
と
出
来
上
が
り
の
寸
法
が
違
っ

て
く
る
と
い
う
。こ
こ
ま
で
の
時
間
を

経
て
、よ
う
や
く
手
の
仕
事
が
始
ま
る
。

　
お
お
ま
か
に
製
材
し
荒
削
り
し
て
か

ら
、つ
く
る
も
の
に
応
じ
た
厚
さ
に
す

る
。削
り
な
が
ら
色
や
木
目
の
流
れ
を

読
み
、そ
の
原
材
の
ど
こ
を
ど
う
使
う
か

を
決
め
て
い
く
。板
を
煮
る
と
き
湯
を
つ

ね
に
循
環
さ
せ
て
、原
材
か
ら
出
た
ア
ク

が
再
び
木
地
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

柔
ら
か
く
し
た
木
は
、い
ち
、に
の
、さ

ん
で
曲
げ
、巻
木
を
外
し
た
ら「
ふ
わ
っ

と
力
を
い
れ
て
」か
た
ち
を
整
え
る
。

流
れ
る
よ
う
に
続
く
一
連
の
作
業
は
、

ま
る
で
木
を
あ
や
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
父
が
元
気
な
と
き
、お

ひ
つ櫃
を
一
度
に

50
個
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。丸
く
つ

く
っ
た
つ
も
り
の
そ
れ
は
、で
き
て
み
れ

ば
全
部
楕
円
だ
っ
た
。そ
れ
を
見
て
、

お
前
は
嫁
に
行
く
っ
ち
ゃ
ろ
う
が
」だ
っ

た
。25
歳
の
正
月
、集
ま
っ
た
親
戚
の
前

で「
後
ば
継
ご
う
か
ね
ぇ
」と
言
っ
た
と

き
に
も
、「
女
に
な
ん
ば
で
き
る
か
、っ
て

ぼ
ろ
く
そ
言
わ
れ
た
」の
だ
と
い
う
。し

か
し
、い
ず
れ
継
い
で
か
ら
、と
手
伝
い

の
中
で
あ
ま
り
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
長
男
は
別
の
道
を
選
ん
だ
。

　「
こ
こ
で

や止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」。一
度
は
揺
ら
い
だ
決
意
を
固
め
さ

せ
た
の
は
、17
代
続
い
て
き
た
家
業
の

重
さ
と
、20
歳
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に

修
業
し
て
き
た
と
い
う
自
負
だ
っ
た
。

　
父
の
四
十
九
日
の
法
要
で
出
し
た

一
輪
差
し
が
、親
戚
の
目
を
変
え
る
。

「
こ
れ
だ
け
作
り
き
る
な
ら
よ
か
」。柴

田
家
の
18
代
と
し
て
認
め
ら
れ
た
瞬
間

だ
っ
た
。

　
福
岡
空
港
に
ほ
ど
近
い
志
免
町
に

工
房
を
移
し
、軒
に
筥
崎
宮
飾
職
を
示

す
注
連
縄
を
巡
ら
し
て
曲
物
と
向
か

い
あ
う
日
々
が
始
ま
る
。

　「
横
で
黙
っ
て
見
て
い
る
だ
け
。し
か

も
、何
も
教
え
て
く
れ
な
い
の
に
失
敗

す
れ
ば
怒
る
」父
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
の

は
、木
の
表
裏
の
見
分
け
方
だ
け
だ
っ

た
。「
私
に
継
が
せ
る
つ
も
り
が
な
か
っ

た
か
ら
、教
え
る
必
要
も
な
か
っ
た
は

ず
」だ
か
ら
で
あ
る
。

　
木
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
だ
け
で
も
10
年
は
か
か
る
。一
日

一
日
、手
が
コ
ツ
を
覚
え
、自
然
に
動
く

よ
う
に
な
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

が
必
要
だ
っ
た
だ
ろ
う
。数
を
こ
な
す

こ
と
で
腕
を
磨
い
て
い
っ
た
の
は
、父
と

同
じ
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
14
年
。日
本
民
芸
展
へ
の

入
賞
や
、京
都
の
漆
絵
作
家
と
の
共
同

制
作
、展
示
会
な
ど
意
欲
的
な
活
動
を

続
け
、平
成
19
年（
2
0
0
7
年
）に

「
玉
樹
」を
襲
名
し
た
柴
田
家
18
代
の

周
囲
に
は
、「
女
だ
か
ら
」と
い
う
声
は

も
う
な
い
。

　
近
ご
ろ
、仕
事
中
の
姿
が
父
に
似
て

き
た
と
言
わ
れ
る
。「
や
っ
ぱ
り
親
子
や

け
ん
ね
ぇ
」と
笑
う
。

上.店先に積み上げられた博多曲物と15代・柴田庄吉。手元
の火鉢も曲物である／下.仕事中の父、17代・柴田玉樹

弁当箱だえん
杉の木目をいかした弁当箱。
炊きたてのご飯を入れてもベタつかず、
おいしいご飯が保てる

家
業
４
０
０
年

父
・
玉
樹
と
曾
祖
父
・
庄
吉

父
の
死

マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
出
発

　
博
多
曲
物
と
は
、杉
や
ひ
の
き檜
の
薄
い

板
材
に
熱
を
加
え
て
曲
げ
、板
の
端

を
桜
の
皮
で
綴
じ
て
作
ら
れ
た
容
器

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
今
回
は
新
春
特
別
編
と
し
て
、博

多
曲
物
師
、   18
代
・
し
ば 

た 

た
ま 

き 

柴
田
玉
樹
氏
の

技
と
生
き
方
に
迫
り
ま
す
。

 

は
か
　 

た
　 

ま
げ
　
も
の

博
多
曲
物

九州の「地域ブランド」を
ご紹介致します。
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曲
物
は
永
い
間
、庶
民
の
暮
ら
し
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
用
具
だ
っ
た
。昭

和
の
初
め
ま
で
の

ま 

い
だ
し

馬
出（
福
岡
市
東

区
）は
、古
い
街
道
の
両
側
に
町
家
が

連
な
り
、柴
田
、西
田
、東
郷
な
ど
二
十

数
軒
が
曲
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と
い
う
。

な
か
で
も
柴
田
玉
樹
の
家
は
、当
代
で

18
代
を
重
ね
て
き
た
。

　
柴
田
家
は
初
代
・
吉
右
衛
門
以
来
、

代
々
長
男
が
後
を
継
ぎ
、吉
右
衛
門
、

 

い
　
　
え
　 

も
ん

伊
右
衛
門
の
名
前
を
順
に
名
乗
っ
て
き

た
。と
こ
ろ
が
17
代
を
継
ぐ
は
ず
だ
っ

た
伊
右
衛
門
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
た

め
、次
男
の
玉
樹（
17
代
）が
後
を
継
ぐ

こ
と
に
な
る
。昭
和
7
年（
1
9
3
2

年
）生
ま
れ
の
玉
樹
が
本
格
的
に
曲
物

づ
く
り
の
道
に
入
っ
た
の
は
20
代
の
半

ば
。16
代
も
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、

17
代
の
父
は
曲
物
づ
く
り
を
祖
父
の
15

代・庄
吉（
昭
和
31
年
没
）に
学
ん
で
い

る
。「
木
取
り
も
曲
げ
も
、そ
ば
で
見
て

覚
え
る
し
か
な
い
」ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
つ
く
れ
ば
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
時

代
、父
は
数
を
こ
な
す
こ
と
で
腕
を
磨

き
、昭
和
56
年（
1
9
8
1
年
）、福
岡

市
の
無
形
文
化
財「
博
多
曲
物
」の
技

術
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

蓋
置
と
菓
子
器
が
一
級
の
茶
道
具
と

し
て
認
め
ら
れ
、工
芸
品
と
し
て
全
国

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
18
代
・
柴
田
玉
樹（
本
名
・
真
理
子
）

は
、そ
ん
な
曲
物
師
の
次
女
と
し
て
生

ま
れ
、杉
や
檜
の
香
り
の
す
る
作
業
場

で
遊
び
な
が
ら
育
っ
た
。小
学
生
の
と

き
か
ら
姉
の
妙
子
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事

場
の
掃
除
や
簡
単
な
作
業
を
仕
込
ま

れ
、18
歳
で
母
を
亡
く
し
て
か
ら
は
、家

事
も
こ
な
し
な
が
ら
父
の
傍
ら
で
曲
物

を
つ
く
り
、絵
付
け
も
任
さ
れ
た
。結

婚
後
も
作
業
場
に
通
い
、会
社
を
切
り

盛
り
し
、体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
父
に
代

わ
っ
て
曲
物
づ
く
り
に
励
ん
だ
。

　
頑
固
で
わ
が
ま
ま
。絵
に
描
い
た
よ

う
な
職
人
だ
っ
た
父
は
、肺
が
ん
を
患

い
、平
成
7
年（
1
9
9
5
年
）、64
歳

で
急
逝
す
る
。知
人
の
保
証
人
に
な

り
、多
額
の
負
債
を
背
負
っ
て
会
社
が

倒
産
、家
も
仕
事
場
も
失
っ
た
心
労
が

た
た
っ
た
の
だ
ろ
う
。規
模
を
縮
小
し

て
も
曲
物
づ
く
り
だ
け
は
続
け
よ
う
と

し
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、代
々
続
く

家
業
を
守
り
継
ご
う
と
決
意
す
る
。だ

が
そ
の
と
き
、倒
産
し
た
こ
と
で
社
会

的
な
信
用
を
失
っ
た
家
は
ど
ん
底
状

態
、自
身
は
長
男
を
産
ん
だ
ば
か
り
。

女
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、材
料
の

仕
入
れ
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。

　
じ
つ
は
一
度
、生
前
の
父
に「
私
が
や

ろ
う
か
」と
言
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。返

事
は「
男（
長
男
）が
お
る
と
に
、男
ば

差
し
置
い
て
な
ん
ば
い
い
よ
う
と
か
。

父
は
ぼ
そ
り
と「
き
れ
い
に
な
ら
ん
め

え
が
」と
言
っ
た
と
い
う
。い
ま
同
じ
も

の
を
つ
く
っ
た
ら
合
格
点
を
も
ら
え
る

だ
ろ
う
か
。そ
れ
と
も
…
永
く
続
く

「
家
業
」と
は
そ
こ
に
い
て
も
い
な
く
て

も
、つ
ね
に
父
や
祖
父
の
背
中
を
見
な

が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
、な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
曲
物
の
最
盛
期
は
大
正
か
ら
昭
和

の
初
め
に
か
け
て
だ
っ
た
。戦
後
、そ
の

状
況
は
激
変
す
る
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
と
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
登
場
に
よ
っ
て
、曲

物
は
容
器
と
し
て
の
用
途
を
ほ
と
ん
ど

失
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
。曲
物
を「
ま

げ
も
ん
」と
呼
ぶ
博
多
っ
子
も
減
り
、

茶
道
具
と
や
っ
ぱ
り
こ
れ
で
な
く
て
は

と
い
う
愛
着
に
支
え
ら
れ
て
、い
の
ち

を
つ
な
い
で
き
た
。

　
そ
の
空
気
が
少
し
ず
つ
変
わ
って
き
て

い
る
。例
え
ば
、最
近
、市
内
の
幼
稚
園

か
ら
園
児
用
の
弁
当
箱
の
注
文
を
受

け
た
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら「
本
物
」に
触

れ
さ
せ
た
い
か
ら
、と
い
う
。

　
塗
り
を
施
さ
な
い
博
多
曲
物
は
軽

く
て
通
気
性
が
よ
く
、ご
飯
が
傷
み
に

く
い
。杉
そ
の
も
の
に
も
殺
菌
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
、優
れ
た
機
能
性
で
弁

当
箱
と
し
て
永
く
愛
さ
れ
て
き
た
。だ

が
そ
の
前
に
、「
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

に
、素
木
の
木
肌
の
手
触
り
や
、ほ
の
か

な
木
の
香
り
の
心
地
よ
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
」と
思
う
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら
身

近
に
あ
っ
て
こ
そ
、曲
物
へ
の
愛
情
が
育

つ
と
思
う
か
ら
だ
。

　
長
く
作
り
継
が
れ
て
き
た
博
多
曲

物
の「
ポ
ッ
ポ
ー
お
膳
」も
そ
う
だ
。博

多
の
子
ど
も
は
、こ
の
お
膳
の
前
に
座

る
こ
と
で
、七
五
三
や
正
月
な
ど
の〝
特

別
な
日
〞の
喜
び
や
、自
分
が
大
切
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
、知
ら
ず
知
ら
ず

教
え
ら
れ
て
育
っ
た
も
の
だ
。

　
博
多
曲
物
の
魅
力
を
少
し
で
も
広
く

伝
え
ら
れ
た
ら
。父
が
任
さ
れ
て
い
た

「『
博
多
町
家
』ふ
る
さ
と
館
」で
の
実

演
を
引
き
継
い
だ
の
も
、そ
ん
な
思
い

か
ら
だ
。全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
観
光

客
に
日
用
の
道
具
で
あ
る
こ
と
、丁
寧

に
使
え
ば
十
年
二
十
年
は
も
つ
こ
と
を

博
多
弁
で
語
っ
て
い
る
。

　
神
事
か
ら
庶
民
の
日
々
の
暮
ら
し
ま

で
、曲
物
は
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
使
わ
れ
て
き
た
。自
然
か
ら
も
ら
っ

た
ま
ま
の
色
は
目
に
や
さ
し
く
、な
め

ら
か
な
手
触
り
と
ほ
の
か
な
木
の
香

は
、ほ
っ
と
心
を
寛
が
せ
る
。古
式
ゆ
か

し
い
神
事
で
も
、こ
だ
わ
り
の
料
理
で

も
て
な
す
食
事
処
で
も
、す
ん
な
り
と

そ
の
場
に
溶
け
込
み
、用
の
具
と
し
て

役
割
を
果
た
す
そ
の
姿
に
は
流
行
り
の

モ
ノ
に
は
な
い
鮮
度
が
あ
る
。

　
風
土
に
根
差
し
た
モ
ノ
は
、時
代
を

超
え
る
。「
新
し
い
伝
統
」は
、多
分
、

そ
こ
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
。

　
木
を
薄
い
板
に
し
、熱
湯
で
煮
て
柔

ら
か
く
し
て
曲
げ
、乾
燥
さ
せ
て
桜
の

皮
で
綴
じ
合
わ
せ
る
。曲
物
の
工
程
は

至
っ
て
単
純
だ
。し
か
し
、押
さ
え
る
べ

き
と
こ
ろ
を
押
さ
え
な
い
と
、文
字
通

り
売
り
物
に
な
ら
な
い
。一
工
程
一
工

程
、手
も
気
も
抜
け
な
い
の
が
曲
物
づ

く
り
な
の
で
あ
る
。

　
博
多
曲
物
の
原
材
は
、目
が
詰
ま

り
、ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た「 

む  

ぶ
し
ま
さ 

め 

無
節
柾
目
」

が
約
束
事
。原
材
を
見
極
め
る
目
は
必

須
で
あ
る
。木
は
割
っ
て
見
れ
ば
育
っ
た

土
地
の
陽
当
た
り
の
よ
し
悪
し
や
、こ

ま
め
に
枝
打
ち
さ
れ
た
か
、手
を
掛
け

て
育
て
ら
れ
た
か
と
い
っ
た
こ
と
ま
で

わ
か
る
と
い
う
。

　
昔
は
ど
ん
な
木
工
品
で
も
近
隣
の
原

材
を
使
っ
た
。博
多
曲
物
の
場
合
は
若

杉
山
の
杉
と
檜
だ
っ
た
が
、大
木
が
希
少

に
な
っ
た
現
在
で
は
国
内
産
の
も
の
を

吟
味
し
て
使
う
。取
り
寄
せ
た
原
材
は

す
ぐ
に
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、最
低

で
も
1
年
は
自
然
乾
燥
さ
せ
る
。後
で

煮
る
か
ら
構
わ
な
い
だ
ろ
う
と
素
人
に

は
思
え
る
が
、一
度
き
ち
ん
と
乾
燥
さ

せ
な
い
と
出
来
上
が
り
の
寸
法
が
違
っ

て
く
る
と
い
う
。こ
こ
ま
で
の
時
間
を

経
て
、よ
う
や
く
手
の
仕
事
が
始
ま
る
。

　
お
お
ま
か
に
製
材
し
荒
削
り
し
て
か

ら
、つ
く
る
も
の
に
応
じ
た
厚
さ
に
す

る
。削
り
な
が
ら
色
や
木
目
の
流
れ
を

読
み
、そ
の
原
材
の
ど
こ
を
ど
う
使
う
か

を
決
め
て
い
く
。板
を
煮
る
と
き
湯
を
つ

ね
に
循
環
さ
せ
て
、原
材
か
ら
出
た
ア
ク

が
再
び
木
地
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

柔
ら
か
く
し
た
木
は
、い
ち
、に
の
、さ

ん
で
曲
げ
、巻
木
を
外
し
た
ら「
ふ
わ
っ

と
力
を
い
れ
て
」か
た
ち
を
整
え
る
。

流
れ
る
よ
う
に
続
く
一
連
の
作
業
は
、

ま
る
で
木
を
あ
や
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
父
が
元
気
な
と
き
、お

ひ
つ櫃
を
一
度
に

50
個
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。丸
く
つ

く
っ
た
つ
も
り
の
そ
れ
は
、で
き
て
み
れ

ば
全
部
楕
円
だ
っ
た
。そ
れ
を
見
て
、

お
前
は
嫁
に
行
く
っ
ち
ゃ
ろ
う
が
」だ
っ

た
。25
歳
の
正
月
、集
ま
っ
た
親
戚
の
前

で「
後
ば
継
ご
う
か
ね
ぇ
」と
言
っ
た
と

き
に
も
、「
女
に
な
ん
ば
で
き
る
か
、っ
て

ぼ
ろ
く
そ
言
わ
れ
た
」の
だ
と
い
う
。し

か
し
、い
ず
れ
継
い
で
か
ら
、と
手
伝
い

の
中
で
あ
ま
り
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
長
男
は
別
の
道
を
選
ん
だ
。

　「
こ
こ
で

や止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」。一
度
は
揺
ら
い
だ
決
意
を
固
め
さ

せ
た
の
は
、17
代
続
い
て
き
た
家
業
の

重
さ
と
、20
歳
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に

修
業
し
て
き
た
と
い
う
自
負
だ
っ
た
。

　
父
の
四
十
九
日
の
法
要
で
出
し
た

一
輪
差
し
が
、親
戚
の
目
を
変
え
る
。

「
こ
れ
だ
け
作
り
き
る
な
ら
よ
か
」。柴

田
家
の
18
代
と
し
て
認
め
ら
れ
た
瞬
間

だ
っ
た
。

　
福
岡
空
港
に
ほ
ど
近
い
志
免
町
に

工
房
を
移
し
、軒
に
筥
崎
宮
飾
職
を
示

す
注
連
縄
を
巡
ら
し
て
曲
物
と
向
か

い
あ
う
日
々
が
始
ま
る
。

　「
横
で
黙
っ
て
見
て
い
る
だ
け
。し
か

も
、何
も
教
え
て
く
れ
な
い
の
に
失
敗

す
れ
ば
怒
る
」父
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
の

は
、木
の
表
裏
の
見
分
け
方
だ
け
だ
っ

た
。「
私
に
継
が
せ
る
つ
も
り
が
な
か
っ

た
か
ら
、教
え
る
必
要
も
な
か
っ
た
は

ず
」だ
か
ら
で
あ
る
。

　
木
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
だ
け
で
も
10
年
は
か
か
る
。一
日

一
日
、手
が
コ
ツ
を
覚
え
、自
然
に
動
く

よ
う
に
な
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

が
必
要
だ
っ
た
だ
ろ
う
。数
を
こ
な
す

こ
と
で
腕
を
磨
い
て
い
っ
た
の
は
、父
と

同
じ
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
14
年
。日
本
民
芸
展
へ
の

入
賞
や
、京
都
の
漆
絵
作
家
と
の
共
同

制
作
、展
示
会
な
ど
意
欲
的
な
活
動
を

続
け
、平
成
19
年（
2
0
0
7
年
）に

「
玉
樹
」を
襲
名
し
た
柴
田
家
18
代
の

周
囲
に
は
、「
女
だ
か
ら
」と
い
う
声
は

も
う
な
い
。

　
近
ご
ろ
、仕
事
中
の
姿
が
父
に
似
て

き
た
と
言
わ
れ
る
。「
や
っ
ぱ
り
親
子
や

け
ん
ね
ぇ
」と
笑
う
。

左.前菜やデザートの器としても使える博多曲物／右.ポッポーお膳。幼児のお食い初めや七五三などに健やかな成長を願って使う祝い膳 左.（手前）蓋置＆なつめ、（奥）煙草盆・角。小物入れなど多用途に使える／右.香合。本来は香木を入れるための器だが、アクセサリー入れなどにも好適

1.つくるものに応じて側板の長さを
決め、断裁する／2.表面を削る作
業を繰り返し、つくるものに応じた
薄さに仕上げる／3.煮立った湯に
側板を浸け、アクを抜きながら10～
30分ほど煮る／4.5.巻木に杉板
を素早く巻きつけて曲げ、端を重ね
合わせる／6.合わせ目を木挟では
さみ、かたちを整える／7.日陰で4
～5日間乾燥させる／8.重なる部
分に糊を塗り、乾いたら孔をあけて
桜の皮で綴じる

◀◀◀博多曲物のできるまで

急
が
ず
、逆
ら
わ
ず
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曲
物
は
永
い
間
、庶
民
の
暮
ら
し
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
用
具
だ
っ
た
。昭

和
の
初
め
ま
で
の

ま 

い
だ
し

馬
出（
福
岡
市
東

区
）は
、古
い
街
道
の
両
側
に
町
家
が

連
な
り
、柴
田
、西
田
、東
郷
な
ど
二
十

数
軒
が
曲
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と
い
う
。

な
か
で
も
柴
田
玉
樹
の
家
は
、当
代
で

18
代
を
重
ね
て
き
た
。

　
柴
田
家
は
初
代
・
吉
右
衛
門
以
来
、

代
々
長
男
が
後
を
継
ぎ
、吉
右
衛
門
、

 

い
　
　
え
　 

も
ん

伊
右
衛
門
の
名
前
を
順
に
名
乗
っ
て
き

た
。と
こ
ろ
が
17
代
を
継
ぐ
は
ず
だ
っ

た
伊
右
衛
門
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
た

め
、次
男
の
玉
樹（
17
代
）が
後
を
継
ぐ

こ
と
に
な
る
。昭
和
7
年（
1
9
3
2

年
）生
ま
れ
の
玉
樹
が
本
格
的
に
曲
物

づ
く
り
の
道
に
入
っ
た
の
は
20
代
の
半

ば
。16
代
も
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、

17
代
の
父
は
曲
物
づ
く
り
を
祖
父
の
15

代・庄
吉（
昭
和
31
年
没
）に
学
ん
で
い

る
。「
木
取
り
も
曲
げ
も
、そ
ば
で
見
て

覚
え
る
し
か
な
い
」ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
つ
く
れ
ば
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
時

代
、父
は
数
を
こ
な
す
こ
と
で
腕
を
磨

き
、昭
和
56
年（
1
9
8
1
年
）、福
岡

市
の
無
形
文
化
財「
博
多
曲
物
」の
技

術
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

蓋
置
と
菓
子
器
が
一
級
の
茶
道
具
と

し
て
認
め
ら
れ
、工
芸
品
と
し
て
全
国

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
18
代
・
柴
田
玉
樹（
本
名
・
真
理
子
）

は
、そ
ん
な
曲
物
師
の
次
女
と
し
て
生

ま
れ
、杉
や
檜
の
香
り
の
す
る
作
業
場

で
遊
び
な
が
ら
育
っ
た
。小
学
生
の
と

き
か
ら
姉
の
妙
子
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事

場
の
掃
除
や
簡
単
な
作
業
を
仕
込
ま

れ
、18
歳
で
母
を
亡
く
し
て
か
ら
は
、家

事
も
こ
な
し
な
が
ら
父
の
傍
ら
で
曲
物

を
つ
く
り
、絵
付
け
も
任
さ
れ
た
。結

婚
後
も
作
業
場
に
通
い
、会
社
を
切
り

盛
り
し
、体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
父
に
代

わ
っ
て
曲
物
づ
く
り
に
励
ん
だ
。

　
頑
固
で
わ
が
ま
ま
。絵
に
描
い
た
よ

う
な
職
人
だ
っ
た
父
は
、肺
が
ん
を
患

い
、平
成
7
年（
1
9
9
5
年
）、64
歳

で
急
逝
す
る
。知
人
の
保
証
人
に
な

り
、多
額
の
負
債
を
背
負
っ
て
会
社
が

倒
産
、家
も
仕
事
場
も
失
っ
た
心
労
が

た
た
っ
た
の
だ
ろ
う
。規
模
を
縮
小
し

て
も
曲
物
づ
く
り
だ
け
は
続
け
よ
う
と

し
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、代
々
続
く

家
業
を
守
り
継
ご
う
と
決
意
す
る
。だ

が
そ
の
と
き
、倒
産
し
た
こ
と
で
社
会

的
な
信
用
を
失
っ
た
家
は
ど
ん
底
状

態
、自
身
は
長
男
を
産
ん
だ
ば
か
り
。

女
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、材
料
の

仕
入
れ
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。

　
じ
つ
は
一
度
、生
前
の
父
に「
私
が
や

ろ
う
か
」と
言
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。返

事
は「
男（
長
男
）が
お
る
と
に
、男
ば

差
し
置
い
て
な
ん
ば
い
い
よ
う
と
か
。

父
は
ぼ
そ
り
と「
き
れ
い
に
な
ら
ん
め

え
が
」と
言
っ
た
と
い
う
。い
ま
同
じ
も

の
を
つ
く
っ
た
ら
合
格
点
を
も
ら
え
る

だ
ろ
う
か
。そ
れ
と
も
…
永
く
続
く

「
家
業
」と
は
そ
こ
に
い
て
も
い
な
く
て

も
、つ
ね
に
父
や
祖
父
の
背
中
を
見
な

が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
、な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
曲
物
の
最
盛
期
は
大
正
か
ら
昭
和

の
初
め
に
か
け
て
だ
っ
た
。戦
後
、そ
の

状
況
は
激
変
す
る
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
と
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
登
場
に
よ
っ
て
、曲

物
は
容
器
と
し
て
の
用
途
を
ほ
と
ん
ど

失
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
。曲
物
を「
ま

げ
も
ん
」と
呼
ぶ
博
多
っ
子
も
減
り
、

茶
道
具
と
や
っ
ぱ
り
こ
れ
で
な
く
て
は

と
い
う
愛
着
に
支
え
ら
れ
て
、い
の
ち

を
つ
な
い
で
き
た
。

　
そ
の
空
気
が
少
し
ず
つ
変
わ
って
き
て

い
る
。例
え
ば
、最
近
、市
内
の
幼
稚
園

か
ら
園
児
用
の
弁
当
箱
の
注
文
を
受

け
た
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら「
本
物
」に
触

れ
さ
せ
た
い
か
ら
、と
い
う
。

　
塗
り
を
施
さ
な
い
博
多
曲
物
は
軽

く
て
通
気
性
が
よ
く
、ご
飯
が
傷
み
に

く
い
。杉
そ
の
も
の
に
も
殺
菌
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
、優
れ
た
機
能
性
で
弁

当
箱
と
し
て
永
く
愛
さ
れ
て
き
た
。だ

が
そ
の
前
に
、「
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

に
、素
木
の
木
肌
の
手
触
り
や
、ほ
の
か

な
木
の
香
り
の
心
地
よ
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
」と
思
う
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら
身

近
に
あ
っ
て
こ
そ
、曲
物
へ
の
愛
情
が
育

つ
と
思
う
か
ら
だ
。

　
長
く
作
り
継
が
れ
て
き
た
博
多
曲

物
の「
ポ
ッ
ポ
ー
お
膳
」も
そ
う
だ
。博

多
の
子
ど
も
は
、こ
の
お
膳
の
前
に
座

る
こ
と
で
、七
五
三
や
正
月
な
ど
の〝
特

別
な
日
〞の
喜
び
や
、自
分
が
大
切
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
、知
ら
ず
知
ら
ず

教
え
ら
れ
て
育
っ
た
も
の
だ
。

　
博
多
曲
物
の
魅
力
を
少
し
で
も
広
く

伝
え
ら
れ
た
ら
。父
が
任
さ
れ
て
い
た

「『
博
多
町
家
』ふ
る
さ
と
館
」で
の
実

演
を
引
き
継
い
だ
の
も
、そ
ん
な
思
い

か
ら
だ
。全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
観
光

客
に
日
用
の
道
具
で
あ
る
こ
と
、丁
寧

に
使
え
ば
十
年
二
十
年
は
も
つ
こ
と
を

博
多
弁
で
語
っ
て
い
る
。

　
神
事
か
ら
庶
民
の
日
々
の
暮
ら
し
ま

で
、曲
物
は
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
使
わ
れ
て
き
た
。自
然
か
ら
も
ら
っ

た
ま
ま
の
色
は
目
に
や
さ
し
く
、な
め

ら
か
な
手
触
り
と
ほ
の
か
な
木
の
香

は
、ほ
っ
と
心
を
寛
が
せ
る
。古
式
ゆ
か

し
い
神
事
で
も
、こ
だ
わ
り
の
料
理
で

も
て
な
す
食
事
処
で
も
、す
ん
な
り
と

そ
の
場
に
溶
け
込
み
、用
の
具
と
し
て

役
割
を
果
た
す
そ
の
姿
に
は
流
行
り
の

モ
ノ
に
は
な
い
鮮
度
が
あ
る
。

　
風
土
に
根
差
し
た
モ
ノ
は
、時
代
を

超
え
る
。「
新
し
い
伝
統
」は
、多
分
、

そ
こ
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
。

　
木
を
薄
い
板
に
し
、熱
湯
で
煮
て
柔

ら
か
く
し
て
曲
げ
、乾
燥
さ
せ
て
桜
の

皮
で
綴
じ
合
わ
せ
る
。曲
物
の
工
程
は

至
っ
て
単
純
だ
。し
か
し
、押
さ
え
る
べ

き
と
こ
ろ
を
押
さ
え
な
い
と
、文
字
通

り
売
り
物
に
な
ら
な
い
。一
工
程
一
工

程
、手
も
気
も
抜
け
な
い
の
が
曲
物
づ

く
り
な
の
で
あ
る
。

　
博
多
曲
物
の
原
材
は
、目
が
詰
ま

り
、ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た「 

む  

ぶ
し
ま
さ 

め 

無
節
柾
目
」

が
約
束
事
。原
材
を
見
極
め
る
目
は
必

須
で
あ
る
。木
は
割
っ
て
見
れ
ば
育
っ
た

土
地
の
陽
当
た
り
の
よ
し
悪
し
や
、こ

ま
め
に
枝
打
ち
さ
れ
た
か
、手
を
掛
け

て
育
て
ら
れ
た
か
と
い
っ
た
こ
と
ま
で

わ
か
る
と
い
う
。

　
昔
は
ど
ん
な
木
工
品
で
も
近
隣
の
原

材
を
使
っ
た
。博
多
曲
物
の
場
合
は
若

杉
山
の
杉
と
檜
だ
っ
た
が
、大
木
が
希
少

に
な
っ
た
現
在
で
は
国
内
産
の
も
の
を

吟
味
し
て
使
う
。取
り
寄
せ
た
原
材
は

す
ぐ
に
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、最
低

で
も
1
年
は
自
然
乾
燥
さ
せ
る
。後
で

煮
る
か
ら
構
わ
な
い
だ
ろ
う
と
素
人
に

は
思
え
る
が
、一
度
き
ち
ん
と
乾
燥
さ

せ
な
い
と
出
来
上
が
り
の
寸
法
が
違
っ

て
く
る
と
い
う
。こ
こ
ま
で
の
時
間
を

経
て
、よ
う
や
く
手
の
仕
事
が
始
ま
る
。

　
お
お
ま
か
に
製
材
し
荒
削
り
し
て
か

ら
、つ
く
る
も
の
に
応
じ
た
厚
さ
に
す

る
。削
り
な
が
ら
色
や
木
目
の
流
れ
を

読
み
、そ
の
原
材
の
ど
こ
を
ど
う
使
う
か

を
決
め
て
い
く
。板
を
煮
る
と
き
湯
を
つ

ね
に
循
環
さ
せ
て
、原
材
か
ら
出
た
ア
ク

が
再
び
木
地
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

柔
ら
か
く
し
た
木
は
、い
ち
、に
の
、さ

ん
で
曲
げ
、巻
木
を
外
し
た
ら「
ふ
わ
っ

と
力
を
い
れ
て
」か
た
ち
を
整
え
る
。

流
れ
る
よ
う
に
続
く
一
連
の
作
業
は
、

ま
る
で
木
を
あ
や
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
父
が
元
気
な
と
き
、お

ひ
つ櫃
を
一
度
に

50
個
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。丸
く
つ

く
っ
た
つ
も
り
の
そ
れ
は
、で
き
て
み
れ

ば
全
部
楕
円
だ
っ
た
。そ
れ
を
見
て
、

お
前
は
嫁
に
行
く
っ
ち
ゃ
ろ
う
が
」だ
っ

た
。25
歳
の
正
月
、集
ま
っ
た
親
戚
の
前

で「
後
ば
継
ご
う
か
ね
ぇ
」と
言
っ
た
と

き
に
も
、「
女
に
な
ん
ば
で
き
る
か
、っ
て

ぼ
ろ
く
そ
言
わ
れ
た
」の
だ
と
い
う
。し

か
し
、い
ず
れ
継
い
で
か
ら
、と
手
伝
い

の
中
で
あ
ま
り
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
長
男
は
別
の
道
を
選
ん
だ
。

　「
こ
こ
で

や止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」。一
度
は
揺
ら
い
だ
決
意
を
固
め
さ

せ
た
の
は
、17
代
続
い
て
き
た
家
業
の

重
さ
と
、20
歳
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に

修
業
し
て
き
た
と
い
う
自
負
だ
っ
た
。

　
父
の
四
十
九
日
の
法
要
で
出
し
た

一
輪
差
し
が
、親
戚
の
目
を
変
え
る
。

「
こ
れ
だ
け
作
り
き
る
な
ら
よ
か
」。柴

田
家
の
18
代
と
し
て
認
め
ら
れ
た
瞬
間

だ
っ
た
。

　
福
岡
空
港
に
ほ
ど
近
い
志
免
町
に

工
房
を
移
し
、軒
に
筥
崎
宮
飾
職
を
示

す
注
連
縄
を
巡
ら
し
て
曲
物
と
向
か

い
あ
う
日
々
が
始
ま
る
。

　「
横
で
黙
っ
て
見
て
い
る
だ
け
。し
か

も
、何
も
教
え
て
く
れ
な
い
の
に
失
敗

す
れ
ば
怒
る
」父
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
の

は
、木
の
表
裏
の
見
分
け
方
だ
け
だ
っ

た
。「
私
に
継
が
せ
る
つ
も
り
が
な
か
っ

た
か
ら
、教
え
る
必
要
も
な
か
っ
た
は

ず
」だ
か
ら
で
あ
る
。

　
木
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
だ
け
で
も
10
年
は
か
か
る
。一
日

一
日
、手
が
コ
ツ
を
覚
え
、自
然
に
動
く

よ
う
に
な
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

が
必
要
だ
っ
た
だ
ろ
う
。数
を
こ
な
す

こ
と
で
腕
を
磨
い
て
い
っ
た
の
は
、父
と

同
じ
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
14
年
。日
本
民
芸
展
へ
の

入
賞
や
、京
都
の
漆
絵
作
家
と
の
共
同

制
作
、展
示
会
な
ど
意
欲
的
な
活
動
を

続
け
、平
成
19
年（
2
0
0
7
年
）に

「
玉
樹
」を
襲
名
し
た
柴
田
家
18
代
の

周
囲
に
は
、「
女
だ
か
ら
」と
い
う
声
は

も
う
な
い
。

　
近
ご
ろ
、仕
事
中
の
姿
が
父
に
似
て

き
た
と
言
わ
れ
る
。「
や
っ
ぱ
り
親
子
や

け
ん
ね
ぇ
」と
笑
う
。

左.前菜やデザートの器としても使える博多曲物／右.ポッポーお膳。幼児のお食い初めや七五三などに健やかな成長を願って使う祝い膳 左.（手前）蓋置＆なつめ、（奥）煙草盆・角。小物入れなど多用途に使える／右.香合。本来は香木を入れるための器だが、アクセサリー入れなどにも好適

1.つくるものに応じて側板の長さを
決め、断裁する／2.表面を削る作
業を繰り返し、つくるものに応じた
薄さに仕上げる／3.煮立った湯に
側板を浸け、アクを抜きながら10～
30分ほど煮る／4.5.巻木に杉板
を素早く巻きつけて曲げ、端を重ね
合わせる／6.合わせ目を木挟では
さみ、かたちを整える／7.日陰で4
～5日間乾燥させる／8.重なる部
分に糊を塗り、乾いたら孔をあけて
桜の皮で綴じる

◀◀◀博多曲物のできるまで

急
が
ず
、逆
ら
わ
ず
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曲
物
は
永
い
間
、庶
民
の
暮
ら
し
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
用
具
だ
っ
た
。昭

和
の
初
め
ま
で
の

ま 

い
だ
し

馬
出（
福
岡
市
東

区
）は
、古
い
街
道
の
両
側
に
町
家
が

連
な
り
、柴
田
、西
田
、東
郷
な
ど
二
十

数
軒
が
曲
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と
い
う
。

な
か
で
も
柴
田
玉
樹
の
家
は
、当
代
で

18
代
を
重
ね
て
き
た
。

　
柴
田
家
は
初
代
・
吉
右
衛
門
以
来
、

代
々
長
男
が
後
を
継
ぎ
、吉
右
衛
門
、

 

い
　
　
え
　 

も
ん

伊
右
衛
門
の
名
前
を
順
に
名
乗
っ
て
き

た
。と
こ
ろ
が
17
代
を
継
ぐ
は
ず
だ
っ

た
伊
右
衛
門
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
た

め
、次
男
の
玉
樹（
17
代
）が
後
を
継
ぐ

こ
と
に
な
る
。昭
和
7
年（
1
9
3
2

年
）生
ま
れ
の
玉
樹
が
本
格
的
に
曲
物

づ
く
り
の
道
に
入
っ
た
の
は
20
代
の
半

ば
。16
代
も
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、

17
代
の
父
は
曲
物
づ
く
り
を
祖
父
の
15

代・庄
吉（
昭
和
31
年
没
）に
学
ん
で
い

る
。「
木
取
り
も
曲
げ
も
、そ
ば
で
見
て

覚
え
る
し
か
な
い
」ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
つ
く
れ
ば
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
時

代
、父
は
数
を
こ
な
す
こ
と
で
腕
を
磨

き
、昭
和
56
年（
1
9
8
1
年
）、福
岡

市
の
無
形
文
化
財「
博
多
曲
物
」の
技

術
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

蓋
置
と
菓
子
器
が
一
級
の
茶
道
具
と

し
て
認
め
ら
れ
、工
芸
品
と
し
て
全
国

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
18
代
・
柴
田
玉
樹（
本
名
・
真
理
子
）

は
、そ
ん
な
曲
物
師
の
次
女
と
し
て
生

ま
れ
、杉
や
檜
の
香
り
の
す
る
作
業
場

で
遊
び
な
が
ら
育
っ
た
。小
学
生
の
と

き
か
ら
姉
の
妙
子
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事

場
の
掃
除
や
簡
単
な
作
業
を
仕
込
ま

れ
、18
歳
で
母
を
亡
く
し
て
か
ら
は
、家

事
も
こ
な
し
な
が
ら
父
の
傍
ら
で
曲
物

を
つ
く
り
、絵
付
け
も
任
さ
れ
た
。結

婚
後
も
作
業
場
に
通
い
、会
社
を
切
り

盛
り
し
、体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
父
に
代

わ
っ
て
曲
物
づ
く
り
に
励
ん
だ
。

　
頑
固
で
わ
が
ま
ま
。絵
に
描
い
た
よ

う
な
職
人
だ
っ
た
父
は
、肺
が
ん
を
患

い
、平
成
7
年（
1
9
9
5
年
）、64
歳

で
急
逝
す
る
。知
人
の
保
証
人
に
な

り
、多
額
の
負
債
を
背
負
っ
て
会
社
が

倒
産
、家
も
仕
事
場
も
失
っ
た
心
労
が

た
た
っ
た
の
だ
ろ
う
。規
模
を
縮
小
し

て
も
曲
物
づ
く
り
だ
け
は
続
け
よ
う
と

し
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、代
々
続
く

家
業
を
守
り
継
ご
う
と
決
意
す
る
。だ

が
そ
の
と
き
、倒
産
し
た
こ
と
で
社
会

的
な
信
用
を
失
っ
た
家
は
ど
ん
底
状

態
、自
身
は
長
男
を
産
ん
だ
ば
か
り
。

女
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、材
料
の

仕
入
れ
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。

　
じ
つ
は
一
度
、生
前
の
父
に「
私
が
や

ろ
う
か
」と
言
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。返

事
は「
男（
長
男
）が
お
る
と
に
、男
ば

差
し
置
い
て
な
ん
ば
い
い
よ
う
と
か
。

父
は
ぼ
そ
り
と「
き
れ
い
に
な
ら
ん
め

え
が
」と
言
っ
た
と
い
う
。い
ま
同
じ
も

の
を
つ
く
っ
た
ら
合
格
点
を
も
ら
え
る

だ
ろ
う
か
。そ
れ
と
も
…
永
く
続
く

「
家
業
」と
は
そ
こ
に
い
て
も
い
な
く
て

も
、つ
ね
に
父
や
祖
父
の
背
中
を
見
な

が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
、な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
曲
物
の
最
盛
期
は
大
正
か
ら
昭
和

の
初
め
に
か
け
て
だ
っ
た
。戦
後
、そ
の

状
況
は
激
変
す
る
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
と
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
登
場
に
よ
っ
て
、曲

物
は
容
器
と
し
て
の
用
途
を
ほ
と
ん
ど

失
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
。曲
物
を「
ま

げ
も
ん
」と
呼
ぶ
博
多
っ
子
も
減
り
、

茶
道
具
と
や
っ
ぱ
り
こ
れ
で
な
く
て
は

と
い
う
愛
着
に
支
え
ら
れ
て
、い
の
ち

を
つ
な
い
で
き
た
。

　
そ
の
空
気
が
少
し
ず
つ
変
わ
って
き
て

い
る
。例
え
ば
、最
近
、市
内
の
幼
稚
園

か
ら
園
児
用
の
弁
当
箱
の
注
文
を
受

け
た
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら「
本
物
」に
触

れ
さ
せ
た
い
か
ら
、と
い
う
。

　
塗
り
を
施
さ
な
い
博
多
曲
物
は
軽

く
て
通
気
性
が
よ
く
、ご
飯
が
傷
み
に

く
い
。杉
そ
の
も
の
に
も
殺
菌
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
、優
れ
た
機
能
性
で
弁

当
箱
と
し
て
永
く
愛
さ
れ
て
き
た
。だ

が
そ
の
前
に
、「
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

に
、素
木
の
木
肌
の
手
触
り
や
、ほ
の
か

な
木
の
香
り
の
心
地
よ
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
」と
思
う
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら
身

近
に
あ
っ
て
こ
そ
、曲
物
へ
の
愛
情
が
育

つ
と
思
う
か
ら
だ
。

　
長
く
作
り
継
が
れ
て
き
た
博
多
曲

物
の「
ポ
ッ
ポ
ー
お
膳
」も
そ
う
だ
。博

多
の
子
ど
も
は
、こ
の
お
膳
の
前
に
座

る
こ
と
で
、七
五
三
や
正
月
な
ど
の〝
特

別
な
日
〞の
喜
び
や
、自
分
が
大
切
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
、知
ら
ず
知
ら
ず

教
え
ら
れ
て
育
っ
た
も
の
だ
。

　
博
多
曲
物
の
魅
力
を
少
し
で
も
広
く

伝
え
ら
れ
た
ら
。父
が
任
さ
れ
て
い
た

「『
博
多
町
家
』ふ
る
さ
と
館
」で
の
実

演
を
引
き
継
い
だ
の
も
、そ
ん
な
思
い

か
ら
だ
。全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
観
光

客
に
日
用
の
道
具
で
あ
る
こ
と
、丁
寧

に
使
え
ば
十
年
二
十
年
は
も
つ
こ
と
を

博
多
弁
で
語
っ
て
い
る
。

　
神
事
か
ら
庶
民
の
日
々
の
暮
ら
し
ま

で
、曲
物
は
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
使
わ
れ
て
き
た
。自
然
か
ら
も
ら
っ

た
ま
ま
の
色
は
目
に
や
さ
し
く
、な
め

ら
か
な
手
触
り
と
ほ
の
か
な
木
の
香

は
、ほ
っ
と
心
を
寛
が
せ
る
。古
式
ゆ
か

し
い
神
事
で
も
、こ
だ
わ
り
の
料
理
で

も
て
な
す
食
事
処
で
も
、す
ん
な
り
と

そ
の
場
に
溶
け
込
み
、用
の
具
と
し
て

役
割
を
果
た
す
そ
の
姿
に
は
流
行
り
の

モ
ノ
に
は
な
い
鮮
度
が
あ
る
。

　
風
土
に
根
差
し
た
モ
ノ
は
、時
代
を

超
え
る
。「
新
し
い
伝
統
」は
、多
分
、

そ
こ
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
。

　
木
を
薄
い
板
に
し
、熱
湯
で
煮
て
柔

ら
か
く
し
て
曲
げ
、乾
燥
さ
せ
て
桜
の

皮
で
綴
じ
合
わ
せ
る
。曲
物
の
工
程
は

至
っ
て
単
純
だ
。し
か
し
、押
さ
え
る
べ

き
と
こ
ろ
を
押
さ
え
な
い
と
、文
字
通

り
売
り
物
に
な
ら
な
い
。一
工
程
一
工

程
、手
も
気
も
抜
け
な
い
の
が
曲
物
づ

く
り
な
の
で
あ
る
。

　
博
多
曲
物
の
原
材
は
、目
が
詰
ま

り
、ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た「 

む  

ぶ
し
ま
さ 

め 

無
節
柾
目
」

が
約
束
事
。原
材
を
見
極
め
る
目
は
必

須
で
あ
る
。木
は
割
っ
て
見
れ
ば
育
っ
た

土
地
の
陽
当
た
り
の
よ
し
悪
し
や
、こ

ま
め
に
枝
打
ち
さ
れ
た
か
、手
を
掛
け

て
育
て
ら
れ
た
か
と
い
っ
た
こ
と
ま
で

わ
か
る
と
い
う
。

　
昔
は
ど
ん
な
木
工
品
で
も
近
隣
の
原

材
を
使
っ
た
。博
多
曲
物
の
場
合
は
若

杉
山
の
杉
と
檜
だ
っ
た
が
、大
木
が
希
少

に
な
っ
た
現
在
で
は
国
内
産
の
も
の
を

吟
味
し
て
使
う
。取
り
寄
せ
た
原
材
は

す
ぐ
に
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、最
低

で
も
1
年
は
自
然
乾
燥
さ
せ
る
。後
で

煮
る
か
ら
構
わ
な
い
だ
ろ
う
と
素
人
に

は
思
え
る
が
、一
度
き
ち
ん
と
乾
燥
さ

せ
な
い
と
出
来
上
が
り
の
寸
法
が
違
っ

て
く
る
と
い
う
。こ
こ
ま
で
の
時
間
を

経
て
、よ
う
や
く
手
の
仕
事
が
始
ま
る
。

　
お
お
ま
か
に
製
材
し
荒
削
り
し
て
か

ら
、つ
く
る
も
の
に
応
じ
た
厚
さ
に
す

る
。削
り
な
が
ら
色
や
木
目
の
流
れ
を

読
み
、そ
の
原
材
の
ど
こ
を
ど
う
使
う
か

を
決
め
て
い
く
。板
を
煮
る
と
き
湯
を
つ

ね
に
循
環
さ
せ
て
、原
材
か
ら
出
た
ア
ク

が
再
び
木
地
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

柔
ら
か
く
し
た
木
は
、い
ち
、に
の
、さ

ん
で
曲
げ
、巻
木
を
外
し
た
ら「
ふ
わ
っ

と
力
を
い
れ
て
」か
た
ち
を
整
え
る
。

流
れ
る
よ
う
に
続
く
一
連
の
作
業
は
、

ま
る
で
木
を
あ
や
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
父
が
元
気
な
と
き
、お

ひ
つ櫃
を
一
度
に

50
個
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。丸
く
つ

く
っ
た
つ
も
り
の
そ
れ
は
、で
き
て
み
れ

ば
全
部
楕
円
だ
っ
た
。そ
れ
を
見
て
、

お
前
は
嫁
に
行
く
っ
ち
ゃ
ろ
う
が
」だ
っ

た
。25
歳
の
正
月
、集
ま
っ
た
親
戚
の
前

で「
後
ば
継
ご
う
か
ね
ぇ
」と
言
っ
た
と

き
に
も
、「
女
に
な
ん
ば
で
き
る
か
、っ
て

ぼ
ろ
く
そ
言
わ
れ
た
」の
だ
と
い
う
。し

か
し
、い
ず
れ
継
い
で
か
ら
、と
手
伝
い

の
中
で
あ
ま
り
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
長
男
は
別
の
道
を
選
ん
だ
。

　「
こ
こ
で

や止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」。一
度
は
揺
ら
い
だ
決
意
を
固
め
さ

せ
た
の
は
、17
代
続
い
て
き
た
家
業
の

重
さ
と
、20
歳
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に

修
業
し
て
き
た
と
い
う
自
負
だ
っ
た
。

　
父
の
四
十
九
日
の
法
要
で
出
し
た

一
輪
差
し
が
、親
戚
の
目
を
変
え
る
。

「
こ
れ
だ
け
作
り
き
る
な
ら
よ
か
」。柴

田
家
の
18
代
と
し
て
認
め
ら
れ
た
瞬
間

だ
っ
た
。

　
福
岡
空
港
に
ほ
ど
近
い
志
免
町
に

工
房
を
移
し
、軒
に
筥
崎
宮
飾
職
を
示

す
注
連
縄
を
巡
ら
し
て
曲
物
と
向
か

い
あ
う
日
々
が
始
ま
る
。

　「
横
で
黙
っ
て
見
て
い
る
だ
け
。し
か

も
、何
も
教
え
て
く
れ
な
い
の
に
失
敗

す
れ
ば
怒
る
」父
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
の

は
、木
の
表
裏
の
見
分
け
方
だ
け
だ
っ

た
。「
私
に
継
が
せ
る
つ
も
り
が
な
か
っ

た
か
ら
、教
え
る
必
要
も
な
か
っ
た
は

ず
」だ
か
ら
で
あ
る
。

　
木
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
だ
け
で
も
10
年
は
か
か
る
。一
日

一
日
、手
が
コ
ツ
を
覚
え
、自
然
に
動
く

よ
う
に
な
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

が
必
要
だ
っ
た
だ
ろ
う
。数
を
こ
な
す

こ
と
で
腕
を
磨
い
て
い
っ
た
の
は
、父
と

同
じ
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
14
年
。日
本
民
芸
展
へ
の

入
賞
や
、京
都
の
漆
絵
作
家
と
の
共
同

制
作
、展
示
会
な
ど
意
欲
的
な
活
動
を

続
け
、平
成
19
年（
2
0
0
7
年
）に

「
玉
樹
」を
襲
名
し
た
柴
田
家
18
代
の

周
囲
に
は
、「
女
だ
か
ら
」と
い
う
声
は

も
う
な
い
。

　
近
ご
ろ
、仕
事
中
の
姿
が
父
に
似
て

き
た
と
言
わ
れ
る
。「
や
っ
ぱ
り
親
子
や

け
ん
ね
ぇ
」と
笑
う
。

博多曲物 玉樹

住所：福岡県粕屋郡志免町別府西2-2-16
　　  市営地下鉄・福岡空港駅から徒歩15分
電話番号：092-935-5056
営業時間：平日 10：00～17：30
※土日祝日は基本的にお休みですが、営業している
場合もあります。お越しの際には事前にお電話いた
だけますと幸いです。 
https://magemono.com

左.博多曲物のワインクーラー／右.博多
曲物のDVDケース。会社の創立・周年
記念のDVDケースで注文が多い

※本稿の写真・文章は「かたりべ文庫 職人の手仕事Vol.2 博多曲物」（ゼネラルアサヒ）より引用

二
百
年
か
け
て
育
っ
た
木
か
ら

い
の
ち
を
も
ら
い
、

四
百
年
の
技
で

か
た
ち
を
与
え
る
。

「
使
っ
て
喜
ば
れ
る
も
の
を
」

職
人
の
思
い
は

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
。

伝
統
を
継
ぐ
者
と
し
て

風
土
に
根
差
し
、伝
統
を
創
る
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曲
物
は
永
い
間
、庶
民
の
暮
ら
し
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
用
具
だ
っ
た
。昭

和
の
初
め
ま
で
の

ま 

い
だ
し

馬
出（
福
岡
市
東

区
）は
、古
い
街
道
の
両
側
に
町
家
が

連
な
り
、柴
田
、西
田
、東
郷
な
ど
二
十

数
軒
が
曲
物
を
つ
く
っ
て
い
た
と
い
う
。

な
か
で
も
柴
田
玉
樹
の
家
は
、当
代
で

18
代
を
重
ね
て
き
た
。

　
柴
田
家
は
初
代
・
吉
右
衛
門
以
来
、

代
々
長
男
が
後
を
継
ぎ
、吉
右
衛
門
、

 

い
　
　
え
　 

も
ん

伊
右
衛
門
の
名
前
を
順
に
名
乗
っ
て
き

た
。と
こ
ろ
が
17
代
を
継
ぐ
は
ず
だ
っ

た
伊
右
衛
門
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
た

め
、次
男
の
玉
樹（
17
代
）が
後
を
継
ぐ

こ
と
に
な
る
。昭
和
7
年（
1
9
3
2

年
）生
ま
れ
の
玉
樹
が
本
格
的
に
曲
物

づ
く
り
の
道
に
入
っ
た
の
は
20
代
の
半

ば
。16
代
も
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、

17
代
の
父
は
曲
物
づ
く
り
を
祖
父
の
15

代・庄
吉（
昭
和
31
年
没
）に
学
ん
で
い

る
。「
木
取
り
も
曲
げ
も
、そ
ば
で
見
て

覚
え
る
し
か
な
い
」ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
つ
く
れ
ば
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
時

代
、父
は
数
を
こ
な
す
こ
と
で
腕
を
磨

き
、昭
和
56
年（
1
9
8
1
年
）、福
岡

市
の
無
形
文
化
財「
博
多
曲
物
」の
技

術
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

蓋
置
と
菓
子
器
が
一
級
の
茶
道
具
と

し
て
認
め
ら
れ
、工
芸
品
と
し
て
全
国

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
18
代
・
柴
田
玉
樹（
本
名
・
真
理
子
）

は
、そ
ん
な
曲
物
師
の
次
女
と
し
て
生

ま
れ
、杉
や
檜
の
香
り
の
す
る
作
業
場

で
遊
び
な
が
ら
育
っ
た
。小
学
生
の
と

き
か
ら
姉
の
妙
子
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事

場
の
掃
除
や
簡
単
な
作
業
を
仕
込
ま

れ
、18
歳
で
母
を
亡
く
し
て
か
ら
は
、家

事
も
こ
な
し
な
が
ら
父
の
傍
ら
で
曲
物

を
つ
く
り
、絵
付
け
も
任
さ
れ
た
。結

婚
後
も
作
業
場
に
通
い
、会
社
を
切
り

盛
り
し
、体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
父
に
代

わ
っ
て
曲
物
づ
く
り
に
励
ん
だ
。

　
頑
固
で
わ
が
ま
ま
。絵
に
描
い
た
よ

う
な
職
人
だ
っ
た
父
は
、肺
が
ん
を
患

い
、平
成
7
年（
1
9
9
5
年
）、64
歳

で
急
逝
す
る
。知
人
の
保
証
人
に
な

り
、多
額
の
負
債
を
背
負
っ
て
会
社
が

倒
産
、家
も
仕
事
場
も
失
っ
た
心
労
が

た
た
っ
た
の
だ
ろ
う
。規
模
を
縮
小
し

て
も
曲
物
づ
く
り
だ
け
は
続
け
よ
う
と

し
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、代
々
続
く

家
業
を
守
り
継
ご
う
と
決
意
す
る
。だ

が
そ
の
と
き
、倒
産
し
た
こ
と
で
社
会

的
な
信
用
を
失
っ
た
家
は
ど
ん
底
状

態
、自
身
は
長
男
を
産
ん
だ
ば
か
り
。

女
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、材
料
の

仕
入
れ
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。

　
じ
つ
は
一
度
、生
前
の
父
に「
私
が
や

ろ
う
か
」と
言
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。返

事
は「
男（
長
男
）が
お
る
と
に
、男
ば

差
し
置
い
て
な
ん
ば
い
い
よ
う
と
か
。

父
は
ぼ
そ
り
と「
き
れ
い
に
な
ら
ん
め

え
が
」と
言
っ
た
と
い
う
。い
ま
同
じ
も

の
を
つ
く
っ
た
ら
合
格
点
を
も
ら
え
る

だ
ろ
う
か
。そ
れ
と
も
…
永
く
続
く

「
家
業
」と
は
そ
こ
に
い
て
も
い
な
く
て

も
、つ
ね
に
父
や
祖
父
の
背
中
を
見
な

が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
、な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
曲
物
の
最
盛
期
は
大
正
か
ら
昭
和

の
初
め
に
か
け
て
だ
っ
た
。戦
後
、そ
の

状
況
は
激
変
す
る
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
と
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
登
場
に
よ
っ
て
、曲

物
は
容
器
と
し
て
の
用
途
を
ほ
と
ん
ど

失
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
。曲
物
を「
ま

げ
も
ん
」と
呼
ぶ
博
多
っ
子
も
減
り
、

茶
道
具
と
や
っ
ぱ
り
こ
れ
で
な
く
て
は

と
い
う
愛
着
に
支
え
ら
れ
て
、い
の
ち

を
つ
な
い
で
き
た
。

　
そ
の
空
気
が
少
し
ず
つ
変
わ
って
き
て

い
る
。例
え
ば
、最
近
、市
内
の
幼
稚
園

か
ら
園
児
用
の
弁
当
箱
の
注
文
を
受

け
た
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら「
本
物
」に
触

れ
さ
せ
た
い
か
ら
、と
い
う
。

　
塗
り
を
施
さ
な
い
博
多
曲
物
は
軽

く
て
通
気
性
が
よ
く
、ご
飯
が
傷
み
に

く
い
。杉
そ
の
も
の
に
も
殺
菌
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
、優
れ
た
機
能
性
で
弁

当
箱
と
し
て
永
く
愛
さ
れ
て
き
た
。だ

が
そ
の
前
に
、「
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

に
、素
木
の
木
肌
の
手
触
り
や
、ほ
の
か

な
木
の
香
り
の
心
地
よ
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
」と
思
う
。小
さ
な
こ
ろ
か
ら
身

近
に
あ
っ
て
こ
そ
、曲
物
へ
の
愛
情
が
育

つ
と
思
う
か
ら
だ
。

　
長
く
作
り
継
が
れ
て
き
た
博
多
曲

物
の「
ポ
ッ
ポ
ー
お
膳
」も
そ
う
だ
。博

多
の
子
ど
も
は
、こ
の
お
膳
の
前
に
座

る
こ
と
で
、七
五
三
や
正
月
な
ど
の〝
特

別
な
日
〞の
喜
び
や
、自
分
が
大
切
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
、知
ら
ず
知
ら
ず

教
え
ら
れ
て
育
っ
た
も
の
だ
。

　
博
多
曲
物
の
魅
力
を
少
し
で
も
広
く

伝
え
ら
れ
た
ら
。父
が
任
さ
れ
て
い
た

「『
博
多
町
家
』ふ
る
さ
と
館
」で
の
実

演
を
引
き
継
い
だ
の
も
、そ
ん
な
思
い

か
ら
だ
。全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
観
光

客
に
日
用
の
道
具
で
あ
る
こ
と
、丁
寧

に
使
え
ば
十
年
二
十
年
は
も
つ
こ
と
を

博
多
弁
で
語
っ
て
い
る
。

　
神
事
か
ら
庶
民
の
日
々
の
暮
ら
し
ま

で
、曲
物
は
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
使
わ
れ
て
き
た
。自
然
か
ら
も
ら
っ

た
ま
ま
の
色
は
目
に
や
さ
し
く
、な
め

ら
か
な
手
触
り
と
ほ
の
か
な
木
の
香

は
、ほ
っ
と
心
を
寛
が
せ
る
。古
式
ゆ
か

し
い
神
事
で
も
、こ
だ
わ
り
の
料
理
で

も
て
な
す
食
事
処
で
も
、す
ん
な
り
と

そ
の
場
に
溶
け
込
み
、用
の
具
と
し
て

役
割
を
果
た
す
そ
の
姿
に
は
流
行
り
の

モ
ノ
に
は
な
い
鮮
度
が
あ
る
。

　
風
土
に
根
差
し
た
モ
ノ
は
、時
代
を

超
え
る
。「
新
し
い
伝
統
」は
、多
分
、

そ
こ
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
。

　
木
を
薄
い
板
に
し
、熱
湯
で
煮
て
柔

ら
か
く
し
て
曲
げ
、乾
燥
さ
せ
て
桜
の

皮
で
綴
じ
合
わ
せ
る
。曲
物
の
工
程
は

至
っ
て
単
純
だ
。し
か
し
、押
さ
え
る
べ

き
と
こ
ろ
を
押
さ
え
な
い
と
、文
字
通

り
売
り
物
に
な
ら
な
い
。一
工
程
一
工

程
、手
も
気
も
抜
け
な
い
の
が
曲
物
づ

く
り
な
の
で
あ
る
。

　
博
多
曲
物
の
原
材
は
、目
が
詰
ま

り
、ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た「 

む  

ぶ
し
ま
さ 

め 

無
節
柾
目
」

が
約
束
事
。原
材
を
見
極
め
る
目
は
必

須
で
あ
る
。木
は
割
っ
て
見
れ
ば
育
っ
た

土
地
の
陽
当
た
り
の
よ
し
悪
し
や
、こ

ま
め
に
枝
打
ち
さ
れ
た
か
、手
を
掛
け

て
育
て
ら
れ
た
か
と
い
っ
た
こ
と
ま
で

わ
か
る
と
い
う
。

　
昔
は
ど
ん
な
木
工
品
で
も
近
隣
の
原

材
を
使
っ
た
。博
多
曲
物
の
場
合
は
若

杉
山
の
杉
と
檜
だ
っ
た
が
、大
木
が
希
少

に
な
っ
た
現
在
で
は
国
内
産
の
も
の
を

吟
味
し
て
使
う
。取
り
寄
せ
た
原
材
は

す
ぐ
に
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、最
低

で
も
1
年
は
自
然
乾
燥
さ
せ
る
。後
で

煮
る
か
ら
構
わ
な
い
だ
ろ
う
と
素
人
に

は
思
え
る
が
、一
度
き
ち
ん
と
乾
燥
さ

せ
な
い
と
出
来
上
が
り
の
寸
法
が
違
っ

て
く
る
と
い
う
。こ
こ
ま
で
の
時
間
を

経
て
、よ
う
や
く
手
の
仕
事
が
始
ま
る
。

　
お
お
ま
か
に
製
材
し
荒
削
り
し
て
か

ら
、つ
く
る
も
の
に
応
じ
た
厚
さ
に
す

る
。削
り
な
が
ら
色
や
木
目
の
流
れ
を

読
み
、そ
の
原
材
の
ど
こ
を
ど
う
使
う
か

を
決
め
て
い
く
。板
を
煮
る
と
き
湯
を
つ

ね
に
循
環
さ
せ
て
、原
材
か
ら
出
た
ア
ク

が
再
び
木
地
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

柔
ら
か
く
し
た
木
は
、い
ち
、に
の
、さ

ん
で
曲
げ
、巻
木
を
外
し
た
ら「
ふ
わ
っ

と
力
を
い
れ
て
」か
た
ち
を
整
え
る
。

流
れ
る
よ
う
に
続
く
一
連
の
作
業
は
、

ま
る
で
木
を
あ
や
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
父
が
元
気
な
と
き
、お

ひ
つ櫃
を
一
度
に

50
個
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。丸
く
つ

く
っ
た
つ
も
り
の
そ
れ
は
、で
き
て
み
れ

ば
全
部
楕
円
だ
っ
た
。そ
れ
を
見
て
、

お
前
は
嫁
に
行
く
っ
ち
ゃ
ろ
う
が
」だ
っ

た
。25
歳
の
正
月
、集
ま
っ
た
親
戚
の
前

で「
後
ば
継
ご
う
か
ね
ぇ
」と
言
っ
た
と

き
に
も
、「
女
に
な
ん
ば
で
き
る
か
、っ
て

ぼ
ろ
く
そ
言
わ
れ
た
」の
だ
と
い
う
。し

か
し
、い
ず
れ
継
い
で
か
ら
、と
手
伝
い

の
中
で
あ
ま
り
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
長
男
は
別
の
道
を
選
ん
だ
。

　「
こ
こ
で

や止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」。一
度
は
揺
ら
い
だ
決
意
を
固
め
さ

せ
た
の
は
、17
代
続
い
て
き
た
家
業
の

重
さ
と
、20
歳
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に

修
業
し
て
き
た
と
い
う
自
負
だ
っ
た
。

　
父
の
四
十
九
日
の
法
要
で
出
し
た

一
輪
差
し
が
、親
戚
の
目
を
変
え
る
。

「
こ
れ
だ
け
作
り
き
る
な
ら
よ
か
」。柴

田
家
の
18
代
と
し
て
認
め
ら
れ
た
瞬
間

だ
っ
た
。

　
福
岡
空
港
に
ほ
ど
近
い
志
免
町
に

工
房
を
移
し
、軒
に
筥
崎
宮
飾
職
を
示

す
注
連
縄
を
巡
ら
し
て
曲
物
と
向
か

い
あ
う
日
々
が
始
ま
る
。

　「
横
で
黙
っ
て
見
て
い
る
だ
け
。し
か

も
、何
も
教
え
て
く
れ
な
い
の
に
失
敗

す
れ
ば
怒
る
」父
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
の

は
、木
の
表
裏
の
見
分
け
方
だ
け
だ
っ

た
。「
私
に
継
が
せ
る
つ
も
り
が
な
か
っ

た
か
ら
、教
え
る
必
要
も
な
か
っ
た
は

ず
」だ
か
ら
で
あ
る
。

　
木
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
だ
け
で
も
10
年
は
か
か
る
。一
日

一
日
、手
が
コ
ツ
を
覚
え
、自
然
に
動
く

よ
う
に
な
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

が
必
要
だ
っ
た
だ
ろ
う
。数
を
こ
な
す

こ
と
で
腕
を
磨
い
て
い
っ
た
の
は
、父
と

同
じ
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
14
年
。日
本
民
芸
展
へ
の

入
賞
や
、京
都
の
漆
絵
作
家
と
の
共
同

制
作
、展
示
会
な
ど
意
欲
的
な
活
動
を

続
け
、平
成
19
年（
2
0
0
7
年
）に

「
玉
樹
」を
襲
名
し
た
柴
田
家
18
代
の

周
囲
に
は
、「
女
だ
か
ら
」と
い
う
声
は

も
う
な
い
。

　
近
ご
ろ
、仕
事
中
の
姿
が
父
に
似
て

き
た
と
言
わ
れ
る
。「
や
っ
ぱ
り
親
子
や

け
ん
ね
ぇ
」と
笑
う
。

博多曲物 玉樹

住所：福岡県粕屋郡志免町別府西2-2-16
　　  市営地下鉄・福岡空港駅から徒歩15分
電話番号：092-935-5056
営業時間：平日 10：00～17：30
※土日祝日は基本的にお休みですが、営業している
場合もあります。お越しの際には事前にお電話いた
だけますと幸いです。 
https://magemono.com

左.博多曲物のワインクーラー／右.博多
曲物のDVDケース。会社の創立・周年
記念のDVDケースで注文が多い

※本稿の写真・文章は「かたりべ文庫 職人の手仕事Vol.2 博多曲物」（ゼネラルアサヒ）より引用

二
百
年
か
け
て
育
っ
た
木
か
ら

い
の
ち
を
も
ら
い
、

四
百
年
の
技
で

か
た
ち
を
与
え
る
。

「
使
っ
て
喜
ば
れ
る
も
の
を
」

職
人
の
思
い
は

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
。

伝
統
を
継
ぐ
者
と
し
て

風
土
に
根
差
し
、伝
統
を
創
る
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【ヘルスケア】

医療・介護・福祉の
「顔の見える関係」

ヘルスケア・ウェルネス事業本部　山田 浩祐

　
2
0
2
5
年
に
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
へ
移
行
す
る
こ

と
を
見
越
し
て
、2
0
1
8
年
度
に
は
、診
療
報
酬・介
護
報
酬
の

同
時
改
定
や
、第
7
次
医
療
計
画
、第
7
期
介
護
保
険
事
業
計

画
、第
3
期
医
療
費
適
正
化
計
画
の
三
つ
の
施
策
が
相
次
い
で
ス

タ
ー
ト
を
切
る
。地
方
自
治
体
が
推
進
し
て
き
た
医
療・介
護・福

祉
の
取
り
組
み
が
節
目
を
迎
え
る
。

　
2
0
1
8
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
施
策
に
は
、増
加
す
る
社
会

保
障
費
の
適
正
化
に
加
え
、医
療・介
護・福
祉
の
一
体
的
な
連
携

を
図
る
目
的
が
あ
る
。課
題
の
解
決
に
向
け
て
本
来
は
、行
政
機

関
、医
療
機
関
、介
護
施
設
、在
宅
支
援
事
業
所
な
ど
の
連
携
が

不
可
欠
だ
。し
か
し
、現
実
に
は
、医
療・介
護・福
祉
で
制
度
が
異

な
り
、事
業
主
体
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
十
分
に
連
携
が

進
ま
な
か
っ
た
。2
0
1
8
年
度
以
降
は
シ
ー
ム
レ
ス
な
提
供
体

制
が
整
い
、異
な
る
事
業
主
体
間
の
合
意
形
成
が
進
む
可
能
性
が

強
い
。

　
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
壁
を
乗
り
越
え
た
先
行
事
例
と
し
て
、

千
葉
県
柏
市
に
お
け
る
在
宅
医
療
推
進
の
取
り
組
み
が
挙
げ
ら

れ
る
。柏
市
で
は
行
政
が
事
務
局
と
な
り
、医
師
会
を
は
じ
め
と

し
た
医
療
・
介
護
な
ど
の
関
係
団
体
が
連
携
の
た
め
の
ル
ー
ル
を

協
議
し
、在
宅
医
療・介
護
の
多
職
種
連
携
を
進
め
て
い
る（
図
）。

特
徴
的
な
の
は「
顔
の
見
え
る
関
係
会
議
」と
い
う
名
の
、課
題

把
握
や
意
識
啓
発
に
向
け
た
討
議
の
場
を
設
け
た
こ
と
。柏
市
内

の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
1
0
0
名
以
上
が
一
堂
に
会
し
、

連
携
を
強
化
す
る
た
め
に
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。市
と
医
師
会

が
協
力
し
、在
宅
医
療
の
推
進
に
向
け
た
研
修
を
実
施
し
、医
師

お
よ
び
介
護
職
な
ど
多
職
種
の「
信
頼
感
の
醸
成
」や「
顔
の
見

え
る
関
係
」を
構
築
で
き
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
人
口
や
患
者
動
態
、医
療
機
関
や
介
護
施
設
の
設
置
状
況
な

ど
の
違
い
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題
、目
指
す
べ
き

方
向
性
は
全
国
一
様
で
は
な
い
。地
域
の
特
性
に
そ
ぐ
わ
な
い
連

携
ル
ー
ル
は
、事
業
者
や
住
民
に
と
っ
て
一
方
的
な
押
し
つ
け
に
も

な
り
か
ね
な
い
。地
域
の
実
態
に
即
し
、関
係
者
間
で
納
得
の
い
く

連
携
ル
ー
ル
づ
く
り
が
鍵
と
な
る
。柏
市
の
ケ
ー
ス
が
示
す
の
は
、

成
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
だ
け
で
な
く
、地
域
に
根
ざ
し
た
地
道

な
交
流
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
重
要
だ
と
い
う
点

で
あ
ろ
う
。

P o i n t
●2018年度、診療報酬・介護報酬の同時改定を契機に社会保障制度が変化。

●医療・介護・福祉の連携ニーズが高まる。しかし、合意形成に壁。

●異なる事業者・多職種の連携には「顔の見える関係」の構築が大切。

［図］柏市における在宅医療推進の取り組み

出所：厚生労働省「地域包括ケアシステム構築へ向けた取組事例」

訪問看護連絡会

歯科医師会

柏市 医師会

薬剤師会

地域包括

在宅リハビリ
連絡会ケアマネ協議会 在宅栄養士会

連携ワーキンググループ

医療・看護・介護の関係団体
の代表者が、多職種連携の
ルールについて議論

顔の見える関係会議

医療・看護・介護の関係者が
一堂に会し、ワークショップ
などを通じて関係づくりや
課題共有を行う
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【ヘルスケア】

医療・介護・福祉の
「顔の見える関係」

ヘルスケア・ウェルネス事業本部　山田 浩祐

　
2
0
2
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年
に
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
へ
移
行
す
る
こ

と
を
見
越
し
て
、2
0
1
8
年
度
に
は
、診
療
報
酬・介
護
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酬
の

同
時
改
定
や
、第
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医
療
計
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、第
7
期
介
護
保
険
事
業
計

画
、第
3
期
医
療
費
適
正
化
計
画
の
三
つ
の
施
策
が
相
次
い
で
ス

タ
ー
ト
を
切
る
。地
方
自
治
体
が
推
進
し
て
き
た
医
療・介
護・福

祉
の
取
り
組
み
が
節
目
を
迎
え
る
。

　
2
0
1
8
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
施
策
に
は
、増
加
す
る
社
会

保
障
費
の
適
正
化
に
加
え
、医
療・介
護・福
祉
の
一
体
的
な
連
携

を
図
る
目
的
が
あ
る
。課
題
の
解
決
に
向
け
て
本
来
は
、行
政
機

関
、医
療
機
関
、介
護
施
設
、在
宅
支
援
事
業
所
な
ど
の
連
携
が

不
可
欠
だ
。し
か
し
、現
実
に
は
、医
療・介
護・福
祉
で
制
度
が
異

な
り
、事
業
主
体
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
十
分
に
連
携
が

進
ま
な
か
っ
た
。2
0
1
8
年
度
以
降
は
シ
ー
ム
レ
ス
な
提
供
体

制
が
整
い
、異
な
る
事
業
主
体
間
の
合
意
形
成
が
進
む
可
能
性
が

強
い
。

　
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
壁
を
乗
り
越
え
た
先
行
事
例
と
し
て
、

千
葉
県
柏
市
に
お
け
る
在
宅
医
療
推
進
の
取
り
組
み
が
挙
げ
ら

れ
る
。柏
市
で
は
行
政
が
事
務
局
と
な
り
、医
師
会
を
は
じ
め
と

し
た
医
療
・
介
護
な
ど
の
関
係
団
体
が
連
携
の
た
め
の
ル
ー
ル
を

協
議
し
、在
宅
医
療・介
護
の
多
職
種
連
携
を
進
め
て
い
る（
図
）。

特
徴
的
な
の
は「
顔
の
見
え
る
関
係
会
議
」と
い
う
名
の
、課
題

把
握
や
意
識
啓
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に
向
け
た
討
議
の
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と
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内

の
在
宅
介
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関
係
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名
以
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が
一
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に
会
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、
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携
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に
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を
交
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る
。市
と
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会
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医
療
の
推
進
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け
た
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を
実
施
し
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お
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び
介
護
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ど
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種
の「
信
頼
感
の
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成
」や「
顔
の
見

え
る
関
係
」を
構
築
で
き
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
人
口
や
患
者
動
態
、医
療
機
関
や
介
護
施
設
の
設
置
状
況
な

ど
の
違
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ら
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れ
ぞ
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の
地
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が
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る
課
題
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す
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き
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国
一
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で
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域
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に
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連
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方
的
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け
に
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、関
係
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間
で
納
得
の
い
く

連
携
ル
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ル
づ
く
り
が
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と
な
る
。柏
市
の
ケ
ー
ス
が
示
す
の
は
、

成
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や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
だ
け
で
な
く
、地
域
に
根
ざ
し
た
地
道

な
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流
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
重
要
だ
と
い
う
点

で
あ
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う
。

P o i n t
●2018年度、診療報酬・介護報酬の同時改定を契機に社会保障制度が変化。

●医療・介護・福祉の連携ニーズが高まる。しかし、合意形成に壁。

●異なる事業者・多職種の連携には「顔の見える関係」の構築が大切。

［図］柏市における在宅医療推進の取り組み

出所：厚生労働省「地域包括ケアシステム構築へ向けた取組事例」
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医療・看護・介護の関係者が
一堂に会し、ワークショップ
などを通じて関係づくりや
課題共有を行う
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【人材教育】

社員の「学びなおし」は
インセンティブで支援

科学・安全事業本部　沼田 雅美

　
日
本
で
は
新
卒
採
用・定
年
制
度
に
よ
り
、数
十
年
の
ス
パ
ン
で

労
働
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
や
ス
キ
ル
要
件
の
変
化
に
対
応
し
て
き

た
。し
か
し
、人
工
知
能（
A
I
）導
入
な
ど
に
伴
う
産
業
構
造
の

急
速
な
変
化
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ル
は
容
易
に
陳
腐
化
し
、

求
め
ら
れ
る
も
の
が
多
様
化
、高
度
化
し
て
い
く
。加
え
て
、現
役

で
働
く
期
間
が
延
長
す
る
こ
と
で
、一
生
の
間
に
複
数
の
仕
事
を

す
る
の
が
当
た
り
前
の
社
会
が
到
来
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、人
は
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、あ
る
い

は
一
時
的
に
仕
事
を
辞
め
て
、生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。そ
し
て
、誰
も
が
必
要
な
時
に
、必
要
な
こ
と
を

学
べ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
が
、社
会
に
と
っ
て
も
企
業
に
と
っ
て
も
強

み
に
な
り
う
る
。

　
一
方
で
三
菱
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と（
※
）、

働
き
な
が
ら
教
育
機
関
で
学
ん
だ
経
験
が
あ
る
社
会
人
は
3
割

に
と
ど
ま
る（
図
）。時
間
や
学
費
の
問
題
の
ほ
か
、ニ
ー
ズ
に
合
う

教
育
機
関
が
近
く
に
な
い
こ
と
、学
ん
で
も
報
わ
れ
な
い
こ
と
が

障
壁
と
な
っ
て
い
る
。個
人
の
学
習
意
欲
の
問
題
が
大
き
い
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、そ
う
で
は
な
い
。学
ん
で
も
人
事
や
雇
用
の

面
で
十
分
に
評
価
さ
れ
な
い
た
め
に
、学
習
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働

か
な
い
こ
と
に
こ
そ
問
題
の
本
質
が
あ
る
。

　
ま
ず
、生
涯
に
わ
た
っ
て「
知
」を
探
求
す
る
た
め
の
基
本
的
な

ス
キ
ル
と
し
て
、自
ら
進
ん
で
取
り
組
む「
学
習
意
欲
」、周
囲
と

力
を
合
わ
せ
て
結
果
を
出
す「
協
働
力
」、深
く
物
事
を
掘
り
下

げ
る「
探
求
力
」を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。教
育
機
関
で

は
、こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
習
得
に
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
と
と

も
に
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
、ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
型
の
教
育
の
開
発
や
整
備
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、企
業
で
は
、研
修
や
自
己
研
鑽
支
援
の
充
実
だ
け
で
な

く
、継
続
的
な
学
習
歴
を
評
価
し
、そ
れ
に
応
じ
た
職
務
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
、あ
る
い
は
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
即
し
た
教
育
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。そ
し
て
、大
学
や
専
門
学
校

と
企
業
が
学
生
だ
け
で
は
な
く
、社
会
人
の
教
育
面
で
も
連
携

し
、各
社
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。自
ら
学
ぶ
社
会
人
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与

と
学
び
の
場
の
提
供
を
両
輪
で
進
め
て
い
く
に
は
、社
会
全
体
の

変
革
が
欠
か
せ
な
い
。

（
※
）「
働
き
な
が
ら
学
ん
だ
こ
と
」が
あ
る
か
、も
し
く
は「
現
在
、働
き
な

が
ら
学
ん
で
い
る
か
」ど
う
か
を
尋
ね
た
。（「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」こ

と
の
定
義
は「
就
職
後
に
、会
社
な
ど
に
属
し
な
が
ら
、高
校
、大

学
、大
学
院
、専
門
学
校
、語
学
学
校
な
ど
に
、継
続
し
て
6
カ
月

以
上
通
う
こ
と
、あ
る
い
は
通
う
予
定
で
あ
る
こ
と
」と
し
た
）。

P o i n t
●産業構造の急速な変化により、人材が保有するスキルは容易に陳腐化する。

●「学びなおし」には「学習意欲・協働力・探求力」が必要となる。

●社会変革による学習インセンティブの付与と学びの場の提供が重要である。

［図］「働きながら学んだ」経験の有無

出所：三菱総合研究所「生活者市場予測システム（mif）」アンケート調査
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【地 域】

都市でイノベーションを
加速させるには

地域創生事業本部　魚路 学

　
狩
猟
社
会
、農
耕
社
会
、工
業
社
会
、情
報
社
会
に
続
い
て
5

番
目
に
到
来
す
る
と
政
府
が
提
唱
し
て
い
る
S
oc
ie
t
y
5.0

（
超
ス
マ
ー
ト
社
会
）は
、都
市
空
間
で
住
民
や
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
で
具
現
化
さ
れ
る
。情
報
通
信
技
術

（
I
C
T
）を
最
大
限
に
活
用
し
て
人
々
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す

超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
験
に
は
、一
定
以
上
の
人
口
や
経
済
規
模

が
不
可
欠
な
た
め
だ
。そ
の
際
、革
新
的
技
術
を
用
い
た
サ
ー
ビ

ス
を
社
会
に
ど
う
実
装
す
る
か
、実
装
に
要
す
る
時
間
を
ど
う
短

縮
す
る
か
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。

　
福
岡
市
は
、2
0
1
4
年
に
国
家
戦
略
特
区
の
指
定
を
受
け
た

こ
と
を
弾
み
と
し
て
、新
規
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
民
間
か
ら
募
っ
て

実
証
し
て
い
く
戦
略
を
立
て
、民
間
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ（
窓
口
一
元

化
）で
支
援
す
る
体
制
の
構
築
を
進
め
た
。2
0
1
6
年
か
ら
は

「
実
証
実
験
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
」と
銘
打
っ
て
、ア
イ
デ
ア
募
集

時
期
や
実
験
の
実
施
期
間
、行
政
の
役
割
を
明
確
に
示
し
、民
間

が
投
資
計
画
を
集
中
し
て
立
て
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
。並
行

し
て
民
間
側
は
、資
金
や
人
材
を
投
じ
て
ま
ち
づ
く
り
に
挑
む
と

と
も
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
障
壁
と
な
り
か
ね
な
い
規
制
の
緩
和

を
提
案
し
た
。そ
の
結
果
、市
は
有
望
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に

対
す
る
独
自
の
減
税
措
置
を
導
入
し
、多
く
の
起
業
家
を
呼
び
込

ん
だ
。

　
横
浜
市
で
も
、行
政
が
健
康・医
療
や
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
I
o
T
）を
成
長
分
野
と
定
め
て
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
提
案
を
募

り
、市
内
産
業
の
育
成
に
貢
献
す
る
と
判
断
し
た
ア
イ
デ
ア
に
つ

い
て
は
即
座
に
、実
証
実
験
の
対
象
と
し
て
公
表
し
た
。

　
福
岡
と
横
浜
の
両
市
に
共
通
す
る
の
は
、行
政
側
が
、実
装
に

至
る
時
間
軸
を
事
前
に
明
示
し
、民
間
側
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

そ
の
障
壁
除
去
を
提
案
す
る
と
い
う
協
調
関
係
を
築
い
た
こ
と

だ
。こ
う
し
た
仕
掛
け
が
、社
会
実
装
の
成
功
と
そ
の
時
間
短
縮

に
つ
な
が
っ
た
。

　
都
市
を
実
証
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速

さ
せ
る
取
り
組
み
は
今
後
、ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。社

会
実
装
の
ほ
か
に
も
、安
全
管
理
の
ル
ー
ル
策
定
や
住
民
と
の
合

意
形
成
な
ど
、課
題
は
山
積
し
て
い
る（
図
）。官
民
が
こ
う
し
た

ハ
ー
ド
ル
の
数
々
を
、二
人
三
脚
で
足
早
に
飛
び
越
え
て
い
く
よ
う

望
み
た
い
。

P o i n t
●超スマート社会の実現には都市空間でのイノベーション加速が不可欠。

●早期実装のポイントは行政による時間軸の明示。

●官民は協調を通じて山積する課題を次 と々飛び越えるべきだ。

［図］イノベーション加速に向けた官民の協調関係

出所：三菱総合研究所

■技術革新・ビジネスモデル実証
■規制緩和を提案
■事業への投資

■プロセスの事前明示
■規制緩和の働きかけ
■安全管理ルール策定
■居住者との合意形成

〈行政の役割〉 〈民間の役割〉

都市空間を実証
フィールドとして
社会実装

現在学んでいる

かつて学んだことがある

学ぼうと思ったことも、
学んだこともない

学ぼうと思ったことはあるが、
今のところ学んだことはない
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【人材教育】

社員の「学びなおし」は
インセンティブで支援

科学・安全事業本部　沼田 雅美

　
日
本
で
は
新
卒
採
用・定
年
制
度
に
よ
り
、数
十
年
の
ス
パ
ン
で

労
働
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
や
ス
キ
ル
要
件
の
変
化
に
対
応
し
て
き

た
。し
か
し
、人
工
知
能（
A
I
）導
入
な
ど
に
伴
う
産
業
構
造
の

急
速
な
変
化
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ル
は
容
易
に
陳
腐
化
し
、

求
め
ら
れ
る
も
の
が
多
様
化
、高
度
化
し
て
い
く
。加
え
て
、現
役

で
働
く
期
間
が
延
長
す
る
こ
と
で
、一
生
の
間
に
複
数
の
仕
事
を

す
る
の
が
当
た
り
前
の
社
会
が
到
来
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、人
は
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、あ
る
い

は
一
時
的
に
仕
事
を
辞
め
て
、生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。そ
し
て
、誰
も
が
必
要
な
時
に
、必
要
な
こ
と
を

学
べ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
が
、社
会
に
と
っ
て
も
企
業
に
と
っ
て
も
強

み
に
な
り
う
る
。

　
一
方
で
三
菱
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と（
※
）、

働
き
な
が
ら
教
育
機
関
で
学
ん
だ
経
験
が
あ
る
社
会
人
は
3
割

に
と
ど
ま
る（
図
）。時
間
や
学
費
の
問
題
の
ほ
か
、ニ
ー
ズ
に
合
う

教
育
機
関
が
近
く
に
な
い
こ
と
、学
ん
で
も
報
わ
れ
な
い
こ
と
が

障
壁
と
な
っ
て
い
る
。個
人
の
学
習
意
欲
の
問
題
が
大
き
い
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、そ
う
で
は
な
い
。学
ん
で
も
人
事
や
雇
用
の

面
で
十
分
に
評
価
さ
れ
な
い
た
め
に
、学
習
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働

か
な
い
こ
と
に
こ
そ
問
題
の
本
質
が
あ
る
。

　
ま
ず
、生
涯
に
わ
た
っ
て「
知
」を
探
求
す
る
た
め
の
基
本
的
な

ス
キ
ル
と
し
て
、自
ら
進
ん
で
取
り
組
む「
学
習
意
欲
」、周
囲
と

力
を
合
わ
せ
て
結
果
を
出
す「
協
働
力
」、深
く
物
事
を
掘
り
下

げ
る「
探
求
力
」を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。教
育
機
関
で

は
、こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
習
得
に
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
と
と

も
に
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
、ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
型
の
教
育
の
開
発
や
整
備
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、企
業
で
は
、研
修
や
自
己
研
鑽
支
援
の
充
実
だ
け
で
な

く
、継
続
的
な
学
習
歴
を
評
価
し
、そ
れ
に
応
じ
た
職
務
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
、あ
る
い
は
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
即
し
た
教
育
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。そ
し
て
、大
学
や
専
門
学
校

と
企
業
が
学
生
だ
け
で
は
な
く
、社
会
人
の
教
育
面
で
も
連
携

し
、各
社
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。自
ら
学
ぶ
社
会
人
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与

と
学
び
の
場
の
提
供
を
両
輪
で
進
め
て
い
く
に
は
、社
会
全
体
の

変
革
が
欠
か
せ
な
い
。

（
※
）「
働
き
な
が
ら
学
ん
だ
こ
と
」が
あ
る
か
、も
し
く
は「
現
在
、働
き
な

が
ら
学
ん
で
い
る
か
」ど
う
か
を
尋
ね
た
。（「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」こ

と
の
定
義
は「
就
職
後
に
、会
社
な
ど
に
属
し
な
が
ら
、高
校
、大

学
、大
学
院
、専
門
学
校
、語
学
学
校
な
ど
に
、継
続
し
て
6
カ
月

以
上
通
う
こ
と
、あ
る
い
は
通
う
予
定
で
あ
る
こ
と
」と
し
た
）。

P o i n t
●産業構造の急速な変化により、人材が保有するスキルは容易に陳腐化する。

●「学びなおし」には「学習意欲・協働力・探求力」が必要となる。

●社会変革による学習インセンティブの付与と学びの場の提供が重要である。

［図］「働きながら学んだ」経験の有無

出所：三菱総合研究所「生活者市場予測システム（mif）」アンケート調査
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結
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ア
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プ
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自
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減
税
措
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を
導
入
し
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の
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業
家
を
呼
び
込

ん
だ
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横
浜
市
で
も
、行
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が
健
康・医
療
や
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
I
o
T
）を
成
長
分
野
と
定
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て
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
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案
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募

り
、市
内
産
業
の
育
成
に
貢
献
す
る
と
判
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た
ア
イ
デ
ア
に
つ

い
て
は
即
座
に
、実
証
実
験
の
対
象
と
し
て
公
表
し
た
。

　
福
岡
と
横
浜
の
両
市
に
共
通
す
る
の
は
、行
政
側
が
、実
装
に

至
る
時
間
軸
を
事
前
に
明
示
し
、民
間
側
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

そ
の
障
壁
除
去
を
提
案
す
る
と
い
う
協
調
関
係
を
築
い
た
こ
と

だ
。こ
う
し
た
仕
掛
け
が
、社
会
実
装
の
成
功
と
そ
の
時
間
短
縮

に
つ
な
が
っ
た
。

　
都
市
を
実
証
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速

さ
せ
る
取
り
組
み
は
今
後
、ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。社

会
実
装
の
ほ
か
に
も
、安
全
管
理
の
ル
ー
ル
策
定
や
住
民
と
の
合

意
形
成
な
ど
、課
題
は
山
積
し
て
い
る（
図
）。官
民
が
こ
う
し
た

ハ
ー
ド
ル
の
数
々
を
、二
人
三
脚
で
足
早
に
飛
び
越
え
て
い
く
よ
う

望
み
た
い
。

P o i n t
●超スマート社会の実現には都市空間でのイノベーション加速が不可欠。

●早期実装のポイントは行政による時間軸の明示。

●官民は協調を通じて山積する課題を次 と々飛び越えるべきだ。

［図］イノベーション加速に向けた官民の協調関係

出所：三菱総合研究所

■技術革新・ビジネスモデル実証
■規制緩和を提案
■事業への投資

■プロセスの事前明示
■規制緩和の働きかけ
■安全管理ルール策定
■居住者との合意形成

〈行政の役割〉 〈民間の役割〉

都市空間を実証
フィールドとして
社会実装

現在学んでいる

かつて学んだことがある

学ぼうと思ったことも、
学んだこともない

学ぼうと思ったことはあるが、
今のところ学んだことはない

9％

21％

24％

46％
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profile No.16

© Roger-Viollet /amanaimages

名 言

やるべきことと、それ以上のことを行いなさい。
そうすれば、未来は自然に開けるものです。
Do your duty and a little more and the future will take care of itself.

チャンスに出会わない人間は一人もいない。
それをチャンスにできなかっただけである。
There is no people of man who doesn’t meet a chance. That couldn’t just be made a chance.

（
※
）三
菱
総
合
研
究
所「
内
外
経
済
の
中
長
期
展
望
2
0
1
7

‒

2
0
3
0
年
度
」。

MRI MONTHLY REVIEW

【海外戦略】

「富の集中度」から
新興国への進出を考える

政策・経済研究センター　猪瀬 淳也

　
新
興
国
の
景
気
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。2
0
1
6
年
の

A
S
E
A
N（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）の
経
済
成
長
率
は
実
質

4.6
%
に
達
し
た
。成
長
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
は
、高
所
得

層
や
中
間
層
の
増
加
に
伴
う
内
需
拡
大
で
あ
る
。三
菱
総
合
研
究

所
は
、新
興
国
に
お
け
る
富
裕
層
向
け
消
費
市
場
が
、2
0
3
0

年
に
日
本
の
３
倍
の
規
模
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
し

て
い
る（
※
）。

　
こ
う
し
た
国
々
に
進
出
す
る
企
業
に
と
っ
て
は
、富
裕
層
の
開

拓
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
ろ
う
。だ
が
、富
裕
層
の
分
布
度
合
い

は
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。そ
の
国
全
体
の
1
人
あ
た
り

G
D
P
な
ど
の
マ
ク
ロ
指
標
だ
け
で
は
、富
裕
層
を
効
率
的
に
攻

略
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
は
不
十
分
だ
。富
裕
層
が
住
み
た
が
る
傾

向
の
強
い
大
都
市
を
軸
と
し
た
分
析
が
不
可
欠
に
な
る
。

　
ア
ジ
ア
主
要
国
に
お
け
る
富
の
集
中
の
実
態
を
比
較・分
析
す

る
た
め
に
、行
政
区
分
ご
と
の
1
人
あ
た
り
G
D
P
を
、各
行
政

区
分
の
G
D
P
構
成
比
で
積
み
上
げ
て
み
た（
図
）。例
え
ば
タ
イ

の
場
合
、首
都
バ
ン
コ
ク
の
1
人
あ
た
り
G
D
P
が
全
国
平
均
の

4.8
倍
と
、「
都
市
の
富
裕
度
」は
調
査
対
象
国
で
突
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、タ
イ
全
国
に
バ
ン
コ
ク
が
占
め
る
G
D
P
シ
ェ
ア
は
6
%

と
、他
国
よ
り
も
低
い
。つ
ま
り
、バ
ン
コ
ク
在
住
の
富
裕
層
の
数

は
相
対
的
に
多
く
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　
逆
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、首
都
マ
ニ
ラ
の「
都
市
の
富
裕
度
」は
3.1

倍
に
と
ど
ま
る
が
、国
内
シ
ェ
ア
は
38
%
に
上
る
。ま
た
、中
国
や

イ
ン
ド
は
ほ
か
の
新
興
国
に
比
べ
都
市
間
の
格
差
は
小
さ
い
。

　
こ
の
図
を
も
と
に
し
て
極
端
に
言
え
ば
、G
D
P
の
40
%
近
く

を
カ
バ
ー
し
よ
う
と
す
る
場
合
、フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
マ
ニ
ラ
だ
け
を

攻
め
れ
ば
足
り
る
が
、タ
イ
で
は
バ
ン
コ
ク
に
加
え
、第
二
、第
三
の

都
市
へ
の
進
出
も
成
功
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。中
国
や
イ
ン
ド
で
は

上
海
や
北
京
、ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
や
ム
ン
バ
イ
だ
け
で
は
な
く
、少
な

く
と
も
8
都
市
以
上
を
攻
略
す
る
必
要
が
あ
る
。た
だ
し
、こ
の

図
は
あ
く
ま
で
各
都
市
の
相
対
的
な
富
の
分
布
状
況
を
示
す
も

の
で
あ
り
、富
の
大
き
さ
と
は
関
連
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
注
意
す

べ
き
だ
ろ
う
。

　
新
興
国
に
進
出
す
る
日
本
企
業
が
富
裕
層
市
場
を
獲
得
す
る

に
は
、進
出
国
の
富
の
分
布
を
丁
寧
に
見
た
上
で
、ど
の
よ
う
な
優

先
順
位
で
新
興
国
の
富
裕
層
を
攻
略
し
て
い
く
か
、と
い
っ
た
戦

略
を
立
案
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
そ
う
だ
。

P o i n t
●経済成長が期待できる新興国への進出では富裕層の攻略が鍵。

●「富の集中度」に関する実態は国によって大きく異なる。

●都市での富裕層分布データを用いた丁寧な市場分析が必要。

［図］行政区分ごとに見たアジア主要国の1人あたりGDP

出所：三菱総合研究所

タイ フィリピン インド 中国

0

6

5

4

3

2

1

0

各行政区分のGDPシェア
10020 40 60 800
（％）

（
行
政
区
分
ご
と
の
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）／

（
国
全
体
で
の
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

44FFG MONTHLY SURVEY Vol.105



アンドリュー・カーネギー
Andrew Carnegie （1835～1919）
出　身：スコットランド
実業家、慈善活動家

profile No.16

© Roger-Viollet /amanaimages

名 言

やるべきことと、それ以上のことを行いなさい。
そうすれば、未来は自然に開けるものです。
Do your duty and a little more and the future will take care of itself.

チャンスに出会わない人間は一人もいない。
それをチャンスにできなかっただけである。
There is no people of man who doesn’t meet a chance. That couldn’t just be made a chance.
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）三
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総
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究
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内
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経
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の
中
長
期
展
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2
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1
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3
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年
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「富の集中度」から
新興国への進出を考える

政策・経済研究センター　猪瀬 淳也

　
新
興
国
の
景
気
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。2
0
1
6
年
の

A
S
E
A
N（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）の
経
済
成
長
率
は
実
質

4.6
%
に
達
し
た
。成
長
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
は
、高
所
得

層
や
中
間
層
の
増
加
に
伴
う
内
需
拡
大
で
あ
る
。三
菱
総
合
研
究

所
は
、新
興
国
に
お
け
る
富
裕
層
向
け
消
費
市
場
が
、2
0
3
0

年
に
日
本
の
３
倍
の
規
模
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
し

て
い
る（
※
）。

　
こ
う
し
た
国
々
に
進
出
す
る
企
業
に
と
っ
て
は
、富
裕
層
の
開

拓
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
ろ
う
。だ
が
、富
裕
層
の
分
布
度
合
い

は
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。そ
の
国
全
体
の
1
人
あ
た
り

G
D
P
な
ど
の
マ
ク
ロ
指
標
だ
け
で
は
、富
裕
層
を
効
率
的
に
攻

略
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
は
不
十
分
だ
。富
裕
層
が
住
み
た
が
る
傾

向
の
強
い
大
都
市
を
軸
と
し
た
分
析
が
不
可
欠
に
な
る
。

　
ア
ジ
ア
主
要
国
に
お
け
る
富
の
集
中
の
実
態
を
比
較・分
析
す

る
た
め
に
、行
政
区
分
ご
と
の
1
人
あ
た
り
G
D
P
を
、各
行
政

区
分
の
G
D
P
構
成
比
で
積
み
上
げ
て
み
た（
図
）。例
え
ば
タ
イ

の
場
合
、首
都
バ
ン
コ
ク
の
1
人
あ
た
り
G
D
P
が
全
国
平
均
の

4.8
倍
と
、「
都
市
の
富
裕
度
」は
調
査
対
象
国
で
突
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、タ
イ
全
国
に
バ
ン
コ
ク
が
占
め
る
G
D
P
シ
ェ
ア
は
6
%

と
、他
国
よ
り
も
低
い
。つ
ま
り
、バ
ン
コ
ク
在
住
の
富
裕
層
の
数

は
相
対
的
に
多
く
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　
逆
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、首
都
マ
ニ
ラ
の「
都
市
の
富
裕
度
」は
3.1

倍
に
と
ど
ま
る
が
、国
内
シ
ェ
ア
は
38
%
に
上
る
。ま
た
、中
国
や

イ
ン
ド
は
ほ
か
の
新
興
国
に
比
べ
都
市
間
の
格
差
は
小
さ
い
。

　
こ
の
図
を
も
と
に
し
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極
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に
言
え
ば
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D
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の
40
%
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く

を
カ
バ
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し
よ
う
と
す
る
場
合
、フ
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リ
ピ
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で
は
マ
ニ
ラ
だ
け
を

攻
め
れ
ば
足
り
る
が
、タ
イ
で
は
バ
ン
コ
ク
に
加
え
、第
二
、第
三
の

都
市
へ
の
進
出
も
成
功
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せ
ね
ば
な
ら
な
い
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国
や
イ
ン
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で
は

上
海
や
北
京
、ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
や
ム
ン
バ
イ
だ
け
で
は
な
く
、少
な

く
と
も
8
都
市
以
上
を
攻
略
す
る
必
要
が
あ
る
。た
だ
し
、こ
の

図
は
あ
く
ま
で
各
都
市
の
相
対
的
な
富
の
分
布
状
況
を
示
す
も

の
で
あ
り
、富
の
大
き
さ
と
は
関
連
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
注
意
す

べ
き
だ
ろ
う
。

　
新
興
国
に
進
出
す
る
日
本
企
業
が
富
裕
層
市
場
を
獲
得
す
る

に
は
、進
出
国
の
富
の
分
布
を
丁
寧
に
見
た
上
で
、ど
の
よ
う
な
優

先
順
位
で
新
興
国
の
富
裕
層
を
攻
略
し
て
い
く
か
、と
い
っ
た
戦

略
を
立
案
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
そ
う
だ
。

P o i n t
●経済成長が期待できる新興国への進出では富裕層の攻略が鍵。

●「富の集中度」に関する実態は国によって大きく異なる。

●都市での富裕層分布データを用いた丁寧な市場分析が必要。

［図］行政区分ごとに見たアジア主要国の1人あたりGDP

出所：三菱総合研究所
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場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間 場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
APLF レザーエキスポ

 3 月14日～ 3 月16日
ファションアクセスエキスポ 2018
香港国際フィルム＆テレビマーケットエキスポ  3 月19日～ 3 月22日
アジアパシフィクレールエキスポ 2018  3 月20日～ 3 月21日
Art Basel エキシビション  ( アート関連）  3 月29日～ 3 月31日

AsiaWorld-Expo ＨＫＴＤＣ香港国際ダイヤモンド · ジェム＆パールショー 
2018  2 月27日～ 3 月 3 日

Venetian Macao 第 19 回 ベビー＆子供プロダクトエキスポ  1 月12日～ 1 月14日
第 37 回 ウィディング、バンケット、ビューティー＆ジュエ
リーエキスポ  2 月23日～ 2 月25日

写真マカオアートフェア  2 月25日～ 2 月28日
Macau Fisherman's 
Wharf Convention & 
Exhibition Centre

2018 年末ショッピングフェスティバル  2 月 2 日～ 2 月 4 日
2018 高齢者日用品・アクセサリーエキスポ  3 月 2 日～ 3 月 4 日
第 11 回 ベビー＆マザー商品展

 3 月23日～ 3 月25日
教育展示会 2018

深圳
深圳会議展覧中心

（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

AAITF 2018 - 第１6 回  深セン ( 春 ) 自動車アフターマー
ケット産業とチューニング 取引フェア  3 月 1 日～ 3 月 3 日

SIMM Expo 2018 - 第 19 回 深セン国際機械製造エキスポ  3 月29日～ 4 月 1 日

広州
広州中国輸出入商品取引
会展館

（China Import & 
Export Fair
Complex, Pazhou）

第 9 回 広州国際ジュエリーフェア
 1 月 5 日～ 1 月 8 日第 9 回 広州国際陶磁器展

第 9 回 国際お茶、紫砂工芸、香 ( インセンス ) 文化エキスポ
GITF 2018 - 広州国際旅行フェア 2018  3 月 1 日～ 3 月 3 日
広州 ISLE 2018 - 広州国際インテリジェント広告サイン
&LED エキスポ  3 月 3 日～ 3 月 6 日

SIAF 広州 - 広州国際 SPS 産業オートメーションフェア

 3 月 4 日～ 3 月 6 日

チャイナ VMF2018 - 中国（広州）国際セルフサービスシス
テム & 設備エキスポ 2018
Asiamold 2018 - 広州国際金型エキスポ
広州国際 3D 印刷エキスポ
広州国際鋳造、ダイカスト・鍛造産業エキスポ
Asiametal 2018 - 広州国際金属加工産業エキスポ
Asiabearing 2018 - 広州国際ベアリングエキスポ
ICIE 2018 - 中国（広州）国際ビジネスインテリジェンスマ
ネジメント、決済システム、インテリジェント機器エキスポ
第 25 回 サウスチャイナ国際印刷産業エキシビション

 3 月10日～ 3 月12日

チャイナ国際ラベル印刷技術エキシビション 2018 (Sino-
Label 2018) 
第２5 回 チャイナ国際包装機械＆資材エキシビション 
チャイナ（広州）国際包装関連製品エキシビション 2018
CIBE - チャイナ ( 広州 ) 国際美容エキスポ ( 春 ) 2018
CIFF2018 - 第 41 回チャイナ国際家具フェア ( 広州 ) フェー
ズ１( 家庭用家具 )  3 月18日～ 3 月21日

CIFF2018 - 第 41 回チャイナ国際家具フェア ( 広州 ) フェー
ズ 2 ( オフィス用家具 )  3 月28日～ 3 月31日
CIFM /Interzum 広州 2018（国際家具フェア） 

保利世 博 　
（Poly World Trade 
Expo Centre） 

DPES Sign Expo 2018 - 第 18 回　広州国際サイン・スク
リーンプリント＆繊維プリントエキスポ  3 月 3 日～ 3 月 6 日

Windoor Expo China - 第 24 回　中国窓ドアファサードエ
キスポ 2018  3 月11日～ 3 月13日

GD Water 2018 - 広東国際水処理技術＆設備エキスポ  3 月27日～ 3 月29日
CHINA LAB 2018 - チャイナ分析機器＆研究室器具エキス
ポ 3 月28日～ 3 月30日

台湾
Taipei World Trade 
Center Hall 1 

台北冬期旅行フェア、台湾ギフト観光特産物展、台北スポー
ツ & アウドドア用品展  1 月 5 日～ 1 月 8 日

2018　春夏シーズン台北国際シューズフェア  1 月10日～ 1 月13日
2018　お正月雑貨 & ギフト展  1 月18日～ 1 月22日
第 20 回台北輸入販売家具展示会  1 月19日～ 1 月22日
2018　台北国際ゲーム展覧会  1 月25日～ 1 月29日
2018　第 26 回台北国際書籍展覧会  2 月 6 日～ 2 月11日
台北国際ベビー＆マタニティ製品フェア（春季展）  2 月23日～ 2 月26日
第 19 回台北国際チェーン加盟フェア - 春季展

 3 月 1 日～ 3 月 4 日第 28 回台北国際家具フェア、2018 台北国際インテリア装
飾品フェア
OH ！ Study 海外留学フェア  3 月 3 日～ 3 月 4 日
台北国際体育用品フェア  3 月 8 日～ 3 月10日
第 12 回台北国際春季旅行展覧会＆観光特産物ギフトフェア、
台北国際アウドドア用品フェア（春季展）、台北国際ワイン
＆リキュールフェア  3 月16日～ 3 月19日

第 28 回台北電機エアコン 3C 展示会
2018　国際留学教育展示会  3 月17日～ 3 月18日
2018　第 28 回春夏国際美容・化粧品フェア  3 月23日～ 3 月27日
2018　第 30 回台湾国際家具インテリア装飾品建材展示会  3 月30日～ 4 月 2 日

Taipei World Trade 
Center Hall 3

2018　台北冬季ペット用品フェア  1 月12日～ 1 月15日
2018　国際芸術クリエイティブ博覧会  1 月19日～ 1 月22日
2018　第 26 回台北国際書籍展覧会  2 月 6 日～ 2 月11日
台北ウェディング＆ジュエリー展示会  2 月23日～ 2 月26日
第 6 回台北国際ベジタリアン養生＆銘茶展示会、第 6 回台北
国際健康促進、養生介護産業展示会  3 月 1 日～ 3 月 4 日

台北国際体育用品展  3 月 8 日～ 3 月10日
Taipei World Trade 
Center Nangang 
Exhibition Hal l

2018　第 6 回台北国際アニメーション博覧会  2 月 1 日～ 2 月 5 日
台北国際ペツト用品フェア & ペットカーニバル  3 月 2 日～ 3 月 5 日
2018　台北国際料理展示会＆料理名店街  3 月15日～ 3 月18日
2018　スマートシティフォーラム及び博覧会

 3 月27日～ 3 月30日
2018　国際先端医療博覧会

Greater Taichung 
International Expo 
Center

台中ベビー＆マタニティ製品フェア  3 月 2 日～ 3 月 5 日

Kaohsiung Exhibition 
Center 

第 3 回高雄新車フェア  1 月12日～ 1 月15日
高雄春季旅行＆グルメギフトフェア

 1 月19日～ 1 月22日
高雄スポーツ用品＆レジャーフェア
2018 台湾国際ヨットフェア  3 月15日～ 3 月18日
2018 高雄自動化工業展  3 月30日～ 4 月 2 日

北京
中国国際展覧中心

（新館）
2018 中国アイスクリーム冷凍菓子類展覧会  1 月12日～ 1 月14日
第 28 回中国国際釣用品貿易展覧会  2 月26日～ 2 月28日
第 23 回中国国際自動車用品展覧会

 3 月 3 日～ 3 月 6 日
第 3 回自動車サービスチェーン店及び洗車展覧会
2018 第 25 回中国国際北京壁紙、布製品展示会  3 月15日～ 3 月18日
2018 第 17 回中国国際ドア業展覧会

 3 月21日～ 3 月24日
第 5 回中国国際集積カスタム家居展覧会
第 18 回中国国際石油化工技術装備展覧会

 3 月27日～ 3 月29日

第 8 回中国国際天然ガス技術装備展覧会
第 8 回中国国際シェールガス技術及び装備展覧会
第 18 回中国国際海洋石油天然ガス展覧会
第 18 回中国国際爆破予防電子設備技術展覧会
第 18 回中国国際石油天然ガスパイプ及び貯蓄運送技術装備
展覧会

中国国際展覧中心 2018 中国国際 ( 北京）自動ドア、電動ドア展覧会  3 月 9 日～ 3 月12日
2018 中国国際建築工程新技術、新材料、新工芸展覧会

 3 月15日～ 3 月17日2018 中国国際養老産業博覧会
2018 中国北京国際リハビリ医療機械、補助道具及び健康管
理展覧会
2018 中国国際ラジオ、放送、情報ネット展覧会  3 月22日～ 3 月24日
2018 中国国際クリーンエネルギー科学技術推進ウィーク  3 月25日～ 3 月31日
2018 中国国際電気自動車充電基礎設備展覧会

 3 月27日～ 3 月29日2018 第 38 回中国北京国際ギフト、贈呈品及び家庭用品展
覧会
2018 中国北京国際芸術及び額縁業展覧会  3 月29日～ 3 月31日

北京国家会議中心 2018 第 14 回アジア運動用品ファッション展示会  1 月24日～ 1 月27日
2018 中国（北京）国際スマート建築展覧会  3 月12日～ 3 月14日
2018 第 30 回国際医療器機設備展覧会  3 月23日～ 3 月25日
2018 北京美容博覧会  3 月28日～ 3 月30日

北京展覧館 第 6 回中国（北京）国際施設農業及び園芸資材展覧会  3 月26日～ 3 月28日

北京全国農業展覧館 2018 北京国際春季真珠宝石アクセサリー展覧会  3 月16日～ 3 月19日

上海
上海新国際博覧中心 TCT ASIA 2018  3 月 1 日～ 3 月 3 日

2018 中国華東輸出入商品交易会  3 月 1 日～ 3 月 4 日
2018 中国電子展（electronica China 2018）

 3 月14日～ 3 月16日
2018 中国電子生産設備展（productronica China 2018）
2018 中国半導体展（semicon China 2018）
2018 中 国 フ ォ ト ニ ク ス 博 覧 会（LASER World of 
Photonics CHINA 2018）
2018 中国国際地面材料及び舗装技術展覧会（DOMOTEX 
Asia/CHINA FLOOR 2018）  3 月20日～ 3 月22日
アジア窓・遮熱展示会（R+T ASIA）
第二十七回上海国際ホテル及び飲食業博覧会  3 月26日～ 3 月29日

上海光大会展中心 第 11 回上海国際先端セラミックス展  3 月25日～ 3 月27日

上海国家会展中心 2018 中国国際服装服飾博覧会（春）
 3 月14日～ 3 月16日2018 中国国際アパレル及びインターテキスタイル ( 春夏 )

博覧会
2018 上海国際印刷 ･ 包装 ･ 製紙産業総合展＆フォーラム

 3 月28日～ 3 月31日

2018 チャイナ ショップ
2018 上海国際デジタル＆エクスプレス印刷設備展＆フォー
ラム
2018 上海国際 LED 照明産業技術展 & フォーラム
2018 上海国際ラベルショー
2018 上海国際広告 ･ サイン ･ ディスプレイ産業総合展＆
フォーラム
2018 上海国際照明産業総合展＆フォーラム
2018 上海国際展示 ･POP･ 商用施設器材展

上海世博展覧館 第十八回中国（上海）国際眼鏡業展覧会  3 月 5 日～ 3 月 7 日
SPINEXPO-31th Session Shanghai  3 月13日～ 3 月15日
2018 第五回中国（上海）健康、ウェルネス、フィットネス
博覧会  3 月14日～ 3 月16日

2018 中 国 上 海 国 際 雑 貨 運 送 展 覧 会（Breakbulk China 
2018）  3 月26日～ 3 月28日
第十三回上海国際靴下業交易会

香港・マカオ
Hong Kong 
Convention & 
Exhibition Centre

香港国際ライセンシングショー   1 月 8 日～ 1 月10日
香港国際文房具フェア

 1 月 8 日～ 1 月11日ＨＫＴＤＣ香港 玩具＆ゲームフェア
ＨＫＴＤＣ香港ベビープロダクトフェア
ＨＫＴＤＣ香港ファッションウィーク秋冬  1 月15日～ 1 月18日
グローバルオフグリッドソーラーフォーラム＆エキスポ  ( オ
フグリッドソーラーエネルギー関連 )  1 月22日～ 1 月24日

iFX エキスポアジア 2018　( 小口金融ビジネスエキスポ )  1 月24日～ 1 月25日
スパインワールドサミット 2018 ( 脊柱の臨床経験、研究成
果、最新技術に関連）  1 月26日～ 1 月27日

黄金世代のエキスポ＆サミット ( 黄金の世代（45 歳以上、退
職または退職する準備が整っていることを指す）を健康的な
生活を奨励し、支援すること )

 1 月26日～ 1 月28日

ＵＫ教育エキシビション 2018  1 月27日～ 1 月28日
ベジタリアンフード ASIA 2018

 2 月 1 日～ 2 月 3 日ロハスエキスポ 2018 ( 自然 · オーガニック＆クリーン関連
製品トレードエキシビション）
ＨＫＴＤＣ　エデュケーション＆キャリアエキスポ  2 月 1 日～ 2 月 4 日
2018 ベビーエキスポ春＆チャイルドグロースエデュケー
ション  2 月 2 日～ 2 月 4 日
第 90 回 香港ウィディングフェア
香港ペット・ショー 2018  2 月 9 日～ 2 月11日
2018 香港国際毛皮＆ファッションフェア  2 月21日～ 2 月24日
ＨＫＴＤＣ香港国際ジュエリーショー  3 月 1 日～ 3 月 5 日
香港ウィディングバンケット & デコレーションエキスポ  
2018  3 月 9 日～ 3 月11日
香港ウィディング & 海外ウィディングエキスポ 2018

貿 易 お 役 立 ち 情 報
U s e f u l  I n f o r m a t i o n

アジア展示会情報｜イベント等は主催者側の都合により変更されることもあります。
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場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間

バンコク
バンコク国際貿易展示
センター

Thailand Industrial Fair 2018  2 月 1 日～ 2 月 4 日
FESPA Asia 2018  2 月22日～ 2 月24日

Queen Sirikit National
Convention Centre

旅行フォーラム 2018  1 月21日
Asia Digital Expo 2018  1 月25日～ 1 月27日
MAEBAN FAIR( タイショッピングフェア )

 2 月 1 日～ 2 月 4 日
タイ子供用品フェア 2018
インド留学フェア 2018  2 月 3 日～ 2 月14日
22 回 TITF- タイ国際旅行フェア 2018  2 月 7 日～ 2 月11日
タイモバイルエキスポ 2018  2 月15日～ 2 月18日
第 46 回 Thaiteawthai　（旅行フェア）  3 月 1 日～ 3 月 4 日
タイコーヒーフェスタ 2018  3 月 8 日～ 3 月11日
Money 360  3 月 9 日～ 3 月11日
住宅フォーラム 2018、コンドミニアム展示会  3 月15日～ 3 月18日
COMMART CONNECT 2018  3 月22日～ 3 月25日
第 46 回　バンコク書籍展示会 2018  3 月28日～ 4 月 8 日

Impact Arena 
Exhibition &
Convention Center

ASEAN Logistics & Purchasing Expo 2018  2 月 1 日～ 2 月 3 日
タイコーヒーフェスタ 2018

 2 月15日～ 2 月18日
タイアイスクリームフェスタ 2018
Thai Franchise & SME Expo 2018
第 19 回　タイ旅行フェア
MHE & PACK MAC Exhibition 2018  2 月22日～ 2 月25日

ホーチミン・ハノイ
Saigon Exhibition &
Convention Center

HAPPY TET FAIR 2018 （消費財・食品・家電製品・エンター
テイメント）  1 月31日～ 2 月 4 日

ILDEX VIETNAM 2018 （畜産・獣医・食肉加工）
 3 月14日～ 3 月16日AGRI VIETNAM 2018 （農業・農業機械）

HORTEX VIETNAM 2018 （園芸・花卉生産・加工技術）
Hanoi International 
Center for Exhibition

VIETAD　2018 （宣伝 / 販促関連用品・インプリント / ラベ
ル機器・印刷機器）  3 月21日～ 3 月23日

シンガポール 
Suntec SINGAPORE シンガポール・モーターショー  1 月11日～ 1 月14日

シンガポール・コンテンポラリー  1 月18日～ 1 月21日
ビューティ・アジア - シンガポール  2 月26日～ 2 月28日
Airxperience Asia  2 月27日～ 2 月28日
Phar-East  - Asia's Pharma & Biotech Festival  3 月 1 日～ 3 月 2 日
WCA First Conference  3 月 2 日～ 3 月 5 日
IT Show  3 月15日～ 3 月18日
CEE 2018  3 月24日～ 3 月27日

Singapore Expo Home Planner 2018  1 月 1 日～ 1 月 7 日
Salaam India 2018 21st Eddition  1 月 4 日～ 1 月 7 日
IFFS 2018 - International Furniture Fair Singapore  3 月 8 日～ 3 月11日
Food & Beverage Fair 2018  3 月15日～ 3 月18日

Marina Bay Sands Art Stage Singapore  1 月25日～ 1 月28日
Electric Warfare Asia 

 1 月30日～ 1 月31日
MilSim Asia 
アジア・パシフィック・マリタイム 2018（APM）  3 月14日～ 3 月16日

Changi Exhibition 
Centre Singapore Airshow  2 月 6 日～ 2 月11日

マレーシア
KL Convention Centre 第 5 回ドリーム・カー エキスポ 2018  1 月12日～ 1 月14日

オフショアー・テクノロジー・コンフェレンス・アジア  3 月20日～ 3 月23日
スマート・キッズ・アジア  3 月31日～ 4 月 1 日

Putra World Trade 
Centre 

MIFF 2018  3 月 8 日～ 3 月11日
マレーシア ライフスタイル エキスポ 2018

 3 月16日～ 3 月18日
MATTA Fair 2018
ビューティ ビジネス マレーシア 2018  3 月26日～ 3 月29日

インドネシア
Jakarta International 
Expo 

ジャカルタ・メガ・ウェディングフェスティバル 2018  1 月12日～ 1 月14日
ジャカルタ・メガ・ウェディングフェスティバル 2018  2 月23日～ 2 月25日
JAVA ジャズ・フェスティバル  3 月 2 日～ 3 月 4 日
IFEX 2018  3 月11日～ 3 月14日
INAPA, IIBT & Railway Indonesia, Tyre & Rubber 
Indonesia, Lube Indonesia, Auto Garagetch Indonesia 
2018

 3 月22日～ 3 月24日

Expo Clean & Expo Laundry 2018
 3 月27日～ 3 月29日

CPhl South East Asia 2018

インド
Bombay Exihibition 
Centre

Stationery & Write Show Corporate Gifts Show( 文房具
& ギフトイベント )  1 月10日～ 1 月13日

Pragati Maidan, New 
Delhi

World Book Fair  1 月 6 日～ 1 月14日
India International Garment Fair( 衣服フェア )  1 月17日～ 1 月19日
SATTE - New Delhi travel and tourism exhibition ( 旅行
展示会 )  1 月31日～ 2 月 2 日

India Telecom  2 月 7 日～ 2 月 8 日
AutoExpo Component Show  2 月 8 日～ 2 月11日
Broadcast Engineering Society Expo

 2 月26日～ 2 月28日International Conference & Exhibition on Terrestrial 
and Satellite Broadcasting

マニラ
World Trade Center 
Metro  Manila WORLDBEX 2018 - フィリピン世界建築・建設博覧会  3 月14日～ 3 月18日

SMX Convention 
Center Manila

HVAC/R Philippines 2018  - 国際暖房、換気、空調、冷凍、
ポンプ、バルブ＆パイプおよび浄化技術エキスポ

 1 月 6 日～ 1 月 9 日
PHILCONSTRUCT 2018 - フィリピン国際建設機械、建築
資材、内外装製品展示会、技術フォーラム
EduTECH Philippines 2018 - フィリピンの 21 世紀教育関
連エキスポ  2 月21日～ 2 月22日

フィリピン国際家具フェア　2018
 3 月 8 日～ 3 月10日

インテリア＆デザインマニラ　2018

平成 29年 12月 4日現在
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福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号大連富麗華大酒店622号室
［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643

［所長］
長田 修一

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号上海国際貿易中心2010号室
［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570

［所長］
平田 治郎

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169

［所長］
石本 恒義

福岡銀行台北駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Taipei Representative Office）

［所在地］
台湾台北市中山区松江路126号将捷国際商業大楼6F-1
［電話番号］
（国番号 886）2-2523-8887

［所長］
平山 孝行

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05 Singapore 049145
［電話番号］
（国番号 65）6438-4913

［所長］
田中 慶介

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,New York, NY 10020-2003
［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966

［所長］
高木 一朗

福岡銀行ホーチミン駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hochiminh Representative Office）

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

福岡銀行駐在員事務所

北  米

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,57 Wireless Road,
Lumpini, Pathumwan,Bangkok 10330, Thailand
［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695

［所長］
中野 実

ニューヨーク駐在員事務所

［所在地］
Suite 1108, Saigon Tower, 29 Le Duan Street, 
District 1, Ho Chi Minh City, Vietnam
［電話番号］
（国番号 84）28-3822-2802

［所長］
井上 和彦

バンコク駐在員事務所

ホーチミン駐在員事務所

シンガポール駐在員事務所

香港駐在員事務所

台北駐在員事務所

大連駐在員事務所

上海駐在員事務所

アジア

大連

上海

バンコク
ニューヨーク

シンガポール

香港

台北

ホーチミン
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福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

［所在地］
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（国番号 86）21-6219-4570

［所長］
平田 治郎

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169

［所長］
石本 恒義

福岡銀行台北駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Taipei Representative Office）

［所在地］
台湾台北市中山区松江路126号将捷国際商業大楼6F-1
［電話番号］
（国番号 886）2-2523-8887

［所長］
平山 孝行

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05 Singapore 049145
［電話番号］
（国番号 65）6438-4913

［所長］
田中 慶介

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,New York, NY 10020-2003
［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966

［所長］
高木 一朗

福岡銀行ホーチミン駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hochiminh Representative Office）

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

福岡銀行駐在員事務所

北  米

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,57 Wireless Road,
Lumpini, Pathumwan,Bangkok 10330, Thailand
［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695

［所長］
中野 実

ニューヨーク駐在員事務所

［所在地］
Suite 1108, Saigon Tower, 29 Le Duan Street, 
District 1, Ho Chi Minh City, Vietnam
［電話番号］
（国番号 84）28-3822-2802

［所長］
井上 和彦

バンコク駐在員事務所

ホーチミン駐在員事務所

シンガポール駐在員事務所

香港駐在員事務所

台北駐在員事務所

大連駐在員事務所

上海駐在員事務所

アジア

大連

上海

バンコク
ニューヨーク

シンガポール

香港

台北

ホーチミン
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福岡銀行住まいるギャラリーには、無料で相談できる建築士がいます。「誰に相談していいかわからない！」
そんな疑問を一緒に解決していきます。契約や請負は行っておりません。第三者としての提案に努めます。

ブランドキャラクター「ユーモ」

家が欲しいなぁと思ったら…！

こんなこと
相談できるよ！

● 女性目線で考える間取り・収納・インテリアのご提案！
● 住宅セミナー随時開催！ セミナー詳細はこちらからCHECK！
● お子様連れでもOK！ キッズコーナーあり！

□ マンションと戸建てどちらにしようかな？
□ 資金計画どう立てるの？建築費用ってどの位？
□ この土地にどんな家が建つのかな？

ふくぎんで

お問合わせ・
ご相談は 〒810-8727

福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店中2F

【営業時間】平日／9：00～17：00　土曜／10：00～17：00
（日曜・祝日および12月31日～1月3日はお休みさせていただきます。）

TEL092-723-2290
平成29年12月14日現在

九州の身近
なデータを

ワンポイント
解説する

コーナーで
す。

　
日
本
近
海
の
全
域
に
生
息
す
る
ひ
ら
め
は
、産
卵
期

前
の
1
月
か
ら
4
月
に
食
の
旬
を
迎
え
ま
す
。「
左
ひ
ら

め
に
右
か
れ
い
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、腹
を
手
前
に
し
て

置
い
た
と
き
に
頭
が
左
に
く
る
の
が
ひ
ら
め
で
す
。

　
高
級
魚
と
し
て
寿
司
店
で
人
気
が
あ
る
ほ
か
、ビ
タ
ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
豊
富
で
低
脂
肪
な
た
め
、

美
容
食
と
し
て
も
注
目
の
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。え
ん
が

わ
の
コ
リ
コ
リ
し
た
歯
ご
た
え
の
刺
身
を
は
じ
め
、し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
、ム
ニ
エ
ル
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
調
理
方
法
で
美
味

し
さ
を
楽
し
め
ま
す
。

　
漁
獲
量
を
都
道
府
県
別
に
み
て
み
る
と
、長
崎
県
が

第
７
位（
4.1
％
）、福
岡
県
が
第
８
位（
2.5
％
）と
な
っ
て
い

ま
す
。中
で
も
長
崎
県
の
平
戸
は
全
国
有
数
の
天
然
ひ

ら
め
の
水
揚
げ
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。対
馬
海
流
が
流
れ

込
む
五
島
沖
で
育
っ
た
天
然
ひ
ら
め
は
、ほ
ど
よ
く
脂
が

の
っ
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。1
月
か
ら
4
月
上
旬
の
漁
期

に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
毎
年
恒
例
の「
平
戸
ひ
ら
め
ま

つ
り
」で
は
、地
元
漁
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
市
内
の
宿

泊
施
設
や
飲
食
店
で
、天
然
ひ
ら
め
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、こ
の
時
期
を
待
ち
わ
び
た
多
く
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

天然ひらめを釣り上げたFFG行員

ひらめの漁獲量

千葉県
520t／6.6%

新潟県
353t／4.5%

長崎県
328t／4.1%

島根県
189t
2.4%

愛知県
186t
2.4%

福岡県
199t／2.5%

茨城県
614t／7.8%

その他
2,046t
25.9%

青森県
971t
12.3%

北海道
856t
10.8%

宮城県
1,644t
20.8%

出所：農林水産省「平成27年漁業・養殖業生産統計」を基にFFGビジネスコンサルティング作成

ひらめの漁獲量
今月の注目データ
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福岡銀行住まいるギャラリーには、無料で相談できる建築士がいます。「誰に相談していいかわからない！」
そんな疑問を一緒に解決していきます。契約や請負は行っておりません。第三者としての提案に努めます。

ブランドキャラクター「ユーモ」

家が欲しいなぁと思ったら…！

こんなこと
相談できるよ！

● 女性目線で考える間取り・収納・インテリアのご提案！
● 住宅セミナー随時開催！ セミナー詳細はこちらからCHECK！
● お子様連れでもOK！ キッズコーナーあり！

□ マンションと戸建てどちらにしようかな？
□ 資金計画どう立てるの？建築費用ってどの位？
□ この土地にどんな家が建つのかな？

ふくぎんで

お問合わせ・
ご相談は 〒810-8727

福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店中2F

【営業時間】平日／9：00～17：00　土曜／10：00～17：00
（日曜・祝日および12月31日～1月3日はお休みさせていただきます。）

TEL092-723-2290
平成29年12月14日現在
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五島町

県庁前

長崎駅前

桜町

出島

西浜町
アーケード前

賑橋

大波止

ゆめタウン夢彩都

アミュプラザ長崎

長崎市役所

西浜町
観光通り

長 

崎

長崎県庁

新店舗
（新県庁舎内）

202
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現店舗
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We look into  your  eye s ,  lend a n  ea r  to  you,  a nd engage  w it h  you.

後藤　信志 氏　日本タングステン 株式会社　代表取締役 取締役社長
早田　允英 氏　株式会社 工芸社・ハヤタ　代表取締役
松村　清一 氏　永代ハウス 株式会社　代表取締役

To p  I n t e r v i e w 親和銀行 県庁支店
新店舗移転OPEN！

F F G か ら の お 知 ら せ

　平成30年1月4日（木）、親和銀行は「県庁支店」（長崎市）を長崎県庁移転に伴い、リニューアルオープンいたします。
　新店舗には、応接室、車椅子対応の窓口・記帳台などのバリアフリー設備を新設し、快適性と利便性を両立
させた店舗へと生まれ変わります。
　FFGは、今後もブランドスローガンである「あなたのいちばんに。」に基づき、より一層のサービス向上に努めて
まいります。行員一同、皆様のご来店を心よりお待ちしています。

〒850-0058 長崎市尾上町3-1住 所

電 話 番 号 095-821-3095（現在と変更ございません）

自動サービスコーナー営業時間

8：45 ～ 17：00 8：00 ～ 21：00
9：00 ～ 21：00
9：00 ～ 21：00

平 日

土 曜 日

日 ・ 祝 日

県庁支店内ATM 県庁1F ATMコーナー

新店舗位置図 店内イメージ

ブランドキャラクター
「ユーモ」


